
























































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　葡ぶ萄どうの大陸。

　後に、そう呼ばれる世界の片隅でメルは最も貧しく最も幸せな家族の下に生を享うけた。

　父は千人いたし、母も千人いた。角の生えた兄もいた。羽の生えた姉もいた。耳長の弟もいた。尾を持つ妹もいた。そして何も持たない自分もいた。

　一つの芋を分けて食べ、全員が生まれた子を我が子のように胸に抱き、何人もの母から僅わずかしか出ない乳を少しずつ含ませる。そんな家でメルは育った。

　それがアルカートという名の一つの家族だった。

　家族の笑顔に囲まれて口にする一切れのパンは最高の贅ぜい沢たくであり、森で兄弟達と食べ物を探し回る。そんな幸福な日々は唐突に終わりを告げ、戦乱の業火で一夜にしてメルの人生は暗転した。

　アルカート流民団という家も家族も失ったメルに唯一残ったものが言葉だった。

　それだけを頼りとし、人間と亜人が交わる辺境の地にメル・アルカートはある職を求めて降り立った。

「これが城じよう塞さい都市ランタンか」

　男性としては少し高めの声に十七歳の若者らしい期待と不安が入り混じる。

　街を囲むように聳そびえ立つ城壁を見上げながら城門を潜ると、まるで巨大な怪物の胃の中に取り込まれてしまったようなランタン特有の光景に圧倒される。

　大きな戦が終結してからランタンは城塞都市としての役目を事実上終え、現在は多種族が入り乱れる最大級の貿易都市へと姿を変えた。その影響でランタンの街には人が満ち、信じられない程、物が溢あふれ返っている。

　荷馬車から降りると長時間荷物以下の扱いで馬車に揺られた体を大きく伸ばし、新鮮な空気を肺に取り込む。

　吸い込んだ空気には異国情緒漂うランタンの匂いが感じられた。

　露店から漂う人間族の特に東方で使われる魚ぎよ醬しようの海の香り、南方の果実の放つ鮮やかな色合いに負けない甘い放香、エルフと呼ばれる耳が長く不老長命な種族が売っている謎の腐った豆の異臭、さらに偶然通りかかった一軒の露店から羊の肉を豪快に焼く香ばしい香りがメルの鼻孔を刺激し、肉から滴る油が視線を釘くぎ付づけにする。

「ここ数日ろくなものを食べてなかったな」

　道中の路銀を少しでも節約するため、少量の保存食をさらに小分けにし、思い出したように口に運ぶ程度だった。

　満腹などとは程遠く、娯楽性など一切存在しない生きるための食事。

　当然、味など考慮されるわけもなく、歯で嚙かみ切れないほど固く、奇妙な臭いがする上に、土の味がする保存食ばかりだった。

　そんな食生活が続いたので余計にこの香りが愛いとおしく、それに胃が連動して盛大に腹が鳴った。

　空腹のお腹を摩さすりながら、何かの偶然で増えていないかと祈る思いで開いた革袋の財布には、厳しい現実を突きつける失望しか詰まっていなかった。

「はぁ、これから新しい職が決まるまでは基本的に水と塩だけの生活か」

　がっくりと肩を落とし、切実な懐事情を受けて自己主張が激しいお腹を抑えながら、貧乏人とは無縁そうな高級感が漂う露店区域を通り抜ける。

　居並ぶ露店には異国の珍しい調度品が並び、貧乏人でも目だけは楽しませてくれる。

『すみません、あの、この場所、何処か知りませんか』

　不意に露店の人に声をかけたからか、それとも人間族が流りゆう暢ちような豹ひよう人じん族の言葉を使うのが余程珍しいのか、目を白黒させながらも答えてくれた。

『あ、ああ、そこか、それならそこを右に曲がって後は突き当たるまで真っ直ぐだ』

『ありがとうございます！』

　お礼を言うと再び店主の目が点に戻ってしまった。

『あの、何か？』

『いや、亜人にわざわざ場所を尋ねる人間族も、それに対して礼を言う人間族も珍しいだけだ。ほら、とっとと行っちまえ、商売の邪魔だ！』

『は、はい！』

　教えられた通りに人海をかき分けて求人募集の威勢のいい声が飛び交う広場に到着し、そっと聞き耳を立て、〝言こと葉ば渡わたし〟という種族間で異なる言葉を通訳する貿易都市ならではの仕事を求めてメルは歩き回る。

　目当ての求人を見つけて駆け寄ると、一般的に言葉渡しが高学歴の高給職と見られていることもあって、最初はメルにも揉もみ手で近付いて来る。しかし、身分や出自の証明を含む紹介状の提示を求められた所で風向きが変わり、

「ちなみにお名前を伺っても」

　不信感を隠そうともしなくなった相手に不利益になると知りながらも、メルは聞かれれば必ず包み隠さず名乗ってきた。大切な家族の名を。

「メルです。メル・アルカート」

　アルカートと名乗ったのが決定打になり、態度が一変した。

「アルカートって、あの流民の集団だろ。そんな何処の馬の骨とも解らん奴を雇う物好き、いくらランタンでも、居るわけないだろ！」

　呆あきれ顔と共に野良犬のように追い払われ、周囲もアルカートという名を耳にしただけで興味を喪失し、まるでメルなど存在しないかのように銘々に自らの仕事へ戻って行く。

　そんな中、周囲の華やかな呼び込みとは明らかに異質な空気を放ち、無表情で淡々と求人条件だけを述べている豹人族の女性がポツンと一人立っており、その周りにだけ空白地帯が生まれていた。

　訝いぶかしみながらも女性が提示していた好条件の〝言葉渡し〟としての仕事に惹ひかれ、空腹に背を押される形で思い切って空白地帯に飛び込んだ。

「言葉渡しの仕事を受けられるんですか？」

　声に反応し、彼女は目を逸らさずメルの問い掛けに答えてくれた。

「はい。豹人族の言葉と人間族の言葉が話せるなら試験は受けられます」

　年齢は自分と同世代くらいだろうか。頭に可愛らしい猫耳がちょこんと乗り、さらに黒々とした尾を持つ豹人族の女性が人間族の言語で説明してくれた。しかも、比較的珍しいランタンより人間の領域に近い大国バツの訛なまりだ。

「初めまして。メル・アルカートと申します」

　また、名を告げた所でにべもなく断られると覚悟していたが、笑顔こそ見られなかったものの特段表情に変化がないことに安あん堵どし、胸を撫なで下ろす。

「私はキリンと申します。どうぞお見知りおきを」

　女性にしては高い背はピンと伸び、均整の取れたしなやかな肢体を強調している。その上、何か特別な訓練を受けているのか、立ち振る舞いの一つ一つが優雅さを纏まとっている。

「こちらこそ、よろしくお願いします！」

　思わず差し出してしまったメルの手に対し、彼女は不思議なものでも眺めるかのように視線を僅かに落としただけで、クルリと艶つややかな黒髪を翻して背を向ける。

「私の後に付いて来て下さいませ」

　余計なことをして今日のご飯へと繫つながる蜘蛛くもの糸を手放さないよう黙って後に続く。それに対して何かを堪こらえているようにキリンの猫耳がぴくぴくと痙けい攣れんし、小刻みに動く。

「メル様は豹人族のお言葉をお話し出来るとのこと」

　唐突な質問に咄とつ嗟さに返答することが出来ず、少しまごついてしまった。

「は、はい！　話せましゅ」

　緊張で盛大に舌を嚙んでしまい、そのまま舌を嚙み切りたくなる程の恥ずかしさで、メルの顔が羞しゆう恥ちに染まる。

「なら私も豹人族の言葉でお話しさせて頂きます、よろしいでしょうか」

「はい！　勿もち論ろん」

　答えた直後にキリンの口角が急激に上がり、無表情だった顔に感情が宿る。

『全く疲れました。なんで私がこんな窮屈な言葉を使わないといけないのでしょう。丁寧語とやらも背筋が寒くなります』

　一瞬、自分の耳と翻訳能力を疑った。

　言語が切り替わった瞬間、人格まで切り替わったのではないかという豹ひよう変へんぶりにメルも現実を受け入れられず、目を丸くする。

『豹人族の言葉なら何を言っても人間族には伝わらないので平気ですね』

『あの、僕にバッチリ伝わるんですけど……』

『貴方あなたはいいのです。私はこれから貴方を雇うかどうか決める側ですから』

　試験官だと解って慌てて居住まいを正し、背筋を伸ばして好印象を与えようとメルは苦心していたが、そんなことなど露知らず、キリンは無遠慮に歩く速度を上げる。

『キリンさん、ちょっと待って下さい！』

『人間族はただでさえ鈍足なのですから、きびきび歩いて下さい。不合格にしますよ』

　駆け足で追いつき、数歩と離れず忠犬の如く彼女の後に付き従う。そして至近距離で視線を上げてキリンの顔色を窺うかがう。

『あの、具体的な仕事の内容とかは聞いたら駄目ですか？』

　条件には人間族と豹人族の言葉が流暢に話せる者とだけあった。しかも高給で住む場所まで用意してくれるという破格の条件。

　はっきり言って何か裏があるのではないかと疑ってしまうのは無理もなく、メルも悩んだ末に祈るような気持ちでキリンに話しかけた。

　内心、口外できない闇取引の仲介をさせられ、仕事が終われば口封じされる展開まで覚悟していた。しかし、彼女が発した次の言葉には別の意味でメルの懸念を全て吹き飛ばしてしまうほどの衝撃があった。

『詳細な条件、仕事の内容は王から直接聞いて下さい。私は豹人族の言葉を話せるかを確かめ、いかにもお人ひと好よしそうな人材を連れて来るよう頼まれただけですから』

　キリンが不意に見上げた視線に釣られてメルも顔を上げると、目前にはランタンの王城が聳え立っていた。

『王って……も、もしかして…………』

　口をパクパクと無意味に動かすのが精一杯でそれに続く言葉など、出てくるはずがなかった。

『この国に王は一人しかいないはずです。ランタン国王エデル様が王宮でお待ちです』
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　大理石造りの神殿と見み紛まがう佇まいの王宮を前にして、その美しい全ぜん貌ぼうを視界に収めるだけで少し首が痛くなる。

『こっちです。迷子になったら刺客と間違われて警護兵に斬り捨てられますよ』

　横目に門番の衛士と目が合ってしまい僅わずかに身震いする。

　キリンの後を追ってふかふかと足に優しい真っ赤な絨じゆう毯たんを踏みしめながら王宮内を進むと、行き交う人達はその光景に当然のように奇異の視線を投げかけてくる。

　大きな扉の前で彼女は立ち止まり、その扉の先を指差す。

『ここから先が王の間です』

「この奥に王様が…………」

　意味もなく喉のどが渇き、思わず唾つばを飲む。

『今さら緊張しているのですか、まったく男のくせに度胸のない』

　緊張をズバリ見抜かれ、指摘されてしまった。

『でも、王族とかに対しては礼儀作法が必要だったりしますし……』

『平気でしょう。ランタン王は元々一介の商人から将となり、王へと成り上がった人だそうですから』

『商人から王様ってなれるんですかっ！』

『珍しいことですが、別に今までも前例のあることです』

　メルからすれば雲の上の、そのまた遥はるか彼方かなたの存在。

　扉越しですら威厳を感じて二の足を踏む。その場から一歩足を踏み出すごとに緊張が波のように迫ってくる。

　粗相をすれば頭と胴を離ればなれにされても文句の言えない相手。

　そう思うと逆に身が引き締まり、自然と背筋が伸びる。何度もしつこいくらいに深呼吸を繰り返して、心を決めて扉を軽く二度叩たたく。

「キリンさんの紹介で面接に参りました。入室許可をいただけませんでしょうか」

　嚙かまずに喋しやべれた自分をまず褒めてあげたい。

「入室を許可する」

　部屋の中からお言葉を頂いて、ようやく肺に溜たまっていた空気を吐き出せた。

「失礼します」

　恭しく扉を開けて入室し、王の顔を許可なく見ることは無礼にあたるので出来るだけ顔を伏せつつ扉を閉め、そのまま扉の前で跪ひざまずいた。

「そう、畏かしこまらなくてもいい。顔を上げてくれ」

　言われるままに顔を上げ、メルは初めて王のご尊顔を拝見する。

　風格は備わっているし、仕事が出来る切れ者という印象だが想像していた王とは大分違っていた。

　豪華な衣装に、高価な調度品を備え、美女を傍らにおいているようなイメージだったが、実際に目にした王はきっちりした服装をしているが、あくまでも仕事熱心な下級の官吏という出いで立ちだ。

「王の実態を目にして、がっかりしたかね」

　思考が顔に出てしまったと、慌ててメルは頭を低くする。

「あっ、いえ、滅相もございません。これが真の王の姿かと畏い敬けいの念を」

「世辞はいい。正直に感想を述べてみてくれ」

　これも試験の一環なのか、単なる王の気まぐれか、どちらにしても心して返答しなければメルに文字通り明日はない。

「それでは僭せん越えつながら申し上げます。私が想像していた王とは少しだけ毛色が違うようで、少し動揺しております」

　自分の言語に誤りがないか探すだけで頭が混乱し、足が情けなく震える。

「民衆の前に立つ時のみ特別に着飾るだけだ。あの衣装も実務の時は邪魔でしかない。王冠を外せば私など何処にでもいる普通のおっさんだよ」

　臆おく面めんもなくそれを口に出来ることに、逆に王としての自信が垣間見える。

　王冠がなくとも、立派な服で飾らなくともこの人は王なのだ。そもそも血統も王冠も元からなかったのだから。

「では簡単な問答をしよう。君の素性と来歴を教えてくれ」

　渇いた喉を誤魔化しながら口を開く。

「メル・アルカート。十七歳。アルカートという流民団の生まれです。それから言葉を活いかして行商の真似事をしては失敗し、新しい仕事を見つけても暇を出され、武も学もなく放浪した末に一文無しで職を求めてランタンの地を踏みました」

　偽りの名を告げることは出来る。しかし、メルはアルカートで過ごした時間と唯一の繫がりである名を否定しなかった。

　そうでなくともこの王はどんなに言葉を美しく飾り立ててもメル・アルカートという人間をあっという間に見抜き、安易な噓など瞬く間に看破するだろう。

「成程、流民だと自ら名乗っていればそうなろう。しかし、少なくとも君が私の前で偽りを言う愚か者でないのは解った。私自身も臣下も褒められた出自の者など数える程だ。故に君の生まれにも、千の欠点にも目を瞑つぶろう。では武も学もない君には何が出来る？」

　王が求めているのはこの一点だと、鋭角に細められた目がそれを表している。

　何が出来るか、何が人よりも得意か、その質問に対する答えはメルにとって考えるまでもなく一つしかない。

「この大陸に存在する十種十六方言、全ての言語が喋れます！」

　初めて王が目を大きく見開き、書き物をしていた書類に半分以上落としていた目線がメルを正面に捉とらえる。

　王の顔つきが一変し、頼りない若者を見守るような大人の目線から、王として、一つの国を治める統治者としての目利きを開始した。

　柔らかな笑みとは裏腹に、独特の圧迫感と値踏みするような鋭利な視線に背筋が凍りつく。

「ほう！　その発言に噓偽りはないか」

　最後に一度だけ確認を取るようにメルの目を覗のぞき込んで、真偽を瞳ひとみの挙動から読み取ろうとしている。

「はい。誓って噓偽りはございません！」

　今度は一転して安心感を与える様に王は優しく微笑む。

「こんな戦乱のご時世にそれだけの言語をどうやって習ったのかね」

「習っておりません。幼き頃より慣れ親しんだだけでございます。アルカート流民団は国、種族を問わず、住すみ処かを追われた人達の集まりで、元々多言語が入り混じる環境で幼少の頃より育ったので自然と言葉が体に染み込みました」

「つまり、君は言語を知っているだけでなく、それを使って実際に全種族と会話した経験もあるということかね」

「は、はい！　仰おつしやる通りです」

　思わず裏返ったメルの声に王は呆あきれながらも、何処か父性が感じられる笑みで応じた。

「では最後の質問だ。君がランタンの王に望む願いは何かな？」

　いきなり振られた予想外の質問に面食らい、メルは沈黙するくらいならと素直に自分の願いを口にした。

「僕は戦乱のない国を、全ての種族が家族のように一つの食卓を囲めるような世界を、ランタン王に望みます」

　戦乱で弾き出された弱者の寄せ集めであったアルカート流民団の中で生まれ、貧困と幸福の両方を体験して育ったメルの噓偽りのない願いだ。

「随分と大きく出たものだね」

「こ、これは、あくまで個人の願望で別に王への要求というわけでは…………」

　それ以降の言い訳は何を喋ったのか思い出せない程に拙つたないものだったし、そんなメルを王は痛快そうに笑い飛ばした。

「いや、すまない。君を笑ったのではない。少し古い昔話を思い出してしまってな」

　一ひと頻しきり笑いを堪こらえると王の顔が再び上がり、何か腹が決まったような、吹っ切れたような表情を覗かせた。

「よろしい！　では暫しばらく君の適性を見極める研修期間として君を雇おう。さしあたり、君にまず手始めにしてもらう仕事は」

　ドン、という窓を蹴け破やぶったのではないかという乱暴な音に驚いてメルの肩が跳ね、直後に少女のよく通る鈴の音のような声が室内に響き渡った。

『王よ。見よ！　大きな野兎を仕留めたぞ！　これを今日の晩御飯に加えよ！』

　王との会話中に視線を外すことは不敬に当たると知りながら、振り向かずにいられない強烈な存在感を放つ一人の少女。
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　血抜きを済ませた兎の耳を持つ手を高々と掲げ、銀色の長髪からは頭に豹ひよう人じん族特有の耳が生えており、綺き麗れいな銀の毛並みの尻尾しつぽがピンと立っている。

　勝ち気な深い青を湛たたえた宝石のような瞳が爛らん々らんと輝き、まだ幼さを残す整った顔立ちと雪のように白く透き通るような肌。そして彼女はその全ての美点を台無しにする程、全身砂すな塗まみれで薄汚れてしまっていた。

「はぁ～。シャルネ姫、間者と間違えて矢で射られると困るので窓からではなく、せめて扉から入室して下さい」

　王はうんざりした声と深い溜ため息いきを零こぼし、一方でメルは王が発した言葉に目を剝むく。

「姫…………なんですか？」

　よくよく見れば衣服も庶民のそれではなく、仕立ても生地も高級品なのが一目で解る。

「残念なことに、これが豹人族の姫君だ」

　人間の言葉が解らないのかメルと王の関係に不思議そうに一度首を傾げてから、メルと目が合うと彼女は白い歯を覗かせてニパッと豪快に笑いかけてきた。

　子供が新しい玩具おもちやをもらった時のような無邪気な笑みで、興味本位に急接近され、メルは唐突な事態に動揺が隠せない。

『なんじゃ、客が来ておったのか、ならば今狩って来た兎をお主にも分けてやろう！』

『あ、はい。ありがとうございます。丁度、お腹が空いていて』

　メルが豹人族の言語で返答したため、一拍置いてから言こと葉ば渡わたしだと気付き目をパチクリさせ、表情を激しく変化させる。

『お主は怒らんのか？』

『なんで怒るんですか？』

『今まで来た言葉渡しの奴らは蛮族だの、野蛮だの、獣に知恵を授けてやるのだから有り難く思えだの、いけ好かない上に偉そうな奴ばかりだったぞ』

『まあ、言葉渡しって一般的に十分な教養を与えられる名家の次男や大商人とかがなる職業ですから、僕みたいなタイプの方が珍しいんだと思います』

　姫君は両手でがっしりとメルの顔を押さえ、じっと瞳を覗き込むと目の輝きを加速させて行く。

『お主、名は何という！』

『メルです。メル・アルカート』

『メルか、良い名じゃ、気に入った！』

「メル君、シャルネ姫の表情と行動でなんとなく伝わったが、私は豹人族の言葉は簡単な単語くらいしか解らない。シャルネ姫はなんと？」

　王に会話の流れを説明すると椅子から勢いよく立ち上がり、

「シャルネ姫に気に入られたのなら僥ぎよう倖こうだ！　明日から君にはシャルネ姫の言語面の教育係を務めてもらう」

「え？」

　心からの声が漏れ出し、王と姫君の顔を交互に眺めながらメルの目が点になる。

「野良猫姫を、いや、シャルネ姫をキリン達と協力して立派な花嫁に育てるのが君の研修期間の初仕事だ」

　こうしてメルは王より直々に最初の仕事を仰せつかった。

『お主が私の教育係か。私はシャルネ・ブラン。隣国ビョウのラルシュ王の十三番目の子にして末の姫じゃ。よろしく頼む！』

　雰囲気を察して、シャルネが自己紹介し、同時に差し出された手をメルが握り返すとそのまま手をがっちりと摑つかまれ、メルを引きずるようにシャルネは王の間を飛び出した。




　部屋から飛び出したシャルネは扉の前に控えていたキリンに素早く捕らえられ、汚れた体を清めるため強制的に湯あみに連行された。

　メルは湯あみの間、後宮で待つようキリンに念押しされたが、どうも男子禁制の場らしく、男性の姿は一人もない。

「なんか、僕、本当にここに居ていいのかな」

　横を通り抜けて行く豹人族の女官達は姫君が仕留めた野兎を調理しつつ、ちらちらとメルの姿を盗み見て、時折、流りゆう暢ちようなバツ訛なまりの人間族の言葉で声を潜め密談を交わしている。女官達からの好奇の視線に晒さらされ、無言の圧力を受けながらも二人が戻るまで置物のように待つしかなかった。

　居た堪たまれなくなりメルが立ち上がろうとした直後、

『助けろ、メル！　キリンが関節技をきめながら人を水に押し付け、まるで洗濯物でも扱うように乱暴に洗いおる！』

　軽快な足音と共に矢のように通る声が背後からメルを射い貫ぬく。

　慌てて振り返ると水滴を滴らせたシャルネがメルに向かって駆けてくる。メルはシャルネの姿に思わず啞あ然ぜんとし、時が止まり瞬まばたきすら静止した。

『ひ、姫！　ふ、服、服を着て下さい！』

『服ならもう着ておるではないか！』

　薄く真っ白な湯あみ用の服の生地が濡ぬれたシャルネの体にピッタリと張り付き、薄桃色に上気した素肌が透けてしまっていて、ある意味裸より扇情的で見てはいけないものを見てしまった気分にさせられる。

『なら、もっと着て下さい！　お姫様のそんな恥ずかしい姿を見たと知られたら、僕が死罪になっちゃいます！』

　メルの動揺などお構いなしに、その姿のままシャルネは腕を組んで仁王立ちする。

『その姫の私が許可するのだから、何の問題もなかろう。それに両親より授かったこの体に恥じ入る所など何一つない！』

　男らしく、という表現を女性に使っていいのかは保留として、あまりにも堂々とした態度は清すが々すがしくすらあり、自分の反応が異常なのかとメルは困惑する。

　目を白黒させながら、放心状態でポカンと口を開けたままメルの視線をシャルネが辿たどり、何かに気が付いたように手をポンと打った。

『成程、胸のことを言っておるのか。心配せずとも我が母上は乳だけで男を意のままに操る魔性の者じゃ。その母の血を継ぐ私もいずれそうなる運命じゃ』

　自分自身の言葉に納得し、シャルネは何度も頷うなずいてからブルッと猫のように体を震わせ、髪や体から滴る水滴を執しつ拗ように払い除のける。

『もしかして水浴び、嫌いですか？』

　つまらなそうにシャルネは顔を伏せ、一気に苦々しい口調になる。

『豹人族に水が好きなものなど一人としておらん。それに豹人族は人間族と違って数日水を浴びないだけで鼻が曲がりそうな臭いになることもない。噓だと思うなら嗅かいでみよ』

　ずいっと急激にシャルネの顔が寄るので、驚いてメルは思わず腰を引く。

『シャルネ姫、近いです！』

『人間族の嗅きゆう覚かくではこのくらい近付かねば解らんではないか！』

　ほとんど高級そうな薬湯の匂いに満たされ、それ以外はメルの嗅覚では嗅ぎ分けられなかった。

『確かに臭いませんね』

　元来、狩猟民族故野生の獣に嗅覚で察知され難にくくするため、豹人族は体臭が少ないと聞いたことはある。

『だから豹人族に風ふ呂ろなど不要なのだ。それなのにキリンときたら、世話係だからと昔から小こ姑じゆうとのように…………』

　シャルネがキリンに対する愚痴を言い始めると同時にメルは殺意にも似た悪寒が背筋に走り、生物的な本能なのか冷や汗が止まらなくなる。

　そして肉食獣に睨にらまれた小動物の如く、恐怖の対象におのずと目が行く。

　まるで狩りでもするようにシャルネの後ろから足音も立てずに静かに接近し、愚痴を聞きながら冷たい目でシャルネを見下ろすキリンの姿があり、声にならない悲鳴が漏れそうになる。

　放つ雰囲気はさながら魑ち魅み魍もう魎りようの類たぐいであり、少なくとも人間が抗あらがえる相手ではないと脳が理解するまでに時間はかからなかった。

『メル、聞いておるのか！　お主からもキリンを説得』

　怯おびえたようなメルの顔をまじまじと覗のぞき込み、その違和感から振り返ろうとした瞬間、首根っこをキリンに摑まれ、尻尾の先まで毛を逆立てながら、みゃう[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]という情けない奇声を上げて脱力し、崩れ落ちる様に一瞬でシャルネは大人しくなった。

『豹人族が人間に比べ、遥はるかに体臭が少ないのは事実ですが、薄汚れているのは論外です。それに人間の姫はこまめに水浴びをする習慣があるそうです。それと貴方あなたも、野良猫をあまり甘やかすと後で痛い目を見ますよ』

　助言なのか、警告なのか、曖あい昧まいであったが痛い目に合うのは真実だと思わせるだけの説得力をキリンの言葉は伴っていた。

『別にメルは何も悪くないではないか』

『そうです。悪いのは野良猫です。これは〝おしおき〟が必要ですね』

　何か言い返そうとしたシャルネを鋭い視線だけで黙らせ、キリンは首根っこを摑んだまま速やかに風呂場へ連れ帰った。

　その後、戻って来たシャルネはプレゼント用に包装されたような美麗な服装に身を包み、誰がどう見ても姫だと解る美しい容姿に生まれ変わっていた。

　光を反射して輝く銀の髪に、品の良い耳や尻尾、溜息が出るほどの整った顔立ちとそれを引き立てる宝石のような深青の瞳ひとみ。

　しかし、せっかく綺き麗れいな瞳も死んだ魚のような目に成り果て、危険から身を守る本能のように両手で頭をかかえ、何かをブツブツと小声で呟つぶやいている。風呂場で行われた〝おしおき〟の凄絶さをシャルネの姿が体現していた。

　元気一杯だったシャルネを短時間で激変させる行為にメルは身震いすら覚える。

「あ、あの、シャルネ姫に何をしたんですか？」

「お仕置きです。ご安心下さい、あれでも一応は姫、体に傷はつけていません」

　簡素な言い回しが余計に嫌な想像を搔かき立て、恐怖を助長する。ちらりと横目でシャルネの状態を確認し、恐る恐る独り言に耳を澄ます。

『み、みずは嫌じゃ。みず、みず、水、水、水、水水水水水水水水水水………………』

　そこからはトラウマなどという生易しいものでなく、ほんのり狂気すら感じた。

「体よりもっと大切な部分に消えない傷を負ってませんか……」

「一時だけです。この程度で野良猫が人に戻るのなら苦労はしません」

　長年の実感が籠こもっており、今更ながらにメルは姫君の教育は大変なものになると腹を括くくるしかなかった。

　キリンの忠告通り、シャルネが大人しかったのは一瞬で、食事が運ばれてくると直ぐ瞳に生気が戻った。しかし、料理と共に運ばれてきた食器類により再び顔色が曇る。

『キリン、手で食ってはいかんのか？』

　二本の木の棒を威嚇するように睨みつけ、指先でつんつんと忌々しそうに突く。

『駄目に決まっています。何のために護衛の私達まで普段から人間族の言葉や、食事方法を真似ていると思っているんですか？』

　助けを求めるシャルネの視線がメルへと向かう。

『箸はしです。国によっても違いますし、人間族でも庶民は皆使っているわけじゃありませんけど、特に上流階級はこうやって出された料理を箸で取って、少しずつ食べるんです』

　渋々、シャルネは箸を手に取り、手元をプルプルさせながら料理を摘つまみ上げるが、口に運ぶ前にあっけなく取り落としてしまう。

　御ご馳ち走そうを目の前にして、食べられそうで食べられない状況にシャルネは徐々に苛いら立だちを募らせていく。

「キリンさんは箸の扱いも器用ですね」

　同じ豹人族でもキリンは巧みに箸を操り、淡々と流れ作業のように料理を口へと運んでいる。

「このくらい、戦場で人間を斬り分けることに比べればなんということはありません」

　キリンの流麗な箸の動きが、人間を捕食する獣を連想させ、メルの食欲を激しく減退させた。

『シャルネ姫も慣れれば便利ですよ。箸は使い勝手がいいですから』

　見本を見せる様にメルが箸で挟んで料理をシャルネの眼下に差し出すと、顔ごと接近して箸先から食べ物だけをかすめ取られた。

　目にも留まらぬ早業に驚きよう愕がくし、口をパクパクしているメルを見て、

『なんじゃ、自分の食べる分を取られて怒っておるのか、ならば…………』

　とシャルネは手に持った食べ物をそのままメルの口元へ持ってきた。開いたままだった口へと押し込まれ、離れ際に彼女の指先が唇に触れた。

　甘いような香りと共に口の中一杯に、アルカートに居た頃の懐かしい味が広がる。

『これでお相子じゃ！　問題なかろう』

　口の中の物を慌てて飲み込んで、ニコニコと楽しそうに微笑むシャルネを見返す。

　シャルネは素直で純粋な分だけ危うさを内包しており、だからこそ、とても眩まぶしくメルの目には映った。

『この料理、すごく美味おいしいです』

　純粋な感想を述べて、同じ料理にメルが手を伸ばすと周囲の女官達がどよめき、信じられないものを目撃したという驚愕の表情に変わる。

　空腹に耐えきれず、がっつき過ぎたと自じ嘲ちようするメルの横顔を盗み見て、少し照れたように俯うつむくシャルネの無防備な首筋にキリンの手が伸びる。

『なんという食べ方をしているのですか！　この野良猫は！』

　豹人族にとってうなじの辺りは動きを鎮静化させる部位なのか、キリンに首根っこを摑つかまれたシャルネは噓のように沈黙した。

「まったく……これから嫁に行くというのに、この体たらく！」

　キリンは額に手をやり、大げさにシャルネの現状を嘆く。

「そういえば王もそんな話をしていましたね。シャルネ姫はご結婚なさるんですか？」

　豹人族は十三歳くらいで、早い者は嫁ぎ先を見繕うのだと言う。

　さらに豹人族の女性は即戦力として肉体労働にも参加しているため、若い方が貰もらい手も多いらしい。

「そのための調教、いえ、教育です」

　キリンの盛大な言い間違いは、人間族の言葉に不慣れなせいってことにしておこう。そうメルは自分の心に言い聞かせた。

「もしかして嫁ぎ先って大国バツですか？」

　キリンの流りゆう暢ちようなバツ訛なまりの言葉を耳にして、そうではないかと予測した。

「そうです。王族の婚姻とはその多くが同盟のためのものですから」

　北のバツといえば今では人間族の国の中でも一、二を争う経済大国である。バツならば豹人族ほどの強国でも同盟を結びたいというのも頷ける。

「でも、なら何故ランタンに？　婚姻前とはいえバツの王都へ行くのが普通では」

「こんな野良猫がいきなり人間族の、しかも嫁ぎ先でこのような醜態を晒さらさないためにランタンの地で訓練しているんです」

　食事の作法に悪戦苦闘するシャルネを一いち瞥べつしたキリンの表情が寂しげに僅わずかに歪ゆがむ。

『私はそもそもバツに嫁がせること自体、反対なのですけど』

　ぼそりと独り言のように豹人族の言語で呟かれた言葉には自分の不ふ甲が斐いなさを含む、運命を嘆く負の感情の全てが凝縮されていた。




　歓迎の意味を含めた夕食をシャルネと共にし、今後の仕事の日程などの段取りを話し合ってから、メルは与えられた王宮の一室へ向かった。

　部屋の造りは質素だが、清潔で手入れが行き届いている。

　窓を開け放つと通り抜ける風も心地いい。今までの馬小屋とは比べるのもおこがましい恵まれた住居環境。

　慌ただしい一日ではあったが、めでたく職が決まり、しかも住まいまで提供してくれるというのだから、これ以上の好条件は望むべくもない。

　胸のつかえが取れ、余分な気負いが抜けて心も体も何時になく充じゆう溢いつしている。

「でも、正直、立派過ぎて落ち着かないんだよな」

　過度な装飾は施されていないものの、材質のいい椅子などに腰を下ろすのは汚してしまいそうで気後れする。

　散々悩んだ末、結局いつも通りに床に腰を下ろした。

　こちらの方がメルにとってしっくりくる。これが染み付いてしまった貧乏性なのかと自分で自分に苦笑する。

　開けっ放しの扉をコンコンと軽快に叩たたく音に反応して振り向くと、見覚えのない男性が部屋を覗き込んでいた。

「よう、新入り！　初日から何やらかしたのか知らんが宮中で評判になってたぞ、お前がシャルネ姫に惚ほれてるって」

「え？　なんで、そんな話になったんですか？」

　綺麗だなと思って眺めていたことは否定しないが、特別な行動を取った覚えもない。

「なんでもシャルネ姫の手料理を平気な顔をして食べていたとか」

「手料理だということすら知りませんでしたけど」

「それで女官曰いわく、あんなものを食える理由は愛以外にあり得ない、とのことらしい」

　料理の味を思い出すが、昔アルカートで食べていた懐かしい残飯の味がしただけだった気がする。

　メルの表情から彼は全てを一瞬で察したような顔をした。

「王がまた独断と偏見で変人を雇ったんだな。まあいいや、俺もお前と同じ王の個人的な食客扱いの副官だ。一応年上だし、先輩ってことになる」

　官吏ってもっとこう、偉くてお堅い物を想像していたけど、言葉遣いとかも含めて随分と砕けた印象の人だ。

　やっぱり耳にする噂と実際に目にするのでは実態が大分違う。

「ギンだ。同じ食客同士仲良くやろうぜ」

「メルです。こちらこそよろしくお願いします」

　差し出された手を取り、挨あい拶さつと握手を交わす。

「俺の部屋は隣だから、何か解らんことがあったら気軽に聞いてくれ」

　思っていたのとは違うが、気さくで話しかけやすく、面倒見も良さそうな人で助かったと内心ほっとする。

「じゃあ、早速一つ、シャルネ姫が嫁ぐ理由とか、そのために僕が人間の言葉を教えるのはいいんですけど、それを何でランタン王が主導してるんですか？」

「ああ、それか」

　話しても大丈夫かどうか、メルを覗のぞき込んで信用に足るか探ってから、王が認めたなら問題無いか、と独り言を呟いた後に話し始めた。

「はっきり言ってランタンは小国だ。しかも、隣接する三方を大国に囲まれ、まともに戦えばどの国にも簡単に滅ぼされる」

　淡々と事実として突きつけられた言葉は重く、伝わってきた緊張感に思わず唾つばを飲む。

「しかも、ランタンはエデル王が建国した時点で既に戦略的に詰んでいるからな」

　ギンは部屋に備え付けてある簡易的な葡ぶ萄どう大陸全体の地図を取り出し、室内にあった物品を国や山などに見立てて解説と共に指差していく。

「ランタンを中心にして、西は大河、南は人狼族の国エキドナ、北が人間族の大国バツ、そして東が豹人族の国ビョウだ。北と南は山脈で区切られていて、山を越えて来るとなると一苦労だ。ただ東のビョウとは平地続きだから簡単に行き来が出来るし、その気になれば一瞬で攻め滅ぼされる」

　この大陸が葡萄にたとえられるように小さな国が乱立し、それを山、川、谷、そういう天然の障害物が隔てているお陰で小国は奇跡的に生き残って来られた。

「だから、ランタンは豹人族と親密な関係を保つ必要があるってことですか」

「そういうこと、豹人族の意に背くことはそのまま国が亡ぶことを意味する。だからといって、豹人族だけ注意するわけにもいかない。山に守られていて進軍が難しいが、他の二国にも難所である山は既に取られ、俺達側の平地に兵糧を予あらかじめ運んで溜ためておく侵略の足掛かりとなる砦とりでまで造られてる。それに対してまともに文句を言うことさえ出来ない。それがランタンって国の現状だ」

　聞き終わって暫しばらくは言葉が出なかった。

「それは…………確かに厳しいですね」

「今はランタン王のお陰で少しは状況が改善した。自ら大国同士の緩衝地となり、それらの国に益のあるものを売り買いする都合がいい貿易都市になった」

　説明を聞いて頭の中にランタンという都市のカラクリが鮮明に浮かび上がった。

「相手の国の産物が必要だけど、敵の国には行き難にくい。だから皆がランタンに集まって売り買いして、自分達の国へ戻るんですね」

　異常な市場規模や人数、売っている商品の多様性を考えればいくら王都でも一国の流通量を遥はるかに超えている。

「そういうこと。ランタンは大国に囲まれることで、逆にその睨にらみ合いと馴なれ合いで生かされてる状態なんだよ。意図的にそうなるよう誘導したのが現ランタン王だ。そのお陰で経済的には潤ってギリギリの所で国を保ってる」

「王様ってやっぱりすごい人なんですね」

　自分がどれほどの傑物と会話をしていたかと考えると、興奮よりも失礼がなかったかどうかの心配の方が先に立つ。

「小国の王ほど、馬鹿じゃ務まらない。人望があったり、人の才を見抜く目が秀でていたり、政治的な駆け引きが巧みだったり、そうでなければあっという間に大国に吞のみ込まれる。それが今の世の中だ。あの王が居なくなればこの国もあっさり傾くし、今回のシャルネ姫の縁談の件が失敗しても同じだろうな」

　責任の重さにたじろぎ、メルから乾いた笑いが漏れる。

　──この仕事、失敗した場合は比ひ喩ゆではなく首が飛ぶかもしれない。




　翌朝、大失敗を仕出かして首を刎はねられる夢でメルは起床し、起きてから再三自分の頭と体が繫つながっていることを確認せずにはいられなかった。

　昨日の話を聞かされた後だと、寝付けなくて悶もん々もんと失敗パターンばかりをあれこれと考えてしまった。

「王様から直々に仕事を受けてしまった以上、もう覚悟を決めてやるしかない」

　自分の頰を両手で軽く叩き、弱気な精神に活を入れてから、少し早めにシャルネのいる後宮へと足を運ぶ。

　後宮に足を踏み入れた瞬間、それまで淀よどみなく動いていた豹人族の女性達の動きが不自然に静止し、メルに警戒の視線が集中する。

　昨日、人間族の教育係だとシャルネやキリンから紹介してもらったが、この女官達はシャルネのお世話役というよりも護衛という色が濃く、突然現れたメルのことも危険人物でないなら問題ないとばかりに、一瞥しただけで興味を失い、皆速やかに個々の仕事へと戻って行く。

　彼女達も姫のお世話役としてバツで一緒に暮らす予定なので、皆バツ訛りの人間族の言葉を勉強中らしく、それを補助するのもメルの重要な仕事の一つだ。

　静寂に包まれた後宮内に、いきなりキリンとシャルネの怒号が反響する。

『この野良猫はどれだけ不器用なのですかっ！』

『うるさい！　キリンのせいで集中出来んではないか、痛ッ！』

『はぁ、このような調子では簡単な刺し繡しゆうが完成する方が先か、手が血で真っ赤に染まる方が先か』

　キリンの落胆の声がメルの仕事場から漏れ聞こえてくる。

『刺繡など出来ても、キリンは嫁の貰もらい手がないではないか！』

『私は野良猫のような荷物を抱えているから偶たま々たま、偶然にもそういう縁談がなかっただけで、嫁になど行こうと思えば明日にでも行けます！　その気になれば男の二人や三人、いえ、百や二百程度……』

『なぎ倒して、尻しりに敷く気か？』

『違います！　惚れさせることくらい造作もないことです』

　剣けん吞のんな雰囲気の中、あえて何も知らない風を装ってメルは明るい声で入室する。

『失礼します。メルです。入っても宜よろしいでしょうか』

　人前だからかキリンは一歩退ひき、先程までのことは幻だったかのようにコホンと咳せき払ばらいをしてみせた。

『おおっ！　メル来たか！』

　天の助けとばかりにシャルネの顔にパッと花が咲く。

『シャルネ姫、何をやっていたんですか？』

　シャルネの手元をわざとらしく凝視する。

『花嫁修業の刺繡です』

『まったく、何故こんな面倒なことをやらねばならんのだ。メルもそう思わんか』

　膨れ顔のまま、シャルネは刺繡を忌々しそうに見降ろす。

『このくらい出来ないと豹人族の嫁として笑われます』

『飯も作れん上、隠れて甘味を摘つまみ食いし、眠っている時は私を枕代わりにしておるキリンも大差ないではないか！』

　恥ずかしい私生活を赤裸々に暴露され、慌ててキリンがシャルネの口を封じる。

『シャルネ姫はキリンさんのこと随分と詳しいんですね。キリンさんもシャルネ姫のことなら何でも知ってますし』

　メルの発言に二人はきょとんとした顔を見合わせ、気まずそうに頰を搔かく。

『べ、別にキリンのことは子供の頃から一緒じゃから、嫌でも知っているだけで……』

『この野良猫は目を離すと直ぐに問題を起こしますから、私は王の命で仕方なく野良猫が人に近付けるよう躾しつけをしているだけです！』

　二人同時に顔を背け、それがメルにはとても微笑ましく感じられた。

『でも、人間族の姫はそもそも自分で刺繡なんてしないと思いますよ。ましてや王妃様になるんですから、基本的なことは従者が全部やってくれますし』

『心構えの問題です。たとえどんなに嫌でも、ビョウ国と豹人族のために身も心も捧ささげるのが姫として生まれた宿命です』

　宿命。その言葉がこの乱世でどれだけ重い意味を持つのかはシャルネも直感的に理解しているのか、つまらなそうに俯うつむき、押し黙ってから、

『そんなこと…………解っておる』

　ぼそぼそと口くち籠ごもり、針を持ち直して刺繡を再開した。

『いいですか、大切な相手のことを思い浮かべながら、一針、一針、丁寧に刺繡するのです。愛とはそういう所から生まれるものです』

『普通、順序が逆ではないか。そもそも婚約相手の顔など知らん』

　国と国同士の婚姻では、輿こし入いれ当日に初めて顔を合わせるなどということも珍しくない。

　ブツブツと文句を言いつつも刺繡を続けるシャルネを少し離れた所でキリンが黙って見守る。

　時折、自分の指に針を刺し、傷口をペロリと舐なめる仕草をシャルネがする度にキリンも自分の指に針が刺さったように肩が僅わずかに跳ねる。

『本当に、何処までもあの野良猫は不器用です』

　言葉の刺とげ々とげしさとは正反対の優しげな表情でキリンは微笑み、直ぐにメルに見られていることに気付いて態度を取り繕う。

　その後、キリンは一区切り付いた所で刺繡を切り上げ、メルと交代する。

『まずは読み書きから始めましょうか』

　書を学ぶのなら太陽が頂に達するまでにするが吉。

　そんな諺ことわざがある程、勉学に向いている時間帯であり、同時に成長して大人になるまでに学問は身に付けよ、という意味の隠いん喩ゆも含まれている。

　文字の羅列をげんなりした顔で見下ろすシャルネ。

　書かれていることが理解出来なければ文字はただの頭痛の種でしかない。しかし、一度読めるようになれば現実を遥かに飛び越えて、世界が想像の限界まで翼を広げる。

　そして本を好きになるか嫌いになるか、その分岐点は最初の一冊で決まることが多い。

　つまらないことをもう一度やってみようと思う人はまずいないし、それには努力と根気が不可欠で、とても現実的ではない。

『シャルネ姫のために、葡ぶ萄どう主しゆの器うつわっていう物語を用意して来ました』

　机に木簡を広げながら座ると、メルの足の間にちょこんとシャルネが腰を下ろした。

『どうしたのじゃ、早く始めんか』

　散漫だった視線は一点に定まり、至近距離で宝石のような青い瞳ひとみが好奇心に満ちた輝きを放っている。

『あ、はい』

　瞳の輝きが潰ついえるまでが勝負所だ。やる気を見せてくれたシャルネが飽きてしまわない内に、冒頭部分を少しだけ読み上げる。

『ある所に神様がいました。神様は人の我わが儘ままのせいで地上を統治するのにすっかり疲れてしまい、自分の代わりを探して地上の人々に葡萄大陸の主に相応ふさわしい者を訊きいて回ります。訊かれた者達は葡萄主の器に値する者の特徴を一人ずつ順番に述べていきます。

　曰いわく、葡萄主は大陸を知り尽くした賢人でなくてはならない。

　曰く、葡萄主は世界中の民の声を聞くため、全言語を使いこなさなければならない。

　曰く、葡萄主は大陸で一番数が多い人間族こそが相応しい。

　曰く、葡萄主は貧弱な人間族よりも強きよう靭じんな肉体を持つ亜人こそが相応しい。

　曰く、誇りと威厳を持つ純血の王族こそ葡萄主たり得る。

　曰く、民の苦労を知る庶民こそ葡萄主となるべき器である。

　曰く、理性的で頼りになる男の方が世界を牽けん引いんすべきだ。

　曰く、傲ごう慢まんで乱暴な男よりも繊細で慈愛に満ちた女性こそ統治に優れている。

　神様は何万もの人々に訊いて回った条件に合う人物を探しますが、全員が首を横に振るばかりで葡萄主の器は結局見つからず、神様すら匙さじを投げました。仕方なく神様は各種族にそれぞれ特別な力を与えます。豹人族には敏感な感覚や俊敏性、膂りよ力りよくを備えた強靭な肉体を、エルフ族には悠久の寿命と衰えぬ肉体を…………各種族に力を与え、大河の中州に存在する神の住む島へ、最初に辿たどり着いた者を葡萄主とすることを決めました』

　そこでメルが読むのを止めると、不満そうにシャルネは首だけ回して振り返る。

『どうした？　続けんか』

『ここからはシャルネ姫にご自分で読んでもらいます。解らない文字は教えますし、発音は僕の真似をして下さい』

『む～、これを読まねばならんのか』

　尻尾しつぽを左右に激しく揺らしながら、不機嫌そうに目を細める。

　初めのうちは愚痴っていたシャルネも読み進めると、直ぐに跳びかかるような勢いで矢継ぎ早にメルに質問を投げてくる。

　これは何と読むのだとか、これで意味は合っているのか、など。

　既知の単語で出来た短い文が読めたら盛大に褒め、自信を深めると読解速度も雪だるま式に増加していく。

　慣れてくると頭の中で上手に単語を繫げて長文をスラスラと読み解く子供の頭の柔軟さや、集中した時のシャルネの学習能力の高さには目を見張るものがあった。

　話の内容は基本的に種族ごとの短編形式になっており、神の島に辿り着こうと各種族が悪戦苦闘した末に失敗する喜劇として書かれている。

　人間族は大河を渡るために広大な土地と人数を活いかし、巨大で立派な船を建造して順調に神の島を目指すが、到着する直前になって数が多いために誰が葡萄主となるかで揉もめ始め、最終的に皆がバラバラの行動をして船は沈んでしまう。

　豹人族は大河を優れた肉体を活かして泳いで渡ろうとする。大河の半分までは屈強な肉体を持つ豹人族は激流をものともせず泳いでいくが、途中で疲れ、眠くなってしまい、気付いた時には激流に吞のみ込まれてしまう。この時のトラウマで豹人族は水が苦手になってしまった。

　エルフ族は不老長命を活かして大河の激流に掌サイズの小舟を流して、神の島へと流れ着く経路を長い年月をかけて調べ上げた。しかし、長い年月をかけ過ぎたために大河の調査のために流していた小舟でレースをする方が楽しくなってしまい、悠久の時の中で当初の目的を綺き麗れいさっぱり忘れてしまう。

　それぞれの長所と短所を端的に表しつつ、各種族の本質をよく捉とらえている。

　人間族の末路は百年後にある意味現実になっているし、豹人族が水を苦手とするのも事実だ。エルフが好奇心旺おう盛せいで調べものが好きな所も現実と酷似している。

　かなり古くからある物語なのにまるで未来を見て来たように記載されていることから、話の尾お鰭ひれとして本物の神様が書いた物語なのではないかという噂まである。

　シャルネは物語に没頭し、気付けばメルの方がせっつかれるようになり、嬉うれしい悲鳴を上げた。そんな様子を見かねて適度な所でキリンが助け船を出してくれた。

『そろそろ時間ですね』

　窓の外へと視線をやると日も傾いて、書を読むのが厳しい時間帯に差し掛かっていた。

『今日はここまでにしましょう』

『この続きはどうなるのじゃ！』

　服の裾すそを摑つかみ、シャルネの尻尾が名残惜しそうにメルの手に絡み付く。

『明日も朝一番で来ますから』

　そう約束するとようやくシャルネも渋々納得してくれた。

「メル！　ヤクソク！」

　覚えたての言葉で懸命に念押しするシャルネに後ろ髪を引かれつつ、その日は後宮を後にした。




　約束通り朝一番で後宮を訪れると近付いて来る足音を聞きつけたのか、部屋の前で待ち構えていたシャルネに出迎えられ、その横でキリンが肩をすくめ溜ため息いきを零こぼしている。

『あの、わざわざ部屋の外で待ってもらわなくても大丈夫ですよ』

『この野良猫はどういうわけか、今までの言葉渡しと違い貴方あなたには懐いているようで、メルは今日、来られるか、明日は来られるのかと、しつこく尋ねてきたので面倒になって外に放り出したんです』

『べっ、別にメルを待ってなどおらぬ。話、そう物語の続きが気になっただけのこと』

　シャルネに視線をやると、メルから表情を隠す様に僅かに俯く。

『それにしては随分と嬉しそうに尻尾が動いていますが』

　ゆったりと左右にリズミカルに揺れる尾を冷静に指摘され、シャルネは慌てて振り返る。

『これ、勝手に動くでない。ばれてしまうではないか』

　動き回る尻尾を叱りつけ、なんとか取り押さえようとする様はさながら猫が自分の尾を追いかけてグルグル回っているようで微笑ましくすらあった。

『あの、キリンさん、今日のシャルネ姫、何か変じゃありませんか？』

　シャルネの変化についてキリンに尋ねると思わぬ答えが返ってきた。

『この野良猫は簡単な言葉が解るようになったので、どうも宮中のくだらない噂話を真に受けたらしいです。貴方が野良猫を好きだというような。それに気を良くしているのです』

　現状を説明し終えるとキリンはもう一度小さく溜息を零す。

『世辞を言われて嫌な顔をするのは性格の捻ひねくれたキリンくらいのもの』

『自分が好きになれないことに対し、好意を向けられても褒められても迷惑なだけです』

　キリン程に容姿が整っていれば安易な世辞など聞き飽きてしまっているのかもしれない。でも、まるで見られることを拒絶するように飾り気の一切を排除しているにもかかわらず、キリンの容姿は世辞でなくとも女性的な魅力の全てを備えていた。

　不意にキリンから殺意すら混じった嫌悪の視線が返され、無作法にも見入ってしまっていたことを反省し、慌てて視界から外した。

　シャルネも同様だったのではないかと今更ながらに投げかけた視線の意味を彼女は察し、メルへと向き直る。

『私はメルのことは嫌いではない。故に迷惑でもない！　だから遠慮なく褒めてもよいのだぞ！　よいのだぞ！』

　誰かに好感を持たれて嫌いになるのは難しい。特に純粋で噓のない剝むき出しの好意を正面から向けられれば尚更に。

『それは……なんと言うか、ありがとうございます？』

　こういう時にどのように対応するのが正解なのか摑みかねて、戸惑いを隠しきれていない中途半端な対応になってしまった。

　ちょっとした誤解が切っ掛けだけど、結果的に良好な関係を築けたのなら、むしろ喜ぶべき幸運なのかもしれない。

『それじゃあ、始めましょうか』

『うむ、頼む！』

　昨日と同じように胡坐あぐらをかいて座るとその足の間にちょこんとシャルネの小さな体が入り込む。そしてメルの発音に合わせてシャルネも言葉を重ねる。

　ただそれだけのことが妙に心地よく、不意にシャルネの屈託のない笑みに魅せられ、うっかり誤解が誤解でなくなってしまう所だった。




　　　　＊




「いらっしゃいませ！」

　すっかり常連になった定食屋の門を潜ると看板娘の元気のいい掛け声が返ってくる。そしてメルの姿を確認すると、

「お父さん、いつもの残飯定食の人、来たよ～」

　立地が王宮の裏手にあることもあって、ここには王宮で働く人達も多く通っている。安い美味うまい、ついでに看板娘が美人と評判で、メルもギンに紹介されてからはもっぱらここに足繁く通っている。

　そしてメルがここに通うもう一つの理由。それは昼時が終わる頃に行くと、残り物を寄せ集めた定食を格安で提供してくれる所にある。

　その日の定食の残り物なので選択権がない代わりに量はそれなりに出てくる。不人気のメニューだったり、失敗した新メニューだったり、主食だけだったり、全て汁物だったりと日によって千差万別に変化し、今日は何が出て来るかを楽しめる様になった頃、すっかり自分がランタンに馴な染じんだのだと実感した。

　そして一度慣れてしまえばメルに好き嫌いはない。毒でなければ、場合によっては軽度であれば毒でも食す生活を送っていたので何が出て来ても美味おいしく頂ける自信がある。

　そうして残飯定食を美味しそうに食べている様子や宮中での噂なども相まってすっかり残飯定食の人であだ名が定着してしまった。

　奥の厨ちゆう房ぼうへ娘の声が届いたのか、店主がひょっこりと顔を出し笑顔を覗のぞかせる。

「おおっ、来たか、あんたが毎回美味そうに食ってくれるから宣伝効果もあって、残り物も片付いて大助かりだ！」

　軽く会釈を返す。ギンが賭かけで勝って書庫から大量の書物をぶんどったとか、街中でのシャルネの目撃談、果てはキリンがシャルネの結婚について王に直じか談だん判ぱんしに行ったなどという物騒なものまで無数の噂話が店内に飛び交っている。

　そんな喧けん騒そうの渦中で席を探していると声が掛かった。

「お～い、こっちだ、ここなら空いてるぞ」

　手招きされメルが腰を下ろした席は全て異なる種族に囲まれていた。

　ランタン王は人を出自や種族で判断しないという噂通り、王が一代で築いたランタンという国は完全能力主義で仕事内容に合った人材を登用している。

　従って必然的に武官には身体能力の優れた種族が多くなり、文官には人間やエルフなどの知識を武器とする種族が多数を占める。

　そして王の食客や副官と言えば聞こえはいいが、身も蓋ふたもない言い方をすれば王様の雑用係は基本的に癖の強い変人揃いである。

　多種族が入り乱れ、出自もバラバラ。没落貴族や、実家が肉屋だったり、親の顔すら知らない孤児だったとか、逆に別の国の王族や神の生まれ変わりなどと冗談を飛ばす者もいて、メルが交ざっても全く違和感がない。むしろ、この混こん沌とん具合がアルカートを想起させ、メルは密ひそかに気に入ってすらいた。

「残飯定食、おまち！　おまけで一品付けといたから兄ちゃんも王の副官なら王様をしっかり助けてやんな！」

「おおっ、あんたエデル王の関係者か、なら、一杯奢おごってやる」

「僕、まだこれから仕事ですから！」

　隣の客の好意だけは有り難く受け取って、残りは丁寧に辞退する。

　こんなことは日常茶飯事で、この千差万別な集団を見事に一つの国としてまとめ上げ、その中心にいる人物こそランタン王だ。

　ランタンで生活しているとその影響力を強く感じる。もっと言えばこの国はたった一人の人物への尊敬と信頼で成り立っている。

　メルも真面まともな食事にありつけることを王に感謝しつつ、定食を頰張った所でほんのり葡ぶ萄どう酒の香りの混じった客が寄って来て、

「兄ちゃんが噂の野良猫姫の教育係だろ！　シャルネ姫と恋仲って噂の」

　話しかけられると動揺を隠しきれず激しく咽むせ返り、それが余計に変な真実味を持たせてしまったとメルは即座に否定する。

「な、なんで、そんな噂に発展してるんですか！」

　丁度いい暇ひま潰つぶしを発見し、面白半分に周囲もその話題に乗っかった。

「この頃、後宮から帰る時間が日に日に遅くなってて、このままいけば朝帰りする日も近いって女官達が禁断の愛だとかって盛り上がってたな」

「それは本の続きが気になってシャルネ姫が袖そでを摑んで帰してくれないからです。僕は単なる教育係ですから！」

　精一杯のメルの弁明も、からかいの声と生暖かい視線を助長するだけだった。

「メル！　お前が教材として探してた本、適当に見繕って来てやったぞ」

　両手一杯に書物を抱えたギンがいつもより遅れて姿を現す。

「あの、僕は書庫から借りられないかと思っただけで、賭け事でぶんどってきて欲しかったわけじゃないんですけど……」

　困惑しつつもお礼を言い、書物をギンから受け取る。

「似たようなもんだ。頭の固い文官の奴らが素直に渡さないのが悪い」

　悪びれた様子もなく、メルの隣に腰を下ろすと残飯組の一員として流れるように残飯定食を注文する。

　他愛のない雑談に興じながら残飯定食でお腹と心を満たし、そろそろ仕事に戻ろうと思った刹せつ那な、今の今まで騒然としていた店内が一気に静まり返った。

　全員が息を吞のみ、得体の知れない何者かの接近に張り詰めたような緊張感が伝でん播ぱし、それに耐えきれなかったのか、客の一人が恐る恐る口を開いた。

「おい……あれって、熊を素手で倒したっていうシャルネ姫の護衛の人か……」

「……俺は虎を片手で絞め殺したって聞いたぞ」

　キリンが一歩店内を進むごとに猛獣が迫って来たかのように周囲の客たちが一歩退のく。それを繰り返すうちに人海が二つに割れ、生いけ贄にえとして差し出されたかのようにメル達だけがその場に取り残された。

　目前で足を止めたキリンが真剣な表情で周囲を一いち瞥べつし、

「少しこの人をお借りします。よろしいですか？」

　そう告げると先程まで肩を組んでいたり、乱暴に頭を撫なでたり、メルをもみくちゃにしていた周囲の人達も身の危険を感じて素早く飛び退く。

「「「どうぞ、どうぞ」」」

　キリンの有無を言わせぬ圧力に押され、店内の客達の生きて帰って来いよ、と言わんばかりの同情と静寂を背に受けながら店を出ると、途端にキリンの口から深い溜息と愚痴が漏れ出す。

「大の男が女子にちょっと話しかけられた程度でおたおたと、あまつさえ悲鳴を上げそうになるなんて、まったく情けない連中です。貴方もいつも緩み切った顔で軟弱な態度だから、あんな酔っ払い共に絡まれるんです！」

「あの……もしかしてキリンさん、僕が酔っ払いに絡まれてると思って助けてくれたんですか？」

　一瞬だけキリンは言葉に詰まり、

「……何のことだかさっぱり解りません」

　少しバツが悪そうに身を翻して背を向ける姿に、ほんの少しだけ微笑ましさを感じてしまった。

「キリンさんは周囲をあんまり威嚇しない方がいいと思います」

「威嚇？　私は常に笑顔を絶やしたことなどありません」

　笑顔というものとは一切結びつかない無表情を前にしてメルは言葉を失った。

「………………キリンさん、ちょっと笑ってみてもらえますか」

「既に笑っていますが」

　気まずい沈黙がその場を支配し、メルは空気を変えるために別の話題を切り出した。

「えっと、遅いからキリンさんが迎えに来てくれたんですよね。直ぐ準備しますから」

　ランタンで暮らし始めてからまだ日が浅く、地理的な関係で刻の取り方がズレてしまったのかと大慌てで準備しようとしたメルを、必要ないとばかりにキリンが手で制した。

「いえ、まだ約束の刻限には達していません。あの野良猫はまだ寝ているんです。おそらく、しばらく起きません」

　飽きられてしまったかと、メルが難しい顔をしているとキリンが直ぐにその考えを否定してくれた。

「夜通し刺し繡しゆうをしていたんです」

　彼女の手には件くだんの刺繡が握られていた。

「ライラの花ですね」

　所々不慣れな所は見受けられるが、一針、一針、真心を込めて丁寧に仕立てられていることが一目で伝わってくる。

「人に渡すなら下手な物は作れないと思いまして、誰でもいいから刺繡した物を渡す相手の顔を思い浮かべろと言ったら、徐おもむろに刺繡を始めて、直ぐに飽きて止めると思ったのですが、まさか一晩続くとは予想していませんでした」

　一瞬の逡しゆん巡じゆんの後に、キリンはメルを真っ直ぐに見定める。

「こんな兎すら真面に仕留められそうもない貧弱青びょうたんの何処がいいのか、理解に苦しみます。しかも近頃は口を開けば二言目にはメル、メルと…………」

　愚痴とも独り言ともつかないことを小声で散々呟つぶやいてから、

「これは……野良猫が貴方あなたのために刺繡しました」

　少し言い難にくそうにしながら、刺繡をメルへと差し出した。

「えっ？　僕のためですか！」

「多少、ぶかっこうでも、もらってあげて下さい。これは一応、あの野良猫なりの感謝の気持ちなんです」

　呆あきれ半分ではあるものの、キリンが微笑む所は初めて目にした気がする。

「ありがとうございます。人から何かもらうって初めてで、なんか照れます」

　刺繡された花を眺めながらメルは感嘆の声を漏らす。

「お礼は野良猫に直接言ってあげて下さい」

「シャルネ姫がこんなに頑張ってるんですから、婚約相手も喜んでくれるといいですね」

　悪意なく、何気なく発してしまった失言に反応してキリンの顔から表情が消える。そしてただ淡々と事実のみをメルに告げた。

「両者が会って婚約の最終的な詰めを行う具体的な日取りが決まりました」

　キリンは悔しそうに唇を嚙かんで押し黙り、憂いを帯びた瞳ひとみには押し殺したような悲愴感が透けて見える。

　その反応が全てを雄弁に物語っていた。この婚姻はあくまでも政治のためであり、シャルネ個人の幸せなど些さ事じなのだ。

　手の中にある刺繡、その見え方が先程までとは大きく変わる。

　王族として許される自由や特権がある代わりに、当然、王族として果たさなければならない義務もある。

　ランタン王がその身に纏まとっていた物の正体。自由な選択と、それに伴う重責。

「だから、今は少しくらいの我わが儘ままは大目にみます」

　シャルネにとってランタンで過ごす僅わずかな時間が、人生最後の自由であり、姫としてではなく、シャルネでいられる残り時間。

「シャルネ姫が寝ているなら今日くらい、授業をお休みにしますか」

「いえ、予定日まで日数もありませんから、少し遅めに来て下さい。それにあの野良猫は貴方のことが嫌いではないようですから」

「なら物語をもっと一杯読んで聞かせてあげないといけないですね」

　次は幸せな物語にしよう。どんな時でも幸せを思い出せるような、ただただ幸せな女の子の物語に。
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　葡萄主の物語を一通り読み終える頃には一ひと月つきが経っていた。

　シャルネは片言なら随分と喋しやべれるようになり、「ワタシ　ハ　メル　ヲ　アイシテイル」などという言葉でメルをからかってきたりもする。

　そんなシャルネのためにメルは教材代わりとなる新たな本を見繕う。

　シャルネが喜びそうな英雄譚たん、シャルネの父君が百の部族を従える百従の王、百帝と呼ばれるまでの伝記物、後は女の子らしく宮中での恋愛もの、シャルネの興味を惹ひきそうなものの中から一つを選んでもらう。

　喜ぶ顔を思い浮かべながら、後宮の最奥に位置するシャルネの部屋へ向かう途中、違和感に気が付いた。

　いつもなら既にキリンとシャルネの賑にぎやかな声が響く距離になっても、どちらの声も聞こえず辺りは静寂に包まれている。

　シャルネの部屋に到着し、部屋に居ないのかと思って僅かに開いていた隙間から中を覗のぞくとシャルネは一人で黙々と熱心に書を読み耽ふけっていた。

　その光景に教えた者として感動を覚え、目め尻じりに涙が溜たまる。

　自主的に書を読んでいるのを邪魔するのも無粋かと思ったが、それでも雇われている以上は毎日定時に挨あい拶さつしなければ申し訳ないと思い直し、一声かけてから入室した。

『メルです。入らせて頂きます』

『おおっ！　メル、丁度良い所に来た！　この言葉の意味が解らん』

　思い描いていた理想の師弟の関係がそこにあり、メルは幸せで胸を一杯にしながら嬉き々きとしてシャルネの質問に答えようと身を乗り出す。

『えっと、これはですね……………………』

　シャルネが指差す言葉を前に文字通り絶句し、呼吸まで止まりそうになった。

　意味が解らないわけではない、でも、脳がこれを説明することを全力で拒絶している。

『ん？　どうしたメル？』

　思考ごと固まって動かなくなってしまったメルの態度を訝いぶかしむような視線でシャルネが顔を覗き込み、さらに半歩距離を詰めてくる。

『シャルネ姫、この本はどちらで手に入れたんですか』

『これはキリンが毎晩、私が寝た後に一喜一憂しながら隠れてこっそり読んでいたものだ。何度、そのことを尋ねても私には触らせてもくれん故、きっと面白いことを独り占めにしているのであろう。だからキリンの居ぬ間に読んでしまおうと思っていたのだが、この本には難しい言葉が多すぎる』

　読めない文字と睨にらめっこするシャルネを見て、メルがある意味、ほっと胸を撫で下ろした直後、

『それでメル、これはなんと言う意味なのだ』

　さっきと同じ質問をされ、一度落ち着いたメルの心は大いに動揺した。

　なにしろ、眼下に突き出された本のタイトルは夜の作法書なるもので、シャルネが指し示していた単語は「手しゆ淫いん」という女子に説明するだけで大問題になりそうなもの。

　考えてみれば当たり前のことだ。男性優位な国であるバツでそれなりの影響力を発揮するには婚姻だけでは弱い。当然子供を、特に長男を産んでその母として後々まで権威を得るのが最も順当な方法である。

　そのため嫁入りする際に必要不可欠なものだ。しかし、あくまで一介の言語教師であるメルが説明すべきか迷っている間に、小さな溜ため息いきと共にキリンが所用を終え戻ってきてくれたことは、メルにとって天恵に等しかった。

「キリンさん！　いい所に帰って来てくれました！」

「なんですか、人のことを捨て犬のような目で見て…………」

　その続きを口にしようとしてキリンが上げた視線の先にシャルネが手にしている本が飛び込み、先刻のメルのように静止し、ゆっくりと耳まで朱に塗り替えられていく。

『こ……このっ、馬鹿猫っ！　それを返しなさい！』

　本を奪い取ろうとキリンが慌てて伸ばした手をシャルネがさっと退ひいて避ける。そして微妙な間合いを取って両者が睨み合う。

『キリンも「手淫」という言葉を知っておるのか』

『知りません』

『では「口こう淫いん」という言葉は知っているか』

『しっ、知りません』

『では「夜よ這ばい」という言葉は』

『知らないと言っているでしょう！　馬鹿猫！　それは野良猫のようなお子様にはまだ早いです。まだ、私だって…………とにかく返しなさい、馬鹿猫っ！』

　揉もみ合いになり、形勢が不利と見るとシャルネはメルに本を投げ渡す。

『ちょっと、シャルネ姫、こんなの渡されても困りますよ！　後、キリンさんも落ち着いて下さい！　殺さないで下さい！』

　怯おびえるメルの手からキリンはあっさりと本を搔かっ攫さらう。そうして最低限の平静を取り戻してくれた。

『これは必要になるかもしれないからと、仕方なく、仕方なく預かっていた物です。何が書いてあるのかは私にもさっぱり解りません』

『何も知らん割りに毎晩、人間族はこのような……その上、こんなことまで、最低です！　変態です！　汚れ切っています！　とか、これだから毎日が発情期で交尾のことしか考えてない種族は困るんです！　とかブツブツと呟いておったではないか』

「キリンさん、人間のことそんな風に思ってたんですかっ！」

「当然です。豹人族は繁殖期にしかそのような破廉恥なことはしません！　それを毎日、日も高いうちから野外で、しかも他人の目がある場所でなんて、頭がおかしいとしか思えません！」

　何が書かれていたのか聞くのが恐ろしくなる内容が、さらりとキリンの口から飛び出してきた。

「そういう特殊な行為は除いても、シャルネ姫には最低限教えないと不味まずくないですか」

　耳元でキリンにだけ聞こえる声量で密談を持ちかける。

「ワタシ　ニンゲンゴ　ワカリマセン」

「いきなり喋れない振りをしないで下さい！」

「なら、言葉を伝える専門家の貴方が教えてあげればいいでしょう。なにより清らかな乙女の口からなんということを説明させるつもりですか」

「あんな言葉を伝える状況ってどんな状況ですか。それに作法とかはキリンさんの担当ですし、何よりも同じ女性で経験の豊富なキリンさんが教えてあげた方が」

　何故か、僅かな間があって咳せき払ばらいを一つしてからキリンは密談を再開する。

「コホン、確かに本来なら経験豊富な私が教えれば猿でも一瞬で理解するのですが、あえて、そう、あえて、これは嫁入りのため故、男の感じ方の方が大切です」

「でも、会って日が浅い男の口からそういう話を聞くのはやっぱり抵抗があると思うんです。やっぱりここはキリンさんが」

「いえいえ、親に性交の仕方を聞いてもいいのは五歳までです。よって親同然の私は教えることが出来ません。貴方だって親にそんなこと聞かないでしょう」

「へっ？　僕は普通に聞いたことありますけど」

「……やっぱり人間は変態です。貴方達の国は変態天国です。そんなだから数ばかり無駄に増え過ぎるのです。人間も馬と同じように適度に去勢してしまえばいいんです」

「大体の人間よりも多分、キリンさんの方が……」

　それ以上の言葉は視線だけで黙殺された。

『お主ら、私を除のけ者にして二人で楽しそうに話しおって、私にだけ教えん気か！』

　シャルネの不機嫌そうな声が割って入ったことで、ようやく不毛な押し付け合いは終了した。

　その後、教えたキリンの反応の方が過剰だったのに対し、シャルネの反応は意外とあっさりしたもので一通りの説明を聞き終えると不思議そうに一度首を傾げ、

『そもそも、なぜ人間は子を作る前に恋などという面倒なことをする。男と子を生なすのは義務じゃ、相手が好きとか嫌いとかではない。無意味に触れ合ったり、互いの名を呼んだり、抱きしめたり、それに何の意味がある？　これも子を生すために必要な人間族の作法か？』

　何気なく口を衝ついて出たシャルネの疑問は純粋な分だけメルの心を鋭角に貫いた。

　シャルネにとって、王族にとって婚姻とはそういうもの。キリンはこれを知っていたからこそ教えなかったのかもしれない。

　何も答えることが出来ずに押し黙ってしまった二人を交互に見やり、わざと明るくシャルネは笑みを作る。

『心配するな。恋であろうと、婚姻であろうと私が完かん璧ぺきにこなしてみせる。それがキリンやメルのためになるのであろう』

　メルはその純真な微笑みを直視出来なかった。綺き麗れいで汚れのない青い瞳ひとみと正面から向き合う勇気はなく、今まで彼女にとても残酷なことを教えていたのではないかという後悔が胸の内に去来し、居ても立ってもいられなくなり逃げる様に後宮を後にした。




　後宮を飛び出したその足でメルは王の執務室を目指した。

「メル・アルカートです。入室の許可を頂けないでしょうか」

　震えるような声の後に、王からの返答を待つ時間は永遠のように感じられた。

「入りたまえ」

　入室すると即座にメルは王に頭こうべを垂れ、そのまま許しが出ても頭を上げなかった。あまりにも身分不相応な願いに申し訳なくて顔を上げられなかった。

「ランタン王、エデル・アル・サード様にお願いがあって参りました」

　許可が下りるか、首を切り落とされるまで頭を上げないという頑固な意志を見て取って王は仕方なく許可を与えた。

「それでは申し上げます。今回の結婚の件、シャルネ姫の幸せについても一考して頂けないでしょうか」

「まさか、一日に二回も同じ嘆願を受けることになるとは思わなかったよ。シャルネ姫は人に愛されるな。それは得難いことだ。しかし、メル君、それは残念だが無理な相談だ」

　王の明確な拒否を前にして不敬と断じられることも覚悟し、それでも歯を食いしばってメルは言葉を続ける。

「私は自らの役目を全うしようと懸命に努力を重ねるシャルネ姫を尊敬しております。彼女はとても純粋で真っ直ぐで誰より清らかな心根の持ち主です。大切な人の幸せのために自らの命や幸福さえ差し出すことが出来る真に愛情深き女性です。まだ未熟な所も、至らぬ所も御座います。しかし、それを差し引いても誰に嫁がせても最高の嫁となること命を懸けてお約束致します。ですからシャルネ姫のお相手に関して一考して頂きたく参りました」

　眩まばゆいものを目にしたように王は目を細め、昔を懐かしむように優しげな声を漏らす。

「君を見ていると私の妻になるはずだった者のことを思い出す。彼女もアルカートの名を堂々と名乗る変わり者で、アルカートを名乗ることで不都合もあろうと思って婚姻を機会に私の名を名乗ればいいと提案したら、思い切り頰を張られたよ」

　慈しむように王は想い出と共に張られた頰をそっと撫なでる。

「彼女に言われたよ。王であろうと英雄であろうと人は人だと。心臓を刺されれば死ぬし、誰かを愛いとおしいと思う気持ちは変わらない。この国はそんな彼女の理想を形にしたものだよ。どんな種族でも、どんな出自でも、男であろうと女であろうと、望む者になれる世界、愛する者と結ばれる世界」

　メルがランタンに来てからずっと感じていた懐かしさの正体。それが言葉にされて初めてはっきり自覚出来た。

　一瞬の驚きと故郷に帰ってきたような安あん堵どをメルの表情から読み取って、メルに向かって王は問いかける。

「君はアルカートでそんな世界を目にしてきたのではないかね。誰が願っても、祈っても、いかなる天才も英傑も成し得なかった世界を」

「いえ、ランタン王は既にこのランタンの地でそれを成し得ています」

「ランタンは私が見ている一夜の夢に過ぎん。ランタンという箱庭から一歩出れば夢から覚め、他者が土足で踏み込めば悪夢へ変わり、私がいなくなるだけで失われる幻想のような儚はかない夢でしかない」

　ランタンは葡萄大陸に存在する小国の一つでしかない。

　世界を変える力などなく、その小国の運命すら目の前の人物なしには保てない。

「本当にこの世界はままならん。どのような理想も力がなければ失われる。アルカートが力なく滅んだように」

　自らの力ではどうしようもない大きな力の流れに翻ほん弄ろうされ、その激流に流されるだけの無力な自分を散々自覚させられてきた。でも、それでも残った物がある。

「僭せん越えつながら申し上げます。アルカートは滅んでおりません。少なくともここに一人、生き残りがおります」

　虚をつかれたのか、僅わずかな沈黙を挟んで心底可笑おかしそうに王は笑った。

「確かにその通りだ！　君が生きている限り、その名を名乗り続ける者がいる限り、アルカートは滅びない。成程、人は死ねども理念は死なずか。しかし、理想とは雲を摑つかむようなもので、結局私も一人ではその理想に手が届かなかった」

　王は自らの隣の虚空へと視線を投げ、過去に誰かが居たはずの空間を苦々しい表情で見つめ、諦あきらめたように溜ため息いきを漏らしてから静かに目線をメルへと戻す。

「メル君、私はこのランタンを守れるのなら、命など惜しくはないのだよ。自分は勿もち論ろん、それ以外の者の命であっても。それぞれが持っている命を懸けても譲れないもの、その中で優先順位を付け、決断を下すのが王の役目だ。そして私はあらゆる事象よりも必ずランタンを優先する」

　この人は自らが死ねばランタンが守れるのなら喜んで死ぬだろう。百万の敵を打ち倒せば守れるならそうする。そのために百万の味方が犠牲になろうとも躊ちゆう躇ちよしない。

　王としての業を確かにそこに見た。

　失くしてしまった大切な人が唯一残したものがランタンであり、一人の人を愛することも、一つの国を愛することも根本は変わらない。

　王にとってのランタンはそういう絶対的なものだと認識した瞬間から、それ以上の言葉は意味を成さないと悟った。

「出過ぎたことを申しました」

　後に続くはずだった言葉の全てを飲み込んで、引き下がるしかメルに選択肢はなかった。




　飛び出して行ったメルが気掛かりで、後をつけてきたシャルネとキリンは豹人族の優れた聴力で扉越しにメルの嘆願を聞いた。

　魂の根幹が揺さぶられ、今まで押し殺してきたはずの感情が次々に堰せきを切ったように溢あふれ出す。

　綺麗な衣装を纏まとう姫より、戦場を駆ける英雄になりたかった。

　戦場だけがシャルネにとって世界で一番公平な場所で、男であろうと女であろうと、子供であろうと老人であろうと、王であろうと雑兵であろうと命は一つ。それを懸けて戦う以上、そこに噓や欺ぎ瞞まんの入り込む余地はない。

　勝てば賞賛され、負ければ責を問われる。この大原則が最も正常に機能する当たり前の世界、それがシャルネの望んだ理想郷だった。

　シャルネはキリンと共に幾多の戦場を駆け、誰より多くの勝利を持ち帰り、勝ち続けることで自分という存在を証明し続けた。しかし、勝ち続けたことで皮肉なことにシャルネ達は豹人族内で強大になり過ぎた。

　その結果、後継者争いで無意味な内戦を生まないために、嫁入りという形で英雄としての終わりを告げられた。

　自分の力の及ばぬ所で全てが決まってしまい、子を生す相手すら自ら選べない。それが王族であり、女性に生まれた宿命だと必死に諦めようとしていた。でも、性別や種族などという付随物を全て取っ払ってメルはシャルネを見てくれていた。

　その上で放たれた切実で剝むき出しの厚意は、シャルネの心の一番深い所にまで届いた。

　胸に矢が刺さったような衝撃が全身に伝でん播ぱし、優しく心の隅々にまで幸せが溶けていく。心音が今まで聞いたことのない切ない音色を奏で、炎のような体温が恋心を一番深い部分に焼きつける。

『キリン…………体が変じゃ、胸が苦しい、心臓が煩うるさい、身体が熱くて仕方がない。でも、嫌ではない。むしろ、ずっとこのままでもいい。この気持ちが恋か？』

　頰を朱色に染め、大切なものを胸に抱え込むように手を重ね、自分の心に答えが解り切っている問いを投げかける。

　キリンは残酷な回答だと理解して尚なお、シャルネの表情を一いち瞥べつして全てが手遅れだと悟り、溜息を一つして回答を与える。

　それが叶かなうことのない、とても残酷なことだと知りながら。

『そうです。それが恋するということです』

『そうか……これが、恋なのだな』

　シャルネは胸の内にある幸せの源流に触れ、そこから伝わる温かさを胸に仕舞い込む。

『うむ、今なら解る。メルになら沢山触れて欲しい、メルに喜んで欲しい、メルになら何でもしてやりたい。そのために刺し繡しゆうし、料理し、綺麗な衣を纏うのだな。それが嫁になるということなのだな』

　料理を美味おいしいと言ってくれる。刺繡を大切にしてくれる。たったそれだけのことがどうしようもなく愛おしい。

『そして好きになった相手と恋をし、結ばれて、愛する者の子を宿す。うむ！　それならばきっと楽しいであろう……』

　生まれ落ちた瞬間から特別であることが求められ、普通であることは全て捨てなければならなかった。

『でも、私にそれは許されん』

　心が裂かれる断末魔のような悲鳴をキリンの心は聞き取った。

　必死に笑みを取り繕って、嗚お咽えつ混じりの声と心の軋きしみに耐えているシャルネの姿にキリンは心臓を握り潰つぶされたように表情を歪ゆがめる。

『王族の女性に生まれた役目をまっとうせねばキリンが責を問われる。メルの首は飛ぶかもしれん。それと比べればこの身一つくらい……いくらでもくれてやる！』

　最後まで気丈に振る舞おうとするシャルネを抱き寄せ、心をすり減らす様な残酷な言葉を封じた。

『野良猫のくせにそんなつまらないことを気にしていたのですか、貴方あなたが私達の心配をするなんて千年早いです』

　この恋が叶う場所はきっとこの世界の何処にもない。

『今くらいは泣いてもいいのですよ』

　キリンはシャルネの頭を撫でながら、今にも壊れてしまいそうな宝石を大切に大切に守るように胸に抱く。

『キリン、もう少しだけこうしていてくれ…………泣き終われば私は元通り姫に戻る』

　キリンの胸に額を押し当て、誰にも聞かれぬようにシャルネは声を殺して泣いた。

『本当に仕方のない野良猫です。野良猫は野良猫程度で丁度いいんです。姫などという柄では元からないのですから』

　キリンは優しくシャルネの頭を撫でながら、もう片方の手を血が滲にじむ程強く握りしめていた。




　　　　＊




　三み月つきが過ぎ、バツ王の訪問日が近付くと街も王宮内も、当然そこで働くメルやギンの仕事も慌ただしいものになる。

「メルも元行商人なら、ちょっとした計算は出来るよな。今日だけ手が空いた時でいいから俺の仕事手伝ってくれ」

　初めてのギンからの頼み事に面食らいながらも、今までの恩が返しきれないほど溜たまっているメルは二つ返事で返す。

「出来ますけど、破産した程度の実力ですよ」

「どうせお人ひと好よしだから、困ってる奴に泣きつかれて、無理な値下げで大損したんだろ」

「なっ！　なんで解るんですか！」

　泣きつかれて仕方なく原価以下で売ってしまった経験は確かにあった。

「そんなことだろうと思った。数字に対する感性は悪くない。それなのに短期間で破産するのは人格が致命的に商人に向いてないからだ。自分が得をすることにもっと貪どん欲よくじゃないと商人なんてやってられない。得する奴がいれば損する奴もいる。慈善活動じゃ、商売は成り立たない。それに、本気で誰かのために何かをするなんてのは王様の仕事だ。俺達、下っ端の仕事じゃねーよ」

　面倒そうに手をヒラヒラと振るギンからバツ王歓迎の宴うたげに使用される食材の量と仕入れ値段の一覧を手渡され、その膨大な量にメルは啞あ然ぜんとした。

「来るのは王とその側近だけのはずなのに、こんなに大量に買い付けてどうするつもりなんですか？」

「王からの直々の命令だ。バツ王の好みが解らんから、とりあえず周辺国から食材を搔かき集めろって。しかも、高額で買い取るって噂のせいで商人が連日連夜の大行列だ」

　ギンもうんざりしたような顔を見せ、恨みがましく途切れることのない商人の行列を眺めている。この長蛇の列を前にすると、仕事が終わる気がまるでしない。

「お前が手伝ってくれなきゃ、うっかり過労で死ぬ所だった」

「…………その、なんていうか、お疲れ様です」

　行商人が運び込む多様で大量の物品の確認と換金に追われ、支払いが済んだ品は保存庫へ運ぶ誘導までの作業を数日に渡り機械的に繰り返す。

「腐り難にくい物から奥に詰めてくれ！」

『保存の利く物は奥です。足が早そうな食品は手前にお願いします』

　基本的に人間族にはギンが、亜人の商人にはメルが対応に当たり、手伝い始めて三日目の夕刻には大体の作業は終了し、行商人が大方いなくなると見計らったように北方の城門で盛大にドラが鳴り響いた。

「来たか、思ったよりもお早いご到着だな」

　王宮の窓枠に手をかけ、そこからバツ王が乗っていると思われる馬車を中心にお付きの大行列を引き連れて王宮へ真っ直ぐに向かって来るのを見る。

　行列の先頭は特に異質な雰囲気を醸し出している。

　頭には白の頭ず巾きん、口元を白地の布で隠し、それだけではなく全身が白い衣装で統一された百人前後の集団が列を引っ張っている。

「あれが音に聞くバツの白影か」

　独り言のようにポツリとギンが呟つぶやく。

「白影？　しかも、ほとんど女の人じゃないですか？」

　白地の布で隠していても身長や体格、女性特有の体つき、顔だってよくよく覗のぞき込めば大雑把に男女くらいの判別は出来る。

「大部分は女で出来た政治的な諜ちよう報ほうを専門とする連中だ。普段は普通の格好で隣国に溶け込んでるけど、今着ている真っ白なのが正装というか、戦装束だろうな。バツで白影は戦場での情報伝達部隊としての役割もある。どうせ戦わない前提なら早馬に乗って伝令に走る時、体重が軽い女の方が有利だし、見逃してもらえる可能性も高い」

「だから女性が多いんですか？」

「まあ、それだけが理由じゃないだろうけど」

　真剣な顔つきになったギンは行列の中央のある一点を凝視する。

　メルもギンの視線を追いかけ、白影の集団の中で一人だけ異なる煌きらびやかな正装をした人物に目が留まる。

「白影の中心にいるのが、白影を使いこなし、バツの国力を数年で数倍に膨れ上がらせた豊ほう穣じようの文官、もしくは数理の怪物って呼ばれてる奴だ。名前は確かアーデルハイドだったかな。あれが実質的に大国バツの原動力となった男だ」

　視線の先の人物の頭が上がり、見られたと錯覚するほど全てを見通す神様のような鋭い視線が背中まで突き抜け、メルの心をざわつかせる。

　行列は王宮前に到着すると停止し、豪華絢けん爛らんな馬車の中から横幅が人の倍はありそうなでっぷりとした体格のバツ王が降り、それをランタン王が恭しく出迎える。

「あの国に、あの人達にシャルネ姫は嫁ぐんですね」

　メルの声はどうしても寂しさを含んだ湿っぽいものになってしまう。

「なんだ、長いことシャルネ姫様のお守りをしてたから流石に寂しいか？」

　からかうような、わざとらしいギンの口調に違和感を覚え、ギンに対して問い返す。

「寂しいは寂しいですけど、それ以上に心配っていいますか。ギンさん、バツの王様ってどんな人なのか知ってますか？」

　政略結婚の全てが悲劇なわけではない。シャルネを大切にしてくれる人なら、安心して送り出せる。しかし、ギンはその問いに対して微妙に言い難そうな空気を醸し出し、暫くしてから仕方なさそうに口を開いた。

「俺も直接会ったわけでも、話したわけでもないから確実じゃないが、あんまりいい噂は聞かないな」

　溜ため息いきと共に先行きの不安を滲ませた。おそらくメルも今のギンと似たような表情をしていることは、水面に映して見るまでもない。

「…………そうですか」

　言葉を教えたのも、シャルネが嫁ぐためだと思うと急に色いろ褪あせ、自分のしてきたことが何もかも全て無価値にすら感じられる。それどころか、教えるべきだったのか、これからもシャルネに教えていいものなのか迷いすら生じる。

「でも、ほら、本当はいい人って可能性だって…………」

　心にもないことを口にし、自分で自分を騙だまそうとしたメルに、

「本人を目の前にしても、まだ本当にそう思うか」

　ギンは鋭く核心に触れた。

　多くの人と関わり、通訳したからこそ人は見た目や種族ではないと知っている。でも、だからこそ信頼出来る人間とそうでない人間も一目で解る。解ってしまう。

「ランタン王はもしかして、それで僕にこのことを言わなかったんでしょうか？」

　仕事の詳しい内容を告げられなかったのは、こういう寂せき寥りよう感を出来るだけ軽減するための王の配慮だったのかもしれない。

「残念ながらランタン王はもっとずっとタヌキだよ。多分」

　二人とも王同士の様子を遠目に見守る。朗らかな笑みを浮かべてバツからの客人をもてなすランタン王と両脇に美女を抱えて上機嫌のバツ王が王宮内へと消えて行く。

「シャルネ姫に伝えた方がいいですか？」

「止めとけ、知らぬが仏だ。それに知った所で結果は変わらんし、俺達みたいな下っ端には変えられん」

　二人から諦あきらめの溜息が零こぼれ、無気力感が辺りに霧散する。

「メルっ！　さっき私の名を呼んだか！」

　すっかり流りゆう暢ちようになったシャルネの人間族の言葉が頭上から降り注いだ。いきなり屋根から逆さにぶら下がるようにして顔を出した彼女に、どんな顔をすればいいのか解らずメルの表情は強こわ張ばる。

「なんじゃ、二人で雁がん首くび並べて辛気臭い顔をして。そんな時は肉を喰くえ！　肉を！　それで万事解決じゃ！」

「シャルネ姫様は単純な思考回路で羨うらやましい」

　話を聞かれていなかったことに安あん堵どしたのか、ギンはいつもの気だるげな態度に戻る。

「そうか、羨ましいか！　お主のように年中辛気臭く、胡う散さん臭くさい顔をしておる奴にはさぞ羨ましかろう！」

「シャルネ姫、さっきのはギンさんの嫌みだと思うんですけど…………」

「なんじゃと！　褒めたのではないのか！」

「ああ、褒めた褒めた。すごく褒めた。シャルネ姫様は凄すごいでございます～」

　露骨に小馬鹿にするような物言いに、シャルネが不服そうな顔をして食ってかかるのをメルが間に入って取り成す。

「そもそもシャルネ姫、屋根に上って何やってたんですか？」

「鳥が飛んでいたから矢で仕留めたんじゃ！」

　メルの眼前にシャルネに射い貫ぬかれた憐あわれな鳥が突き出される。

「こう、焼いて食べると美味うまい！　スープもよいな、とにかくこれを食べればお主達のその辛気臭い顔も少しはましになるであろう」

　頰にまで泥を飛ばしたシャルネの屈託のない笑顔を直視出来なかった。

　シャルネは素直で真っ直ぐなのだと心から思う。だからこそメルの中で余計な葛かつ藤とうが生まれ、嫁に出すことに対して疑念が残る。

　もしも縁談が全て上手うまくいったとして、シャルネはもう二度と泥まみれになって狩りをすることも、八重歯を見せて豪快な笑顔を振りまくこともない。そこにシャルネとしての幸せはない。




　その晩、メルはキリンに後宮に呼び出された。

　周囲はとっくに寝静まり、自分の足音だけが後宮の廊下に響く。

　後宮の最上部へと歩を進めると空には満月が煌こう々こうと輝いて見え、月下の闇夜に溶け込むようにしてキリンは佇たたずんでいた。

「少しお話があります」

　キリンの言葉は恐いくらいに穏やかで、でも手にはそれとは対照的に一振りの使い込まれた抜き身の剣が握られている。

　ここ数日の鬱うつ々うつとしたキリンの表情ではなく、吹っ切れたような、覚悟を決めたような晴れやかな顔が逆にメルの不安を搔き立てる。

　シャルネの幸せを一番に願い、婚姻に最も強く反対していたキリンの豹ひよう変へんぶりにメルは言い様のない違和感を覚えた。

　メルが何かを口にするより先に、先手を打ってキリンが言葉を紡ぐ。

「明日あしたからシャルネのことを少しの間だけ任せてもよろしいですか」

「いいですけど、どうしてそんなことを今さら僕に訊きくんですか？」

「もしも私に万が一のことがあった場合の備えです。もしも運悪く明日、なんらかの問題が発生したら、シャルネのことをお願いします」

　剣を握る手に荒々しく力が込められ、キリンは視線を剣の切っ先へと這はわせる。刀身のように研ぎ澄まされた眼光から、キリンの本質は戦士なのだとメルは悟った。

　シャルネに害を為なす者、シャルネを傷つける者、その尽ことごとくを斬り伏せる一振りの剣としての存在。

　もしも明日、バツ王がシャルネにとって害悪だと判断したのならば、キリンは一切の躊躇ためらいなく一振りの剣として、為すべきことを為すだろう。

「キリンさん、明日、何かする気ですか！」

　思わず大きくなりかけた声をキリンの指先で押し止とどめられた。

「お静かに。私が何をしようとランタン王も、貴方あなたも、そしてシャルネも全員が予期せぬことで、私の独断によってのみ起きることです。貴方達は何も知りませんし、何の関係もありませんし、当然責任もありません」

　まるで刃物を喉のどに押し当てられているようで、一歩も動けず、声すら出せなかった。

　キリンは一歩退ひいて、穏やかな表情を作り直して頭を一度だけ深々と下げた。

「あくまでも万が一の時の話です。でも、その際はシャルネのこと宜よろしくお願い致します」

　ゆったりとした動き出しから瞬まばたきする間にキリンの姿は消え、一瞬でメルの横をすり抜け、大慌てでメルが振り返った時にはキリンの背中は闇夜に隠れてしまっていた。

　もしここが戦場ならメルはあの僅わずかな間に何度殺されたか解らない。そうはっきりと自覚すると恐怖と緊張で呼吸が止まりそうになった。

　キリンの殺気に中あてられ、その場にへたり込む。

　立ち上がる気力も湧かずに無気力感に囚とらわれたまま漠然と月を見上げていると、ここ数カ月ですっかり耳に馴な染じんだ声が鼓膜を優しく揺らす。

「我が主あるじ、我が最愛なる者に全てを捧ささげ、その生涯を懸けて尽くすことをここに誓います」

　教えた通り目線は伏せたままの優雅な一礼と完かん璧ぺきなバツ訛なまりのイントネーションで放たれた誓いの言葉。

　お淑しとやかな雰囲気は数瞬で吹き飛び、そこからガバッと乱暴にシャルネの顔が上がる。

「どうじゃ！　何度も練習させられただけあって、中々のものであろう」

　練習の成果を誇るように腕を組み、月明かりに妖あやしく照らされたシャルネの正装姿が闇夜に浮かび上がる。

「メル、呆ほうけていないで何とか言わんか」

　シャルネに促され、ようやく我に返るまで見み惚とれていた。

　勿もち論ろん、恭しくお辞儀をする優雅な姿ではなく、野の薔ば薇らのようなシャルネらしい微笑みの方に。

「見慣れない格好をしていたので、一瞬誰だか解らなくて…………でも、シャルネ姫は本来お姫様なんですよね」

　湯あみをして丹念に体を洗い、髪に櫛くしを入れれば何処から見ても見目麗しい姫君だ。

　装いと同じだけの差が厳然と存在し、これがシャルネの本来の立ち位置であると見せつけられた気がした。

　むしろ、今までの方が異例中の異例だったのだ。

「メルも私がせっかく正装したのだ、世辞の一つくらい口にするのが礼儀であろう」

　メルの感傷などお構いなしにシャルネは軽やかな足取りで、返答を催促するように距離を詰める。

「綺き麗れいですよ」

　そして似合っている、と続けようとした言葉をメルはそのまま飲み込んだ。

「ならばよい！」

　尻尾しつぽがピンと立ち、猫耳をピコピコと動かしながらシャルネは満足そうに胸を反らす。

「とりあえずメルの教えの成果も、私がどれだけ成長したかも見せられたであろう」

「はい、もう立派な姫君です。最初に出会った頃は仕留めた野兎にそのまま齧かじり付きそうで、正直どうなるかと思いましたけど」

「そこまで酷ひどくなかったであろう！」

「シャルネ姫、イライラするとたまに僕の手とか嚙かんできましたし」

「あれは甘嚙みじゃ！　イライラしたから嚙んだのではない！　どちらかと言えば親あぃ…………」

　プイッとそっぽを向いたシャルネの頰に僅かに朱が差す。

　想い出を一つ一つ言葉にするごとに感情が次々に湧き上がり、名残惜しさや口惜しさで胸が一杯になる。そしてついメルは口を滑らせ、訊くつもりのなかったことまで口走ってしまった。

「シャルネ姫は、この婚姻どう思いますか」

　静かにメルから視線を外し、シャルネは月を見上げた。

「王族に生まれし者は人並み外れた幸福が許される。しかし、その代わり人並みの幸せを望むべきではない。そういうものじゃ。私は豹人族に生かされておる。この体も血の一滴すら豹人族の所有物であり、豹人族のために使われるべきものじゃ。そしてそれは個人の幸せよりもずっと重い」

　当たり前のように、王族としての矜きよう持じをシャルネははっきりと口にした。

「そうですか…………」

　シャルネの覚悟を前にしては、喉まで出かかった言葉も飲み込む他なかった。シャルネは個人の力の及ばぬ世界の住人なのだ。

　小国ランタンの取れる手段は限られている。ましてその一介の役人に過ぎないメルには、どんなに望んだとしても決定を覆す力などない。
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　ランタン側とバツ側の初顔合わせは賓客用の客間でお互いが向き合うように座り、その中央に豪華な料理を挟んで行われた。

　バツは王を一番奥として、その隣に宰相アーデルハイドと役職順に並ぶ。

　ランタンも言葉渡しを行うメルを例外として、ランタン王、メル、シャルネ、キリン、ギンの順に並び、双方軽い自己紹介を済ませてから会食に入る。

　メルも含めて全員が式典用の正装であり、あまりの手触りの良さに余計な緊張感が増し、せっかくの高級料理も食べるどころか、目で楽しむ余裕すらない。

　隣へ目をやるとシャルネも昨晩と同じ正装姿で、言い含められた通りの作り笑顔を貼り付け、人形のように行儀よくちょこんと座っている。

　普段を知っていると余計に火が消えたように大人しく、しかも目の前の御ご馳ち走そうにほとんど手もつけないシャルネは不気味にすら感じられた。

「ふむ、ランタンの食べ物も不味まずくはないな。特に酒は悪くない」

　バツの王は鼻を鳴らしながら、横柄な態度で給仕の女性に酒のお代わりをとっとと持って来いと顎あごをしゃくって見せる。

『不味くないと言いつつ、一番がっついて喰くい散らかしているではないか』

　解らないのをいいことに、シャルネが豹人族の言葉で笑顔のまま毒を吐く。

「今、シャルネ姫は何と言ったのかね、言葉渡し」

　バツ王の視線が言葉渡しとして紹介されたメルへと向かう。

「はい。シャルネ姫は沢山召し上がる殿方はとても好ましいと」

　明らかにそのまま伝えてはいけない内容だったので、原形がなくなるまで改変した。

　万が一の時、言葉がまだ少し足りないと言い訳して誤魔化すためにわざわざメルはこの場に呼ばれたようなものだ。

「そうか！　そうか！　蛮族の姫ではこのような御馳走はそうそう食べられるものではないだろう。さあ、存分に食べよ！」

　お酒も入ってバツ王は上機嫌に給仕の女官を抱き寄せ、歌いださんばかりの勢いだ。

　隣のシャルネの作り笑顔にも僅かに亀裂が走り、メル自身も不快感が顔に出ないように努力が必要だった。

　そんな中、ランタン王は何事もなかったかのように爽さわやかな笑みを堅持している。

「ランタンの料理がお口にあって何よりです。さあ、もう一杯どうぞ」

　ランタン王自身は一滴も飲まず、自分の前に置かれたお酒をそっと差し出す。

　バツ王はお酒を受け取ると一気にそれを飲み干し、次はシャルネへと視線を移す。

「まだ小娘だが、顔は悪くない。肉付きは少しばかり足りないようだが、それも我が国で豊かな穀物を食せばおのずと良くなろう」

　ニタニタと嫌らしい笑みを浮かべている相手に対し、シャルネの作り笑顔は目に見えて劣化し、鋭利に細められたキリンの目は完全に虫けらを見る時のそれだった。

　バツの宰相とギンはまるで何も聞こえていないかのように、相手側の陣営の動きを冷静に観察しながら沈黙を貫いている。

　それ以外の者はバツ王のご機嫌取りのため、最高の笑顔を貼り付けて美辞麗句を考えることに躍起になっている。

　この婚姻の政治的な重要性を誰もが理解しており、メルからは歪ゆがんで見える異質な状況にも、誰一人文句を差し挟むことなく表面上は和やかに進行する。

「シャルネ姫は豹人族の中でもとびきり器量好よしとのこと、妻として迎えられる方は本当に幸せ者です」

　ランタン王の微み塵じんも不快を感じさせない大人の対応は淀よどみなく、流石に王として外交を一手に引き受けてきた貫かん禄ろくがある。

　酒が回ってきたのか、顔が赤く染まり、息に酒の匂いが混じるようになるとさらにバツ王は饒じよう舌ぜつになり、それまでランタン王がほとんど一人で相手をしていたのだが、徐々にシャルネなどに直接話しかける様になり、声も態度もどんどん横柄なものへと変わって行く。

「私に嫁げることを感謝するのだな。ヒッ、ヒック…………ランタンのような小国や豹人族などという野蛮な奴らなど比べるまでもない、ヒック、ヒッ、ヒッ、ヒック…………おい、そこの女官、聞いておるのか！」

　何かの代替品のように綺麗に骨の一本一本まで丹念に切り分けられた魚の皿からキリンが顔を上げると、殺意すら含んだ色が瞳ひとみの奥に見え隠れしている。

　バツの王はそんなことお構いなしに、下卑た笑いを浮かべて言ってはならない一言を口にしてしまった。

「キリンとか言ったか。ずっと俯うつむいておったから解らなかったが、器量も肉付きも中々好い。どうしてもと言うのなら私の愛あい妾しようにしてやってもよいぞ！」

「お断りします」

　冷淡にそれ以上も以下もないという具合にキリンは告げると、即座に視線を切って魚をバラバラに切り分ける作業に戻った。

「獣の蛮族風情が！　こ、この、私の温情を断るとは何様のつもりだ！」

　もうキリンは目線すら合わせようともせず、沈黙を貫きつつ魚の目玉をクルリと巧みに抉えぐり出す。

「豹人族など、人間の成りそこないの分際で！　おい、聞いているのか！」

　声を荒げて立ち上がり、身を乗り出してキリンに摑つかみかかろうとした所で魚の部位を全て切り分け終わったキリンの手がピタリと止まり、明確な敵意を瞳に宿してバツ王を睨にらみつける。

　キリンの黒々した瞳の奥で瞳どう孔こうがゆっくりと拡張し、そこから解放された感情は直接視線を向けられていない者ですら凍りつかせ、触れれば斬れる刃やいばのように研ぎ澄まされた空気がその場を支配する。

　無論、直接キリンと向かい合った者に刻まれた恐怖はメル達の比ではない。

「ヒッ！　ば、ばばばばば、化物………………」

　情けない悲鳴を漏らし、バツ王は泣き出しそうな顔で腰を抜かして床に這はいつくばった。

　暫しばらくしてキリンが圧を弱めるとバツ王の恐怖は徐々に羞しゆう恥ちへ変わり、その後怒りで青かった顔がみるみる沸騰したように真っ赤に染まる。

「貴様！　ただで死ねると思うなよ。徹底的に貶おとしめ、辱めた後にその小娘ごと、一生奴隷のようにこき使ってやる！」

　放たれた決定的な言葉はキリンの怒りに火をつけた。

　自分のことならまだしもシャルネのことに言及したため、キリンの中で何かの糸がプツリと切れ、ゆらりと幽鬼のように立ち上がった。

「そろそろ魚を解体するのにも飽きました。もっと斬りがいのある者はいませんか？」

　一触即発の雰囲気と、血で血を洗いそうな剣けん吞のんな状況でキリンの初動をシャルネの声が押し止とどめた。

「私を馬鹿にすることは別にかまわん！　豹人族の姫として一族のために我慢する。しかし、キリンへの侮辱だけは速やかに訂正せよ！」

「訂正だと！　たかが女官ではないか」

「そうか」

　シャルネの目からすっと温度が消えたのが解った。何かを諦あきらめたような、そして逆に覚悟を決めてしまったような青い瞳が冷淡で鋭利な輝きを放った。

　まずいと思った瞬間にはもうシャルネは動いていた。その場にいる誰もそれを止められず、また止めることを望んでもいなかった。

　シャルネは料理を皿ごと摑んで、バツ王の顔面に思い切り投げつけた。

　投げつけられた方は痛みと料理の熱で顔を押さえながら、その場でのたうち回る。

「貴様のような豚の嫁になるくらいなら、死んだ方がましじゃ。今後、お主のような下衆には豹人族からは飼い犬一匹でさえ嫁ぐことはない！」

　啞あ然ぜんとする面々を残してシャルネはキリンと共にその場を足早に立ち去った。

　メルとギンは少し迷ってから、ランタン王だけを残してシャルネ達の後を追う。

「獣だの蛮族だの、散々に言いおって！　そもそもこの愛らしい耳と尻尾しつぽの価値が解らんとは、なんとかわいそうな奴じゃ！」

　腕を組んで口を真一文字に結んだシャルネの言葉に、思わずメルは意表を突かれ、情けない声を上げてしまった。

「えっ？」

「今のえっ？　とはどういう意味じゃ、メル！　なら実際に触って確かめてみるがよい。胸などという脂肪の塊より、何倍も手触りがよいぞ！」

　シャルネは立ち止まり、メルに頭部をグイッと寄せる。その頭にメルの手よりも先にキリンの拳こぶしが降り注いだ。

「何をやっているんですか、この馬鹿猫は！」

　叩たたかれた頭を抱えて、恨みがましい目でシャルネがキリンを睨む。

「叩くことなかろう。そんなだからキリンは嫁の貰もらい手がないのだ！」

「人の顔面に料理を投げつける野良猫には言われたくありません！　いいですか、食べ物は貴重なんです。粗末に扱うなど言語道断！　もっての外です！」

「キリンさん、怒る所……違わないですか」

「私が先に投げなければキリンは間違いなくあの王を斬り殺しておったであろう！　あんな王でも斬ればキリンの死罪はまぬがれん！」

　昨日の時点でキリンは何もかも全て覚悟の上だった。そしてシャルネも全て解った上で先に料理を投げつけた。

「私の命一つで済んだ問題なのです。それなのに、勝手なことをして！」

「私はキリンの死で助かった所で嬉うれしくなどない！　それに実際破談にしたのは私じゃ、私が我慢できずに料理を投げつけたのが原因じゃ」

　キリンは悔しそうに何かを押し殺すように歯は嚙がみをする。

「…………我慢して、我慢して、その後どうするのです。一生我慢し続ける気ですか……野良猫にそんな高度なことが出来るはずありません。我慢の末に限界を迎え、王に嚙みつくのがオチです」

　あのまま嫁いだとしても、バツ王の考えは変わらないどころか、酷くなったことはメルにも容易に想像できた。

　そして二人の口くち喧げん嘩かの間に出てきた死という単語の生々しさに戦せん慄りつし、メルはギンに助けを求める視線を送る。

「これって、やっぱり大問題ですよね…………」

　メルの死にそうな声にキリンとギンが、当然だと溜ため息いき交じりに頷うなずく。

「まあ、投げつけちまったもんは今さら仕方ねーよ。雰囲気からすれば遅かれ早かれこうなってただろ。それよりこれからどうするかの方が問題だ。バツも豹人族に正面から戦を仕掛けて勝てると思う程馬鹿じゃないだろうが、絶対火の粉は仲介したランタンにも飛んでくるし、常識的に考えて戦を仕掛けるなら弱小国のランタンだよな、やっぱり」

　表情に既に疲労感が滲にじんでいるギンや、魂が抜けてしまったようなメルの顔を横目で捉とらえ、シャルネが助け船を出す。

「安心してよい。ランタンに迷惑がかからぬよう、ビョウの国に帰り、父上に私の首一つで事を治めて頂く。相手が望むのであれば火ひ炙あぶりでも、八つ裂きでも、どのような刑罰でも甘んじて受け入れる」

「そんなこと……」

　心臓を握り潰つぶされたようなメルに対し、シャルネはむしろ憑つき物が落ちたように穏やかだった。

「元よりそのくらいの覚悟は出来ておる。豹人族を愚ぐ弄ろうした者に後悔を残したまま嫁いで一生暮らす苦痛に比べれば、その程度のこと取るに足らん」

　そんなこと百も承知の上でシャルネはキリンを庇かばい、全責任を一人で取ると言っている。たった十三歳の少女が。

「でも、シャルネ姫は王様の実の娘ですよね！　なんとか助けてくれたり……」

　神に祈るようなメルの言葉も、キリンの明確な否定の言葉で搔かき消された。

「実の娘だからこそです。そうでなければ周りに示しがつきませんし、何よりもそのくらいの非情さがなくては王など務まりません。考えるべきは私情よりも豹人族全体としての利益のみ」

「どうにか豹人族の王を説得する方法はありませんか？」

　無言でキリンが首を横に振る。

　その横でギンが面倒そうに頭を搔きながら、顎あごに手を当てて真剣に何かを思案している。

「その理屈で王が動くのなら、豹人族にとってシャルネ姫を生かすことが殺して首をバツに差し出すよりも得になればいい。それを豹人族の王に納得させられれば勝機はある。現実的なのは他の大国の王に嫁ぐことだな」

「この噂が広がれば人間族どころか、豹人族内でも嫁の貰い手など二度と現れるとは思えません。そもそも何処の誰が野良猫と好き好んで結婚などするんですか。次は料理を投げつけられる程度では済まないと考えるのが普通です」

　キリンに冷静に正論を叩きつけられた。

「あれは大食いの豚に餌をくれてやっただけではないか！」

　曲がり角でシャルネは誰かとぶつかり、そこにはランタン王の姿があった。

「豚か、成程！　あれは確かに豚だ！　高価なものを喰くい散らかすことが仕事で、丸々と太るのが目的のような男だ」

　突然現れたランタン王に、全員が一斉に身構える。

「いいんですか、そんなこと言っても…………」

　恐る恐るメルが尋ねると、

「バツの方々なら顔を真っ赤にしてお帰りになられた。捨て台詞ぜりふを吐いて去って行く姿に、笑いを堪こらえるので精一杯だったよ」

　王はまるで胸のつかえが取れたような表情で、思う存分に感情を解放し、今の今まで嚙み殺していた笑いを吐き出すように豪快に笑みを作る。

「なんだか知らんがお主らの王は笑っておるぞ？」

　首を傾げるシャルネを前にして、ランタン王は深呼吸を繰り返して息を整え、そして一瞬で元の落ち着いた王の雰囲気を纏まとい直す。

「すまない。いや、なんというか、国や民族が変わろうともあの男の印象が最悪だという一点だけは万物共通なのだと思うと面白いと思ってしまってな」

　冗談のような軽い口ぶりではあるが、王の頭の中ではしっかりとした計算が働いている様子が肌で感じられた。

　この人の放つ雰囲気は場を支配する。

　時に笑い、時に張り詰め、それを王は呼吸するよりも容易たやすく行っている。

　王の器というものがあるとしたら、それは目の前の人物にこそ備わっているものだ。

　ランタンは小国だ。しかし、この王に嫁ぐならと思い立ち、メルは王の眼下で膝ひざを折り、頭を深々と下げた。

「シャルネ姫がランタン王へ嫁ぐわけにはいきませんでしょうか」

　提案というにはあまりに拙つたなく、どちらかといえば王への懇願に近いものだった。

　バツより規模が小さくとも、この王に嫁ぐのなら豹人族の王も利益と考えてくれるのではないかという浅知恵だ。

　それでも王はメルの意見を一いつ蹴しゆうしたりはしなかった。

「しかし、それはバツとの戦を意味する」

　頭上からは今まで感じたことのない重圧が降り注ぎ、とても頭など上げられなかった。

「残念だがそれは無理なのだ。なにしろ私は病でもう長くない」

　いつもと変わらない穏やかな口調で告げられた事実に、常に飄ひよう々ひようとしているギンでさえも絶句していた。

　メルも現実に実行可能な最後の望みが断たれたことを知った。

「メル君、君の望みは一人の人間には過ぎた願いだ。命を懸けてさえ足りはしない。しかし、もしも君がその願いに見合うだけの責任を果たす覚悟があるのなら、豹人族の王を説得する方法はある。それにシャルネ姫には私よりもっと相応ふさわしい相手がいる」

「本当ですか！」

　差し出された希望という果実に飛びつきそうになって、それが毒入りであることに気が付き、メルは動きを止める。

「今すぐに決断する必要はない。どうせランタン王として事の顚てん末まつを伝え、豹人族の王とは直接話さねばならん。それまでに決めてくれればいい」

　選択をメルに委ねて王は暫しばし、何処か感慨深げな表情を浮かべた。

「豹人族の王と直接言葉を交わすのは停戦以来、十年ぶりか。おそらくこれがランタンの王として、私の最後の交渉となるだろう」

　死期を受け入れたからなのか、王の瞳ひとみはメルでは考えも及ばぬ、遥はるか彼方かなたのこの世ならざる世界まで全てを見通しているようだった。
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　バツ本国の王宮内でバツ王の怒号がアーデルハイドの頭上に降り注いでいた。

「なぜ！　ビョウの蛮族共やランタンの無礼者を攻めん！　アーデルハイド、貴様にとって私が受けた侮辱など取るに足らぬか」

　飲みかけの葡ぶ萄どう酒の入った杯を床に叩きつける感情的な態度にもアーデルハイドは淡々と事実のみを告げる。

「恐れながら申し上げます。ビョウに関してはバツが持つ全兵力であっても、攻めるとなれば敵側の平地で豹ひよう人じん族相手に野戦となります。その場合、おそらく勝ち目は御座いません。もし戦を仕掛けるならランタンですが、それはランタンの思惑通りの展開になります。英雄王、エデル・アル・サードが一声かければ既に隠居した古ふる強つわ者もの、別の職に転じた古参の兵が国を守るという檄げき文ぶんに応じて糾合する可能性があり、それを無敗の名将が率いれば望む結果が得られるとは思えません。対して我々は過去の大戦時に多くの将を失い、戦を出来る限り回避して国力の増強を目指した結果、実戦で一万を指揮した経験のある将は一人もおりません」

「大昔の英雄だの、多少の老兵が集まった所で何が出来るっ！　そんなもの圧倒的な数と量で押し潰せ！」

　歯を剝むき、怒りを顕あらわにする王を宥なだめるため、努めて冷静にアーデルハイドは状況を嚙み砕いて説明し始める。

「我々は十万の兵を用意することは出来ても、十万の兵を動かす実力と経験を備えた将官は直ぐには用意出来ません」

　バツが戦を避けてきた原因もここにあり、兵力は政治的な駆け引きを優位に運ぶための意味合いの方が大きい。

　要所を守ればいい防衛戦ならともかく、攻めるとなれば防衛のために残す信用に足る者、補給や補給路の確保を任せられる献身的な者、軍事的な資質と信用を兼ね備えた優秀な人材が湯水の如く必要になる。そして言うまでもなくバツにそれだけの人材は揃っていない。

「そして最も問題なのは亜人種の連合軍を退けるために人間族の英雄であるランタン王と共に戦った者は我が国にも多く、しかも軍の中核を成しているということです」

　そこまで進言され、ようやくバツ王は状況を理解し始めたのか、つまらなそうに閉口した。

「それに我々が手を下さずともランタン王はおそらく病で長くありません」

「それは本当か？」

「はい、元々大戦後に病を患い体調が良くないとの噂があり、白影を使って調べさせていました。本人はその事実を隠すために細心の注意を払っていましたが、王を慕う者にまでは気が回らなかったのだと思います。その者達が王の体調を心配し、高価な薬を買い求めており、その量も日増しに増えていると裏が取れました。そして実際にお会いして葡萄酒にも料理にも口をつけない態度でおおよそ確信に至りました。ですから後三年頂ければ一滴の血も流さず無傷のランタンを手にする策が御座います」

　不確実な戦という博打ばくちに頼らないアーデルハイドが提示する必勝の策。しかし、バツ王はこの提案に醜く顔を歪ゆがめ、憎悪すら混じった視線をアーデルハイドに向けた。

「三年待て、だと……貴様、私が陰でなんと言われているか知っているのか。侮辱を受けたまま引き下がる腰抜けだと、戦を恐れる臆おく病びよう者だと、官吏だけではなく、女共や下働きの下人にまで裏で嘲ちよう笑しようされ、見下されながら三年もひたすら耐えろと申すか！」

「はい。それでも王として一時の激情に流されず大局を見てご決断下さい」

「成程、王として、王としてか…………」

　よろよろと倒れる様に玉座に腰を下ろし、瞳に暗い光を宿して自嘲気味に笑った。

　その目の奥にある暗い失望を前にして、もう何を言っても心までは届かないと悟り、アーデルハイドは言葉を飲み込んで口元を結び直し、最低限の条件だけを提示する。

「では、せめてこちらの戦の準備もありますので、ランタン王が逝去されるまではなんとかお待ち下さい」

　元々、父君に似て真っ直ぐで色々な人の意見を聞く人だった。しかし、王である重圧に耐えられずに歪んでしまわれた。

　アーデルハイドと比較され、耳を澄ませば聞こえてくる陰口と王の非才への嘆き、ついには必死にもがく姿を嘲あざ笑わらう声に耳を塞ふさぎ、二度と臣下の苦言に耳を貸すことはなくなった。そして自分の耳に心地よいことを囁ささやく者だけを側に侍はべらせるようになり、アーデルハイド自身も必要な時以外遠ざけられた。

「どいつもこいつも、膝を突き、頭を下げながら本心では無能王と嘲笑う。宮廷の女共も、武官も文官も、貴様とて同じであろうアーデルハイド」

　王族に生まれた瞬間から、何処に行っても王という称号が付いて回る。

　王として向けられる賞賛や微笑み、愛情に反比例して一人の個人として向けられるそれらは減っていく。そこは酷ひどく孤独で笑顔に囲まれた牢ろう獄ごくなのだろう。

　バツ王は幼少期に両親を亡くしてから表では誉めそやされ、裏では嘲笑われた。そうして心を患ってしまった。

　婚姻を勧めたのも、たとえ最初は望まぬ婚姻であっても、王族としての義務感から生じる愛情であっても、シャルネ姫ならば王としてではなく一人の人としてバツ王と向き合ってくれるのではないかと淡い期待をしてのこと。

　本来ならアーデルハイドがその役をやらねばならなかったのかもしれない。しかし、アーデルハイドはバツ王が一人の個人であるより一国の王であることを優先した。

「アーデルハイド、優秀で誰かを羨うらやむことも妬ねたむことすらなかった貴様には永遠に理解すら出来ぬであろうな。私のような浅学菲ひ才さいの愚者の心など」

　皮肉げな笑みを浮かべ、投げやりに放たれた言葉はアーデルハイドの欠点を何よりも雄弁に語っていた。

「ならば王として命じる。私を嘲笑った者共の首を献上しろ。指揮をする者が足りないのならアーデルハイド、貴様が全軍の指揮を執れ。なにしろ貴様は私と違って一人で国を回せる程優秀なのだからな」

「それが王命とあれば」

「貴様に免じて、ランタン王が死ぬまでは待ってやる。それまでの間、酒と女を絶やさぬよう手配させろ」

　バツ王は吐き捨てる様にして酒と女の香りが鼻につく王宮の奥へと消えて行った。そこに望む物などなく、あるのは空虚な心を満たすことすらない安価な代用品だと知りながら。
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　ランタンの地にギンだけを残し、最後の仕事のために豹人族の都へとメルもランタン王に同行することとなった。

　ビョウとの密会のため、目立たないように少数で人目を忍んで真夜中に出発し、夜目が利くシャルネが道案内を務めながら行商人すら通りたがらない目印一つない広大な草原を馬で駆け抜ける。

　草の香りと頰を撫なでる風が心地よく、今後起こる憂ゆう鬱うつな出来事をこの瞬間だけは後方へと押し流してくれる。

　一行の中でメルだけが騎乗経験がなく、慣れていないせいもあって長時間の騎乗で尻しりの皮が桃の果実のように剝けてピリピリと痛んできた頃、

「ほれ、見えて来た！　あれが我が豹人族の都、オーラルじゃ！」

　故郷を懐かしむようにシャルネが目を細める。

　必死に目を凝らしてもメルには未いまだ都の影も形も見当たらない。

　シャルネが馬の速度を上げて暫しばらくすると、おぼろげに巨大な都の輪郭が浮かび上がり、ようやくメルの視界にも豹人族の都の全ぜん貌ぼうが収まった。

　その想像を遥かに凌しのぐ圧倒的な規模にメルは思わず息を吞のんだ。

「メル君は豹人族の都は初めてかい」

　隣を馬で並走しながら語りかけてくる王に対し、メルは言葉を失った人形のように何度も首を縦に振って肯定を示す。

「遊牧民なので、こういったら失礼ですけど、それほど大きくないのかなと思ってましたけど、これは…………」

　ランタンの都の少なくとも倍以上の規模の都市であり、移動用でありながら巨大で豪華に装飾された天幕は人間が戦で用いる簡易的な雨風を凌ぐだけの天幕とは根本からして異なり、馬小屋とお屋敷くらいの明確な差異がある。

　移動できる都であり、一つ一つの天幕が立派な住居であり、そして都の中央で一際大きな存在感を放つ金きん刺し繡しゆうの施された天幕は見上げるほどで、まさに城と呼ぶに相応ふさわしい風格を備えていた。

「国力は我が国のおおよそ五倍、良質な馬を多数保有し、兵の実力は一人の豹人族に対して人間族なら三人分に相当する」

　一豹三人、などと伝えられる言葉は大戦時に人間族の将がそう口にしたらしい。

　感嘆の溜ため息いきが漏れ、今更ながらに先頭に立って巧みに馬を操るシャルネが、本来なら桁けた違ちがいに遠い存在なのだと痛感した。

「そんな暗い顔をせずとも都に着いたからといってメルの首が飛ぶわけではない」

「いえ、僕って結構とんでもない人と関わってたんだと実感しまして……」

「なんじゃ、今更。余計な気を遣う必要などない。それにメルとてランタン王の次に偉い側近であろう、胸を張らんか！」

〝言こと葉ば渡わたし〟として同行を許されただけなのに、明らかに役職が身に勝ち過ぎている。

「名目上ですけどね……」

　相手に誠意を示すため、名目上だけは王に次ぐ特別な役職が与えられた。

　重要な役職についていないと一国の王様に同行するに当たり、制約が増えてしまうための暫定的な措置であり、豹人族に対して形だけでもランタンの最高権力者二人が直接、豹人族の地を訪れたという体裁を整えるためでもある。

　あくまで形式だけだと王に言い含められ、お飾りの役職だと理解して尚なお、その飾り物でさえ小心者のメルを押し潰つぶすには十分な重責である。

　都に向かってシャルネが手を振ると、いかにも屈強そうな豹人族の戦士達十数人が、出迎えのために颯さつ爽そうと馬に乗り現れ、一糸乱れぬ動きでシャルネ達の一団を取り囲むように展開した。

　兵団の旗手が豹人族の旗を掲げると街中の人達が自然と道を空けてくれる。

　綺き麗れいに二つに割れた人海の真ん中を豹人族の衆目を浴びながら駆け抜けると、遠目に見えていた金刺繡の天幕が姿を現した。

　煌きらびやかな宝石の装飾と繊細な金糸細工が施された天幕は、辺りを昼間のように照らし出さんばかりの神々しさを放っている。

　天幕まで到着すると、先導してくれた豹人族の戦士は馬から降り、両側に片かた膝ひざを突いて花道を作ってくれた。

『中で我らの王がお待ちです。お荷物と馬はこちらで丁重にお預かりいたしますので、そのまま中へお進みください』

　やや緊張した面持ちでメルも馬から降り、荷物を戦士達に預けてシャルネの後に続いて天幕へと入る。

　流石のシャルネもいつもの覇気はなく、口を真一文字に結んだまま静かに俯うつむいている。

「シャルネ姫、やっぱり怖いですか？」

「死より、父上の方が何倍も怖い」

　そう呟つぶやくと猫耳から尻尾しつぽまで恐怖が全身へ伝でん播ぱするように一度ブルッと身を震わせた。

　王の間に通され、全員が一様に客人用に敷かれた絨じゆう毯たんの上に腰を下ろし、目を伏せて豹人族の王の第一声を待つ。

　シャルネ曰いわく、王が言葉を発するまではたとえランタン王であっても、言葉を発することは許されない。それが礼儀であり、豹人族の掟おきてらしい。

『面を上げよ！　早馬で大まかな知らせは既に聞き及んでいる。今回の縁談が反ほ故ごとなり、我が不肖の娘が迷惑をかけた』

「メル君、こちらからも訳してくれ」

「は、はい！」

　ランタン王から告げられた言葉を一言一句間違いなく拾い、最も意味が近くなるように脳内で文章を構成し直す。

『今回の件はランタンにも落ち度があった。あのような相手との縁談を持ちかけたことは間違いであったと、ランタン王は申しております』

　言い終わった頃合いを見計らいランタン王が頭を下げ、それにメルも倣う。

『うむ。お互いに謝罪はここまでじゃ。謝罪のためだけにわざわざこんな場所まで足を運んだわけではあるまい』

　謝罪の意を受け取りお互いに手打ちとしてから、肝心の話をランタン王からお言葉を頂いてメルが伝える。

『まず、初めにお伝えしたいことが御座います。ランタン王の命は病で長くありません。王の死後、バツとの戦を避けることは難しく、バツに攻められればランタンは数日ともたないでしょう』

　淡々とした口調で事実としてランタンの現状を告げ、相手の反応を窺うかがう。

『確かにそれは我々にとっても望むことではない』

　僅わずかに表情を歪ゆがませ、眉み間けんに皺しわを寄せる。

　バツにランタンを取られた場合、明らかに豹人族にとっても不都合な展開だ。

　遊牧民にとって安心して交渉や取引が出来る定住地との関係は生命線の一つであり、例えるなら船で海を渡る者にとっての港に近い。もしもここが友好的でない国に支配されればどうなるかは火を見るよりも明らかだ。

『双方にとってバツがランタンを取ることは不利益、つきましてはランタンを守るためにご協力頂きたい』

『どうやってランタンを守る？　流石に英雄王エデル・アル・サードが存命の間に戦を仕掛ける愚は無能と噂のバツ王でも犯すまい』

『バツに城じよう塞さい都市ランタンへ攻めて来て頂きます。その上でランタンを包囲しての長期戦となれば物量で勝るバツが有利になるは必定、バツが短期決戦を選択せざるを得なくする必要が御座います。その前に一つ、我が王は此こ度たびのことに関してシャルネ姫の処分についてお聞かせ頂きたいと申しております』

『もっと詳しく話を聞いてから正式な沙さ汰たを下すが、大国バツは敵に回すには強大だ。娘を生かしておいては豹人族の害となる。当然、首を斬り、謝辞の書と共に大使を送り、バツにお渡しする』

　一国の王としての厳しい目がシャルネの瞳ひとみを貫く。それでもシャルネは動じることはなかった。

『当然、覚悟あっての行動であろう馬鹿娘！』

『無論じゃ！』

　王が無言で立ち上がりシャルネの前へとゆっくり歩み寄り、叩たたかれると思ったのかシャルネは瞼まぶたを固く閉じて歯を食いしばった。

　その次の瞬間、シャルネは父に抱きしめられていた。

『この馬鹿者が！』

『叩かないのか？』

『これから死に行く娘をわざわざ殴りつける理由など何処にある』

　暫しばしの沈黙の後にシャルネを放し、何事もなかったように玉座へと戻っていく。

　座り直すと娘を愛する父親の顔から、感情を押し殺した冷徹な王の顔つきへと瞬まばたきする間に切り替わった。

『見苦しい所をお見せした』

　ランタン王に会話の顚てん末まつを簡潔にまとめて伝えると、そっと耳打ちするように言葉が返って来た。それをメルは出来るだけ力強く宣言する。

『シャルネ姫の首を斬らずともビョウがバツと直接敵対しないために、バツ王の怒りはランタンとシャルネ姫個人がお引き受けいたします。その見返りにバツをランタンへ誘き寄せる餌としてシャルネ姫を頂けないでしょうか』

『何っ！　それではランタンがバツと必ず一戦交えることになるではないか！』

　メルが伝えた言葉に反応し、心配そうな顔をして立ち上がろうとするシャルネを即座にキリンが組み伏せる。

『王の御前で許可なく頭を上げる馬鹿が何処にいますか！　ランタン王は貴方あなたの命を救って下さると言っているんです。それにバツはランタン王という抑止力が無くなれば遅かれ早かれランタンへの侵攻を開始します。もう既に貴方の首一つで済む問題ではないのです』

　身内の醜態を一ひと睨にらみした後に、表情を作り直して会談を継続する。

『我らの事情にランタンが口を挟むならば、それ相応の提案を用意して来たのだろうな』

　厳しい口調とは裏腹に今までほぼ揺らぎすら見せなかった王の仮面が僅かに、期待の色を帯びる。

　もしもそんな魔法のような方法があるのなら、誰よりも教えて欲しいのは父であり王である自身に他ならない。

『バツへの回答として此度のこと、豹人族は一切関知せずと仰おつしやって下さい。全てランタン王とシャルネ姫が独断で行ったバツ国と豹人族を仲違いさせる謀はかりごとであると』

　メルが発した言葉が信用に足る言葉か、裏はないか、本当に役に立つかをじっくりと思案する僅かな沈黙を挟んで、鋭利な視線が返ってくる。

『成程、それならば我らに責はない。ランタンとシャルネが首謀者ならば今すぐにはシャルネを差し出せぬ道理も立つ。してそんな面倒なことをする理由は？』

『ビョウに軍を動かして頂きたい』

『我々にバツと戦えと』

『いえ、その軍はランタンへ向けて頂きます。身内の不始末を処断するという大義名分を持って堂々とランタンへ兵を送り、身の潔白の証あかしとして裏切り者のランタン王とシャルネ姫の首を並べてバツに差し出せばいいのです。ランタンの地を押さえられてからではいかに大国バツとは言え、それ以上の手出しは難しいでしょう』

『ランタンを二国のどちらが先に手にするか、競い合うような姿勢を示してバツの長期戦を難しくするか。その上でランタンが勝ちそうなら静観し、負けそうならば弱ったランタンを攻め落とせば上手くいけばランタンの地が手に入り、失う物は現状と変わらん。だが、それはあくまでも豹人族の理屈、ランタンに何の得がある』

　全ての思惑が溶け込んだようなランタン王のにこやかな微笑みに、王としての恐ろしさが凝縮されていた。

『兵をお貸し頂きたい。既に軍備を始め、ランタンに先着するであろうバツ軍からビョウの本隊を招集しランタンに到着するまでの間だけランタンを守る戦力であり、勿もち論ろん、豹人族がランタンを攻略する際にランタン内から門を開けて豹人族の本隊を無傷で迎え入れるのに十分な数で構いません』

　ビョウは兵を出し惜しむ可能性が高く、ランタンも万が一の際に大人しくランタンをビョウに明け渡すかは解らない。だからこそお互いを実利で結びつける。

　ランタンに貸す兵の質と量が、ビョウ側の予想外の事態に対応する保険と比例する。

『長らく戦から離れ、頭の回転が鈍っているのではないかと心配しておったが、英雄王エデル・アル・サードには杞き憂ゆうであったな。豹人族の兵を多少借り受ける程度でランタンに勝算があるのか？』

『私は勝つ見込みのない戦を始めたことは御座いません』

『成程、ではその話、噓偽りではないという根拠は？』

　メルは痛い所を衝つかれたという思いが顔に出てしまったが、ランタン王は表情一つ変えずにメルに返答を伝えた。

『これから死する者が詭き弁べんを弄ろうする意味もありません。真偽は我が死をもってご確認いただけると申しております。生死の確認には貴方が信用できる豹人族の兵を確認に当たらせ、その兵の知らせが入れば契約の成立と致しましょう。これまで話した内容も私が生きている間は戯ざれ言ごとと思いお聞き流し下さい。しかし、死した後は決して約束を違たがえませんようお願いします』

　自分の命の短さをそのまま平然と交渉道具に使う姿にメル達は啞あ然ぜんとし、豹人族の王は不敵に笑ってその目に映る覚悟を覗のぞき込んだ。

　これが小国ランタンを守り抜いた傑物にして稀き代たいの名君の最後の交渉なのだと思うと、心が震えた。

『貴殿の死を以もつて最大限の信頼の証とする。その言葉に偽りがないのは理解した。しかし、次のランタン王が必ずしも我々との約束を果たし、共存を望むとは限らない』

　ランタン王に妻子はいない。しかし安直に縁えん戚せきに任せるとも思えないと考え、メルが辿たどりついた答えはギンだった。

　経験もあり、頭も切れる上に一番ランタン王の側にいた人物。国を任せてきたことと併せて考えてもギンとシャルネを同盟の要かなめに据える。

『その通りです。それ故、新たなランタン王とシャルネ姫との婚約をお認め頂きたい』

『料理を投げつけられ、また破談になるかもしれんぞ』

『その心配は御座いません。次の王は私より豹人族を理解し、友好的であり、何よりシャルネ姫を深く愛しております』

　自分で口にして気恥ずかしさが顔に出てしまい、愛しているという言葉に反応し、隣のシャルネの肩も驚いたように跳ねる。

「では一言一句間違いなく豹人族の王に告げてくれ」

　ランタン王から声が掛かった。

「はい！」

「私が新たなランタン王です。そう伝えてくれ、可能な限りの自信と威厳を持って」

「承知しま…………」

「どうしたのかね？」

「いえ、言葉が少し間違っていませんか、それだとまるで僕が新しいランタンの王だと言っているように聞こえてしまいます」

　王の言葉に耳を疑い、喉のどがひりつく。あの時聞かれた責任を果たすことの本当の意味を、メルは今初めて知った。

「何一つ間違いはない。君が次のランタン王だ」

「しかし、僕なんかが王になどなれるはずが…………」

　あり得ないという思考がメルの脳内を駆け回り、思考を停止させる。

「王様など自分は王だと宣言し、周りがそれを認めさえすれば誰でもなれる。そもそも最初から私はそのつもりで君を雇った。シャルネ姫の教育係にしたのも、この場に言葉渡しとして連れて来たのも、今までの全てが研修期間だ。君の本来の仕事である滅亡寸前の小国の王という世界で一番報われない仕事をしてもらうための」

「ぼ、僕は貴方のようには出来ません」

　謙けん遜そんですらなく、噓偽りないメルの本心だった。

「いきなり上手く出来る人間などいない。私も君の歳には失敗ばかりだ。君は自分の力では叶かなえられない望みを願い、その責任を自ら取ると口にした。今がその時だ」

　王になればシャルネを助けてくれと頼んだメルの願いは暫定的に叶えられる。同時にランタンの王として戦争という命懸けの重責をそのまま背負うことになる。

　何かを望むなら相応ふさわしい責任を取れと、何を守り、何を犠牲にするか決断しろと息も出来ないほどの圧迫感が迫ってくる。

　ちらりと祈るようなシャルネの姿を一いち瞥べつしてから、メルは心を決めた。

『私が新たなランタン王です！　私のような弱輩が信用に足るかは、自らの目でお確かめ下さい』

　自信だの威厳だのを伴ったのか解らないが、押し潰つぶされそうな程の責任だけは体にも言葉にも乗り移っていた。

　初めて豹人族の王がメルに、メル個人として向き合った。

　首筋に剣を押し当てられているような緊迫感。値踏みされ、それに値する者かどうかを見定められる。

『では新たな王として認める条件は二つ、豹人族と共に生活し、豹人族のことを学ぶこと。そしてもう一つは豹人族の成人の儀を受け、シャルネを嫁がせるに足る一人前の男と認められること。これが満たされぬ場合はどうせ、ランタンを守りきることもバツを追い返すことも出来ん。心変わりせぬうちにシャルネと共にこの地で首を差し出してもらう』
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　ただの脅しではないことは雰囲気から感じ取れた。

　発言を譲るように、ランタン王は目を閉じ一言も発しなかった。メル自身が自ら決断し、自らの意志と責任で言葉にせよという態度で突き放された。

　喉を動かし声を出そうとするだけで、突きつけられた剣が皮を削そぎ、肉に食い込む。それでも声を出さなければ何も得ることなど出来ない。

　メルは最後の確認を取るように運命を共にする相手に視線を送る。

　シャルネの耳はメルの言葉を聞き逃さないためにピンと立ち、その耳の先端まで朱色に染まっている。そして閉じ込めた思いが溢あふれ出したように盛大に動き回る尾をなんとか両手で押さえ、恥ずかしそうに俯うつむくシャルネと視線が交差した瞬間に、

『承知しました！　必ずやシャルネ姫の夫として相応しい所をご覧に入れます！』

　切り刻まれ焼きつくような喉から、今までの人生で一番明確な意志を持って、はっきりとした滑舌で、勢いと声量を伴って絞り出した一言で応じた。




　天幕を出たメル達は今の今まで呼吸すら忘れ、ずっと水中に潜っていたかのような深呼吸をし、ようやく息が出来るようになった。

「正直、私も含め生きて天幕を出られるとは思っていませんでした」

　臨場感たっぷりのキリンの感想が状況を端的に表していた。

　まるで死人のような顔をした三人に対し、この結末へと誘導したランタン王だけが微笑みを保っている。

「私は直ぐにランタンへ帰還し、自らの健在さとシャルネ姫を匿かくまっていることをバツ側に示さなければならん。こちらのことは任せる」

　言葉を発しながら慣れた手付きで馬を御し、騎乗するまでの体に染み付いた一連の所作こそ幾多の戦場を駆け抜けてきた英雄の証。

「私は君達にランタンの未来を賭かけた。私の選択が正しかったことを証明してみせてくれ。そして次に会う時には王としての姿が見たいものだ」

　爽さわやかにそれだけ告げると王は馬首を返し、最愛のランタンの地へと取って返す。その後ろ姿を三人は目に焼き付けた。

　キリンが真っ先に二人の方へと向き直る。

「過去の大戦時、豹人族が本気で攻めてもあの王が率いるランタンは落とせませんでした。バツが余程愚かでない限り、あの王が存命の内は戦など仕掛けて来ないでしょう。ですから王の命が尽きるまでの間に豹人族の信頼を勝ち得なければいけません」

「私はメルのことを信じておる！」

　頰に差したささやかな朱色を隠すようにシャルネが僅わずかに俯く。

「発情期の野良猫一匹が信じても駄目です。まず、豹人族に新たなランタンの王は共に戦う価値のある味方だと示さなければ一兵も借りられません。そのためには成人の儀という衆目の場で、共に戦う価値を証明し、野良猫との婚約が認められてようやく味方として協力が得られます。そうでなければ今までの話も泡と消えるでしょうし、百帝も貴方あなた達に見切りをつけるでしょう」

「成人の儀って、そんなに厳しいんですか？」

「正直、人間族にとっては難関でしょう。そもそも豹人族と比べて人間族の身体能力など老人や子供にすら劣るものですから」

「なんとかならんのか！　キリンも成人の儀の試練を受けて一人前の男として認められたのであろう」

「誰が男ですかっ！」

　キリンは素早くシャルネの頰を抓つねり上げ、こちらに不用意な言及は死を招くという警告が発せられ、当然メルは口を閉ざした。

「いいですか、豹人族で一人前と認められるためには騎乗技術と戦闘技術です。これがある程度の水準に達しないと一人前の男として認められず、当然婚姻も許されません。半人前の男に妻や子を守る力はないと判断されるためです」

「僕はどっちもやったことないんですけど…………」

　豹人族ならば出来て当たり前のことでも、人間族にとって馬は高価で、専門の職か馬を持てる裕福なお金持ちでもなければ馬に乗る機会などそもそも巡って来ない。

　庶民が馬に乗るには戦場で出世するしかないが、流民は頑張っても正規兵にはなれず、臨時の使い捨ての駒にされるだけで、命の危険の割りに賃金も安い。

「でしょうね。人間族なら別に珍しい事でもありません。まず一つ目の騎乗に関してはそれほど心配いりません。基本を徹底的に叩たたき込めば残りの七割は馬の性能です。野良猫が直接王より賜りし、豹人族でも一、二を争う名馬が大部分の問題は解決してくれます。乗り手が二流程度で済めば合格は可能でしょう。問題は戦闘です」

　キリンの雰囲気が一変し、同時にメルの喉がゴクリと鳴る。

「豹人族の基礎能力は人間族と優に数倍以上違います。それを見越した半分以上嫌がらせに近い条件です。と言われても実感がないでしょうね。どれほど違うのか、実際に体験してもらった方がいいですね」

　天幕が立ち並ぶ中心部を避け、放牧用の草原へ到着すると腰に差してある剣を抜いてメルに渡し、キリンも同じ剣を構える。

「試しに殺す気で斬りかかって来て下さい」

　キリンは勿もち論ろん、シャルネもその提案に眉まゆ一つ動かさず、メルにだけ動揺が走った。

「で、でもっ！」

「素人しろうとの、それも人間族の剣が偶然でも当たると思われているのなら、それは豹人族の戦士に対する侮辱です」

　凛りんとした声に押され、メルは剣を握り直す。

「解りました。本気で行きます！」

　大きく振りかぶって体重を乗せた渾こん身しんの打ち込みをキリンは棒立ちのまま片腕で軽々と受け止めた。

　技ではない、単純明快で圧倒的な膂りよ力りよくの差。

「そのまま力を入れて集中して下さい。多少の手加減はしますが、気を抜くと首がへし折れますよ」

　キリンの黒々とした瞳ひとみの奥で瞳どう孔こうが拡張する。

　同時に殺気が一気に解放され、大きな衝撃を剣に受けたメルは体ごと弾き飛ばされ、気付いた時には地に伏していた。

「ふむ、力に逆らわずそのまま飛ばされましたか、悪くない判断です」

　衝撃が剣を伝って全身の骨にまで響いて立ち上がれない。

　もしも生身、もしくは仮に鎧よろいの上からであったとしても、この一撃は耐えられる代物ではない。さっと本能的な恐怖で血の気が引く。

「これが豹人族と人間族の違いです。虎や熊に人間が素手で立ち向かえないのと同じです。豹人族に人間族が単独で挑むのは自殺と変わりません。よって剣や槍やりといった武器を使い直接豹人族と戦うような試練では万に一つの可能性もありません」

　絶望的な能力差を目の当たりにさせられ、恐怖よりも情けなさが先に立った。

「そうなると残りは弓です。これは直接的に豹人族と戦うことがなく、的を射る試練です。これならば反復練習さえすれば合格する可能性もあります。勿論、豹人族にとって弓矢は嫁入り道具とするくらいの物で、弓矢を使った狩りは生活の一部。その段階に達しようというのですから、文字通り血の滲にじむような努力をする前提の話ですが」

「弓を習うなら、キリンの一族に豹人族一の弓使い、天弓がおったであろう」

　豹人族において弓とは非常に神聖なもので、優れた名手には最大限の敬意が払われる。過去の英雄達も半分は弓の使い手で、メルの指導者として候補に挙がった天弓もまた歴史上の英傑の一人だとシャルネが自慢げに語って聞かせてくれた。

「その矢は逃げる者の背を追う、逃れられぬ天の矢だと言われる程じゃ」

「まだ生きているんですか。仙人か、妖よう怪かいのような人ですね」

　忌々しいよりはもう少し柔らかく、さりとて明らかな不快感がキリンの顔に浮かぶ。

「キリンさんの知り合いなんですか？」

「曾ひい祖父じいさんじゃ。キリンの家は代々武門の名家で将軍級の武将を次々と輩出しておる。だから、王族の警護に若い時から就いたりする。私に矢を教えたのも、あの爺じいじゃ！」

「確かに若手の指導もやっていましたし、あれ以上の適任者はいませんが…………」

　珍しくキリンの言葉は歯切れが悪く、拒否感を全身から醸し出している。

「あの、シャルネ姫、なんでキリンさん不機嫌なんですか？」

　小声でシャルネの耳元で囁ささやく。

「キリンは実家に帰りたくないだけじゃ。メルも村に着けば直ぐに解る」

　そう言うとシャルネは嫌そうなキリンを引き連れ、さっさと馬の手配を始めてしまった。




　数十程度の小規模な家系が寄り集まったキリンの実家の集落に入ると、周りの者達は涙を流しながらメルの姿を拝み、何故かその光景を目にしたキリンの目は据わっていく。

『あのキリンがようやく婿を連れて来たぞ！』

　村に入って聞いた第一声がそれだった。

『それは本当か！　絶対に逃がすな！　取り囲んで大歓迎した後、村の出口を塞ふさげ！』

　人間族だから豹人族の言葉は解らないと思われたのか、気にせず大声で号令を出しているが、完全に意味が通じているメルにとっては恐ろしいことこの上ない。

『キリンだ！　逃げろ～、捕まったら婿にされるぞ～』

　子供が無邪気にキリンの真似をして、別の子供達を追い回して遊んでいる姿そのものは微笑ましいが、ゆっくりと確実にキリンから理性を削っている。

『相手は！　まさか、あの隣の人間族か？』

『確か、今は野良猫姫と共に人間族のランタン国へ行ってたよな』

『成程、人間族は無意味に数も多いらしいし、そういう物好きの一人や二人くらい居てもおかしくない』

『俺なんて早く嫁もらわないと、キリンと縁談をなんて親父に脅されてたからな…………』

『あの人間族も、朝から晩までこき使われ、飯まで作らされた上に、体に触れようものなら斬られるとか、どんな罰を犯せばキリンと結婚させられるんだよ！』

　男達からは同情の視線が雨のように降り注ぎ、それに伴ってキリンの目から徐々に確実に色が消え、ゆっくりと剣へと手が伸びる。

「キ、キリンさん。故郷っていいですよね」

　殺気を帯びたままの視線がメルに向かい、体の深部から底冷えするような恐怖が全身を駆け巡る。

「この故郷の何処が良いのですか？　是非教えて頂きたいですね」

「いえ、その、帰れる場所があるだけで、きっと幸せなことなんだと思います。僕にはもう故郷なんて呼べる場所はありませんから、たとえ悪口であっても自分を憶おぼえていてくれる人が居るのはそれだけで羨うらやましいです」

　キリンは溜ため息いきを漏らし、剣を握っていた手を緩やかに解いた。

　村を代表して一人の豹人族が馬の前に立ち、シャルネに一礼する。

『シャルネ姫様、ようこそおいで下さいました。長旅お疲れでしょう。ささ、お早く天幕の中へ、他の者は村の戸締まりを全力で始めよ！』

　その指示で村人が一斉に動き出し、機敏な動作で馬を括くくり付け、各所の出口を塞ぐ訓練された動きを見せた。

　さっきの婿を逃がさぬように封鎖しろという言葉が冗談ではなかったことに戦せん慄りつする。

　キリンの容姿は人間族の感性でも美人と言って差し支えない。なのに、ここまで村人を駆りたてるキリンという存在の異質さが浮き彫りになった。

『まず婿殿、お名前を訊きいても宜よろしいかな』

『メルです。メル・アルカート』

『この村の族長であり、キリンの父であるキリシュという。気軽にパパと呼んでくれて構わんのだぞ』

　喜びで涙することを堪こらえているようなキリシュとは対照的に、シャルネは不満そうな表情を隠そうとせず、尻尾しつぽを左右に小刻みに激しく揺らしてキリシュを追い払う。

『メルは私の夫じゃ！　キリンのではない！』

　シャルネは強引にメルの体を引き寄せると、自分の物だと主張するように体をすり寄せる。

　事実を突きつけられた後のキリシュの落ち込み方は尋常ではなく、まさに地の底に突き落とされたが如く、さっきまでの表情が噓のように十歳は老け込んで見えた。

　周囲も一気に熱を失い、蜘蛛くもの子を散らすように銘々に自分達の天幕へと戻って行った。

『…………そうか、キリンがわざわざ帰って来る理由など婚姻以外にあり得ぬと思っていたのだが、所しよ詮せんは夢幻……』

　寂しそうな背中と今にも倒れそうな不安定な足取りで天幕の中に通された。

『それで姫様、このような辺境に何用ですか？』

『ルルーシャは存命か』

『はい、何故か未いまだにピンピンしております』

『ならばルルーシャに頼みたいことがある』

　姫の頼みとあって、直ぐに使いを出し弓の名手を呼びに行かせ、しばらく歓談していると天幕の布をそっと押しのけて髭ひげで覆われた仙人のような小柄な老人が入って来た。

『とうの昔に引退した身じゃぞ。しかも、この頃は腰の具合も悪いしの～』

『先日、森で鳥を三匹も射落としたと族長から聞いた！』

『この頃は物忘れも酷ひどくなって困ったものじゃ、ほっほっほっほっ』

『耄もう碌ろくした振りをして笑って誤魔化すな！』

『まったく、この野良猫姫は昔からこんな老いぼれをこき使って、鳥が食べたいから射落とせ、猪が食べたいから射殺せと無茶苦茶なこと言いおって。しかも、わしの方が取って食われそうな曾ひ孫まごまで一緒とは、そろそろ死ねという天の定めか…………』

　悟りを開いたような穏やかな表情は何処か遠い世界に旅立ってしまいそうな程、散りゆく花びらの最後の一枚のような儚はかなさがある。

『今回は鳥や猪が食べたいわけではない！　メルに弓を教えて欲しいのだ』

　上から下までじっと見られると、体に絡み付くような威圧感に全身の毛穴が一斉に開く。

『ルルーシャ先生、よろしくお願いします！』

　頭を下げると、うむ、と一度小さく頷うなずき返してくれた。

『曾孫と野良猫が連れて来た奴だと警戒しておったが、驚くほどまともな青年じゃ。しかし、今日はもう暗い、修練は明日からとする』




　翌日、夜明け前には既にメルは指定された場所に到着していた。そこは的が各方向、距離に配置された豹人族の矢の訓練場だった。

『早いな。感心、感心！』

　肩に触れられて初めてルルーシャの存在に気が付く。背後から気配すら感じさせない足運びで接近してきた師範に驚きよう愕がくする。

『元々下働きがほとんどで、主人が起きる前に色々と支度を整えておくために人よりも早く起きるのが癖なんです』

『ふむ、豹人族は夜には強いが、朝には弱い奴らが多すぎるからの～。あの野良猫姫など、夜遊びした上、起こさねば昼まで吞のん気きにグースカ寝ておったからの～』

　シャルネを指導した時の苦労話や、遠くに見える山で狩りをした話などの談笑で貴重な時間が目減りして行く。

『あの、早速、弓を習いたいんですけど』

　意気揚々と話をするルルーシャに悪いと思いながらも、メルはおずおずと進言する。

『まあ、そう焦りなさるな。訓練は日が昇るまで待て。なにしろわしも豹人族ゆえ、朝には弱い』

　今、この瞬間も滑らかな口調で、快調に冗談を飛ばすルルーシャが寝ぼけているような様子は全く見受けられなかった。

　そのまま雑談が続き、朝あさ靄もやも綺き麗れいに晴れて視界が開けた所でルルーシャは話をピタリと切り上げた。

『ではそろそろ訓練を始めるかの～』

『あの、何も持ってこなくていいと言われたので矢や弓は持って来ていないんですけど』

『必要ない。むしろ、それよりも重要な所を鍛えるのが先じゃ』

　疑問を差し挟むよりも早くルルーシャの視線が並ぶ的場へと向けられ、メルの視線も自然とそれに引きずられる。

『そうじゃ、手始めにあそこに並んでおる的の数を数えてもらおう。好きに移動して構わんが、弓を持って訓練がしたいなら出来るだけ早く終わらせることじゃ』

『は、はい！』

　意味は解らなかったがメルは素直に従った。

　ルルーシャの落ち着き払った態度は、経験と自信に裏打ちされた風格をその背に纏まとっている。

『全部で八十三です』

　慣れない作業に多少手こずってしまったが、メルの解答に対してルルーシャは満足そうに一度小さく頷いた。

『よろしい！』

　これで弓矢を使った練習に入れると思ったメルは甘かった。

『では次は肩に赤い布が巻いてある人形の数を数えよ』

　ルルーシャはそう告げるとそれ以上何も言うことはないとばかりに、口を閉ざして腰をどっしりと地面に据えた。

　慌てて数を数え、一刻でも早く報告することを心掛ける。

『赤い布が巻かれているのは四十七です』

『よろしい！　では次は青い布が巻かれている人形の数を数えてくれ』

　困惑したままではあったがメルは懸命に、指定された的の数をただひたすら数え続けた。

　当然、数を間違えると無言で首を横に振られて数え直しである。そして何度目かの報告でやっとルルーシャは重い腰を上げた。

『よろしい！』

『では弓を！』

『いやいや、そろそろ飯時じゃ』

　ポカンと開いた口が塞がらないメルに対し、ほっほっほっと高笑いを浮かべながらルルーシャは家へと引き上げて行ってしまった。

　その後も訓練内容は一切変わらなかった。

　慣れもあって数え上げる速度だけは順調に向上し、全体像が摑つかめたので素早く位置を確認出来るようになってきた。

『よろしい！　では次の段階に入る』

　そう言うとルルーシャは目と鼻の先にある人形を指差した。

『ここからその人形までの距離が丁度、一遠トー里リ』

　一遠里は成人男性の肩幅よりも僅わずかに両端が広いくらいで、子供なら両手を目一杯に広げたくらいの大陸の主に東側で使われる距離の単位である。

『この一遠里の距離を頭に入れて、まずこの場所から十遠里離れた人形の数を数えよ。歩いたりして確かめてもよい。しかし、なるべく早く出来れば数も正確に』

　最初は怪しい距離にある的は全て歩いた歩幅で距離を測らないと正確な距離が解らず、何度も間違って首を横に振られてしまった。

　距離を確かめるために歩き回るのは一苦労で、徐々に距離感というものを目だけでなく、体感することになった。

　こうして初日は一本の矢を射ることもないどころか、弓を持つことすらなく日が暮れてしまった。

『そろそろ人間族の目では暗さが限界か』

　走り回って息切れし、俯うつむいたままメルがルルーシャに問い掛ける。

『はぁ、はぁ、ルルーシャさんはこの暗さでもまだ見えてるんですか？』

『豹人族は夜目が利くゆえ、この程度の距離なら色や形に至るまで全て見通せる』

　メルにとっては今夜のように満月に近い比較的明るい夜でも、目を細めて十遠里くらいが限界である。

『見えなくなってしまっては仕方ない。では今日は終わりにするかの～』

『あの、明日は』

『ん、ああ、明日か、明日も同じ。まず日の出ているうちは数を数える』

　それだけ言い残すとルルーシャは訓練場からゆっくりとした足取りで去って行った。




　次の日、日没後にメルは初めて弓を持たせてもらった。

『まず、基本的な構えを教える』

　ルルーシャのお手本の動作を真似ながら、焦らず確実に姿勢を作る。

　素人しろうと故に試行錯誤でかなりの時間がかかってしまったが、拙つたないメルの動作に口を挟むことなく黙って見守ってくれた。

『ふむ、上出来じゃ。弓はこの地味なことをどれだけ根気よく続けられるかが、上達するかどうかを分ける。そのまま限界まで引いて撃ってみよ』

　実際の遠射の試練の距離の的に向かって矢を構え、的を見据えてメルは静かに弓を引き絞った。

　短弓は見た目に反して弓を引くのには想像以上の力を必要とし、ルルーシャは軽々と引いていたが、メルが力の限りに引き絞って放った矢は的に当たるどころか、半分の距離すら飛ばず草原に突き刺さった。

「あぁ………………」

　心底情けない声が漏れる。それから何度やっても結果は同じだった。

『ふむ、もう止めて良いぞ』

　ふぅ、という長い溜ため息いきがルルーシャの落胆を如実に表していた。

『まだ出来ます。もう一回だけやらせて下さい……』

『残念じゃが、人には神から授かりし天てん稟ぴんというものがある。どれほど努力しても今のままではお主の矢は的まで届くようにもならん』

　ただ淡々と事実だけを突きつけられ、それが示す残酷な現実に膝ひざを折りそうになる。

　圧倒的な人種の差、越えられない明確な人間族と豹人族の隔たり。

　また、この地でも失格を言い渡されるのだと覚悟した。才能がないと、無意味だと、努力するだけ無駄だと、今まで何度となく聞かされた言葉。

　下を向きかけたメルの視界にシャルネの顔が飛び込んで来た。

「メル！　訓練は進んでおるか！」

「…………シャルネ姫、それが、その……」

　今、まさに見限られた所ですとは言えずに言葉を濁すメルから、シャルネはルルーシャに体の向きを変える。

『ルルーシャ、メルの調子はどうじゃ。もう的を次々に射い貫ぬけるようになったか！』

　目を輝かせるシャルネに気が引けて、メルは押し黙りひっそりと顔を伏せる。

　ルルーシャも面と向かって口にすることは憚はばかられたのか、僅かな間を置いて重々しい口を開いた。

『人間族ゆえ、単純な視力や膂りよ力りよくなどの能力は豹人族より劣るが、性格的には非常に向いておる。素直で真面目、苦労で面倒なことにも手を抜かん。そういう者の矢は性格と同様、真っ直ぐに飛ぶ』

　てっきり見込みがないと告げられるだろうと予測していたので思わず伏せていたメルの頭が跳ね上がり、ルルーシャの優しげな微笑みに正面から向き合う。

『メルは上手うまくなるか？』

『まあ、少なくとも太陽が一刻傾くごとにとっとと矢を射させろと、駄々をこねていた野良猫よりは余程見込みがある』

　最後はそう冗談めかしてオチを付けた。

『それは私のことを言っておるのか！』

『おや、心当たりがおありですかな』

　聞き返されると、つまらなそうにシャルネは頰を膨らませた。

『しかし、これで近いうちにメルと共に狩りに行けるな！』

『これでわしはようやくお役御免ですな。流石にこの歳で野良猫に引きずられての狩りは応こたえる。それにしてもわしの人生最後の弟子が人間族の、それも敵味方に分かれて戦をしたランタンの新王だというのだから、人生とは解らんものよ』

　ルルーシャの昔を懐かしむような視線が彼方かなたへ消える。

『そろそろメルが音を上げているのではないかと心配して励ましに来たのだが……順調に励んでおるならそれでよい！』

　次の瞬間、何者かが光を遮り、シャルネの体を覆うように影が落ちる。

『花嫁修業が嫌で逃げ出した野良猫がどの口で言っているのですか？』

『キ、キリン！　何故じゃ、なぜここに居ると解った！』

『嫁だの妻だのと戯たわ言ごとばかり口にする発情期の野良猫の考えなんて直ぐ解ります』

『キリン、いつもの三倍は顔が怖いぞ……ちょ、ちょっと待て！　助けろメル、嫁の一大事じゃ！』

『貴方あなたはまだ嫁ではありません。そんな台詞せりふは最低限豹人族の嫁として恥ずかしくないだけのことが出来るようになってから言って下さい』

　シャルネは珍しく首根っこを摑まれる前に自らの意志でキリンの元へと駆け戻った。

『うむ。その内、メルにも私の完かん璧ぺきな手料理を食べさせてやる』

『試練が終わってからにして下さい。試練前にお腹を壊されたら面倒ですから』

　ぎゃあ、ぎゃあ、と騒がしく反論するシャルネを有無を言わさず馬に乗せ、そのまま嵐のように去って行った。

『あれでも、うちの曾ひ孫まごはお主に感謝しておる。不器用で伝える方法を持たんだけだ。あれは生まれた落ちた瞬間から特別に過ぎた』

　昔を懐かしむように目を細め、それまで静観していたルルーシャがポツポツとキリンの過去を語り出す。

『今より強きよう靭じんで凶暴だった我らの祖先の血を色濃く受け継ぐ〝先祖返り〟という者が稀まれに生まれる。キリンもその内の一人じゃ。その力を持て余し、少し手加減を間違えただけで物も人も壊してしまう故、母親からも遠ざけられ、生き物の温もりを求めて兎を撫なでようと伸ばした手が血に染まった時、誰にも触れてはいけないのだと理解した』

　話を聞いてようやく自己紹介した時、握手しようと差し出した手をキリンが取らなかった理由を察した。

『周囲はキリンを怖がり、キリンも傷つけることを嫌って双方が距離を置き、周りには空白地帯が生まれた。しかし、幸運だったのはその空白地帯に土足で踏み込んでいく勇敢で馬鹿な者が一人だけおったことだ』

　その勇敢で馬鹿な者にメルも一人だけ心当たりがあった。

『シャルネ姫ですか』

『うむ。あの姫は、一人で暇であろう、私が遊んでやっても良いのだぞ、などとのたまった。そして何度無視されても逆に意地になってキリンに近付いて来た。それがいけなかったのか、不意の事故で怪我をした。もう二度と姿を見せなくなることを覚悟していたが、あの阿あ呆ほうは次の日もまるで何事もなかったかのようにキリンの前に現れ、全く同じ言葉を口にした。それにどれだけ救われたのか解らん。しかし、少なくともキリンは力の使い道は決めた。今でもあの小娘共はこの村、いや、豹人族全体ですら持て余す。お主のような人の好よさそうな男に引き取ってもらわねば困る』

　しみじみとそう語り、ルルーシャは何処かを目指してゆっくりと歩き出す。

『人を作る物は環境じゃ、天稟を持ってしても正しい環境におらねばその力は正しく発揮されん。良き師を持ち、そして良き道具を持たねば』

　倉庫のような場所に入り、ルルーシャは何かをごそごそと漁あさっている。

『昔、この辺りに一緒に仕舞ったはずなんじゃが、歳を取ると思い出すのも一苦労じゃ』

『あの、何を捜してるんですか？』

『お主の弓じゃ。さっき使っておったのは豹人族の弓、非力な人間族が使うことなど考えられておらん。おっ！　あった、あったぞ！』

　取り出した弓は今までの弓よりも一回り以上も大きく、メルの身の丈程もあった。

『エルフの弓じゃ。エルフ族は人間族よりもさらに非力じゃ。それ故に力が弱くても射程と威力を上げるために弓を大きくした。携帯と連射には不向きじゃが、人間族にとってはこちらの方が使い勝手が良かろう』

　手渡されたエルフ弓はメルにも無理なく引けて、さっきと同様に矢を放つと的を軽々と飛び越えた。

『的に当てようなどと思わなくてもよい、己の心に従い真っ直ぐ飛ばすことだけを考えよ』

　その言葉に安心したのか余分な肩の力が抜け、すっぽ抜けるように放たれた矢は的へと吸い込まれた。

　たったそれだけのことが、豹人族なら朝飯前に出来てしまう程度のことがメルにとっては心から嬉うれしかった。

『ほれ、喜んでいる暇があれば、今の感覚を忘れぬうちにもう一射じゃ』

　一射ごとに次はもっと上手くなれるという確信が生まれ、メルの心は躍った。

『まずは理に沿って正しきを学び、その後に努力する』

　人間族の諺ことわざなら、石を積めども城は建たず、がそれに該当する。

　城のような巨大な建造物だと、構造をしっかりと考えずただ闇雲に石を積んでも結局崩れて意味をなさないことに由来する。

『正しく学べば弓を引くことが楽しくなる。努力することが娯楽となる。そして努力を心から楽しめる者を天才と呼ぶ、わしは師からそう学んだ』

　それから弓を引くことにメルは熱中した。

　手の皮が剝むけて血が滲にじんでも、そんなことは的を射貫くと全部頭の中から弾き出され、無意識に用意された次の矢をつがえようとしたが、残りの矢が二本になった所でルルーシャに止められた。

『よし、撃った矢を全て回収して来るんじゃ』

『でも、後二本、残ってますよ。これを撃ってから集めに行けば』

『弓兵は矢がなくなれば、力を失うも同然じゃ。よって全ては撃ってはならん。必ず、一本か二本余す癖をつけよ。これは心の余裕を生む。そして冷静さを保つために残りの矢の本数を数えておけ、もしも数が合わなければそれは冷静でない証拠。とても矢を射るような精神状況ではない』

　攻撃力を持ち続けることが重要で、敵を倒すことよりも自分が死なないことを第一に考える戦い方。生きていれば矢を補充できるが命は補充できない。

『このことだけは豹人族の戦士ならば決して忘れるな！』

　今までとは段違いの厳格さに、一瞬周囲の空気まで張り詰める。

『解りました！　直ぐに矢を取って来ます！』

『お主は素直じゃ。それは人として得難い才覚じゃ、大切にされよ』

　自信を付けさせるために褒めてくれているのだと頭では理解していても、褒められると矢を拾いに行くメルの気持ちも足取りも軽やかになった。




　　　　＊




　豹人族の暮らしも食べ物も十日もすれば体に馴な染じむ。

「メル！　今日は一緒に狩りに行くぞ！」

　シャルネのよく通る清涼感のある声が頭の中の靄もやを吹き飛ばす。シャルネはいつも曇天の空から太陽の下にメルを連れ出してくれる。

「そういえば今日は馬の練習の日でしたね」

　何日かに一度は矢ではなく、馬の訓練もする。

　試練には馬上から弓を射るものもあるので、馬上での安定性は不可欠だ。でも、それ以上にシャルネの嬉しそうな顔を見ていると、豹人族にとって馬に乗ること、狩りをすることは特別な意味を持つと嫌でも解る。

「なんじゃ、忘れておったのか。せっかくこの日だけは私が花嫁修業から解放されるというのに」

　シャルネは何か嫌なことを思い出したのか、表情に影が差す。

「花嫁修業、大変ですか……」

　他人行儀な言い方になってしまったのはメルにとって嫁だとか、夫婦だとかの実感が希薄なせいかもしれない。

「とにかく！　今日はそんなことは忘れて遊ぶぞメル！」

　メルは腕を摑つかまれ、シャルネに急せかされるようにして馬に飛び乗り、見渡す限りの草原を自由気ままに馬で駆け回る。

「どうじゃ、メル。私の愛馬の乗り心地は」

「まるで空でも飛んでるみたいです！」

　とても素直で、乗り手の未熟を補うようにメルの意志を馬の方が自然と汲くみ取ってくれる。操っているというより乗せてもらっている感覚に近い。

　馬の首に優しく触れ、その労を労ねぎらう。

　それからもシャルネは奔放に、喉のどが渇けば道中のザクロを食はみ、兎を見つければ追いかけて矢で射る。疲れれば草の上に寝転んで体を休める。

　何にも束縛されることのない自由。シャルネは勿もち論ろん、豹人族の性質というのはこういう自由を追求した先にある気がした。

　草に寝転びながら辺りを見回すと、遠方には羊を連れている豹人族の一団が点在し、また別の方角にはメル達と同様に狩りを楽しむ人達の姿もちらほら見受けられた。

　狩りは豹人族の狩猟本能に刻まれており、必要だからというよりも娯楽の側面が強い。そしてその方法も理に適かなっている。

　豹人族の唯一の弱点である持久力のなさを強靭な馬で補い、瞬時に大きな力を発揮出来る特性を活いかして広射程で大威力の弓を持ち、よく利く耳と目で家畜を管理する要領で獲物を追い込み、尻尾しつぽを駆使して不安定な馬上でも完璧にバランスを取りながら全くぶれることのない必中の矢を放つ。

　平地で豹人族に勝る者なし、との呼び声が高いのも納得だ。

　豹人族の戦闘力の高さは身体能力的に恵まれた者が、生活の中で娯楽として戦士としての訓練に励んでいるのだから隙がない。

　持って生まれた狩猟本能なのか、命を奪うことへの躊躇ためらいも薄い。しかし、逆に命に対しての尊敬と感謝は人間族を遥はるかに凌りよう駕がしている。

　他者の命を奪って自分達が生きていることに自覚的であり、強き者が弱き者を食べることを自然なこととして受け入れている節もある。

　農耕民族である人間族の価値観とはそこが致命的に違う。

　そしてメルが豹人族と共に生活する上である意味で一番恐ろしいと思ったことは、豹人族では女性であっても当たり前のように馬に乗れて、弓は嫁入り道具として持って行く風習でも解るように生活に直結しており、馬に乗りながら逃げる兎を驚異的な精度で仕留めていくことだ。

　豹人族の女性は一族が危機に陥った時には戦ったと聞かされたけど、豹人族として持って生まれた高い資質と、日頃磨いている練度を合わせれば女性も即戦力になる。

　つまり豹人族は一族の存亡がかかった場合、日常生活や未来を考慮しないのであれば即時に戦力を倍にする奥の手を隠し持っているに等しい。

　気が付いてしまった事実に背筋が凍る思いがすると同時に、そこにこの乱世の拮きつ抗こうを崩しうる可能性の一端をメルは見出した。

　──限られた土地で支えられる人口の限界を迎えて戦力に大きな差がつかず、地形の有利不利、隣国の横よこ槍やりによって結局拮抗状態が維持されてしまう。でも、もしも敵を攻め、後に別の国からの侵攻を防げるだけの十分な戦力を残せるなら。そのために本来は戦闘に参加しない者を、一時的にでも参加させられれば、直接戦わなくても支援や伝達、輸送だけでもやってもらえば、その分の兵力を前線に送れる。そうすれば戦力的な拮抗と、現代の閉へい塞そくを打ち破れ…………

「メル、メル、メル！　聞いておるのか？」

　シャルネに名前を呼ばれ、少し拗すねたように尻尾で体をペシペシと叩たたかれ、メルの思考が強制的に中断させられる。

「すみません。少しだけ考え事をしていて」

「ほれ、メル、兎じゃ！　訓練した矢の腕前を見せてみよ！」

　地面と馬上では多少勝手が違うが、馬は速度が上がると馬上の揺れの種類が変わり、相対的な揺れは小さくなり、馬が十分な速度に達した刹せつ那なを逃さず矢を放つと地面とそれ程変わらずに矢を射ることが出来る。

　数回の失敗を経て、メルは三度目でようやく兎を仕留めた。

　その場で直ぐに血抜きをし、仕留めた兎の処理の仕方をシャルネに習う。兎は食用で肉は美味おいしいが毛皮はあまり価値がなく、高く売れないのだそうだ。

　逆に肉は不味まずいが虎の皮は装飾品として、鹿の角は薬としても売れるらしく、ちょっとしたお小遣い稼ぎに狩りをする者も豹人族には多いらしい。

「メルは妙な弓を使っておるな？」

「ああ、これですか。エルフ弓だそうです。僕だと両手どころか足まで使わないと引けない豹人族の強短弓より、こちらの方が人間族には使いやすいからと」

「エルフというと、南の山向こうの高地で山羊やぎに乗ってピョンピョンしている奴らのことじゃな」

「エルフって、そんな愉快で珍妙な人達でしたっけ？　豹人族ってエルフ族とは仲がいいんでしたっけ」

「エルフは変態じゃが、別に嫌いではない。ただこの頃は隣国との関係で、こちらにはあまり降りて来んようになったな」

　どこか憂いに満ちた表情でシャルネは山の方角を見やる。

　その後も別の集落の豹人族の暮らしを目にし、直じかにそれを体験し、シャルネが隣であれこれと豹人族のことを解説してくれた。

　豹人族の村ではシャルネの方が先生だ。

　遊牧民は適当に移動しているわけではなく、季節ごとに大まかに決まった地域を順番に巡回していること、小さな集団単位でも場所が決められ、たまに豹人族同士で牧草地を巡って揉もめること、そしてそれを取りまとめるのが王の仕事であること。

「羊に山羊に、結構沢山の種類の家畜がいるんですね」

　話を聞きながらメルは放牧風景を物珍しげに眺める。

「うむ、家畜は財産であり、沢山飼っていれば沢山の肉が食える」

　涎よだれを垂らさんばかりに、羊の方にシャルネが肉食獣のような視線を向けると、それを察したのか羊は少しシャルネから距離を置いた。

　豹人族は基本肉食である。狩りはその象徴と言える行為で狩って楽しい、食べて美味しいので心とお腹を満たしてくれるらしい。

「羊とかって、人間が何もしなくても割と自然に人の後をきちんとついて来ますよね？」

「馬も似た性質を持つが、羊はさらに輪をかけて臆おく病びような生き物じゃから基本的に仲間と群れで行動する。仲間と居ると安心するのじゃ。その群れから外れぬように本能的に先を行く者の後を追いかける習性がある。だからきちんと人間が先導すれば付いてくる」

　追い立てられるわけでもなく、人が囲い込むわけでもないのに見事に集団を組んできちんと羊の群れが歩いて行くのは、そういう知恵があるからなのかと驚かされた。

「しかし、山羊は好奇心旺おう盛せいで目を離すと直ぐに勝手に何処かに行こうとする」

　過去に山羊に煮え湯を飲まされた経験でもあるのか、シャルネの顔に苦々しい表情が浮かぶ。

「なのに山羊を飼うんですか？」

「山羊は美味うまい！」

　出てきた答えは単純明快で、何よりもシャルネらしくて思わず笑ってしまった。

「何を笑っておるメル！　別にそれだけではないぞ！　沢山の種類を飼えば病気などで全財産を失う危険が減らせる。それに小川やちょっとした障害物でさえ臆病風に吹かれて羊は足を止めてしまうが、山羊は好奇心旺盛で人懐っこいから、川も障害物も難なく越えて行く。すると羊は本能に従って山羊に追随し、川や障害物を越えられるのじゃ」

「山羊で羊を先導するみたいな感じですか」

　生き物の性質をしっかり把握し、組み合わせ利用する。流石に遊牧民は家畜に関しては専門家だ。

　ちなみにその後に聞いた繁殖の話も割と衝撃的だった。

「闇雲に増やしても結局牧草地は限られておるし、季節なども考慮せんといかん。環境が厳しいと結局死んでしまう」

「でも、偶発的な事故とかで子供が出来ちゃうことってないんですか」

　口に出してしまってから、あまり女子と二人で語る内容ではなかったと反省するメルを尻しり目めに、そんなこと歯し牙がにもかけずシャルネの言葉が返ってくる。

「オスとメスは基本的に分けておる。そもそも発情期のオスはメスを前にすると気性が荒くなって手におえん。よってオスは優秀な個体を残して去勢する」

　その光景を思い浮かべ、何処となく切なさを感じてしまう。

　自然界の掟おきては圧倒的に無能に厳しい。

「きょ…………去勢って、あの去勢ですよね」

「そうじゃ、オスのあの部分をこう……」

「ああ、いいです！　そういう詳細な感じの話はしなくても！」

　なんか股また下したが急に風が通り抜けたかのように寒くなった。管理の一環であり仕方ないことであるとはいえ、同じオスとして考えるだけで恐ろしい。

「残した優秀なオスを冬場にメスの中に入れてつがわせ、春の暖かくなる頃に子供を産ませるのじゃ。子羊は真っ白でふわふわで可愛いぞ、しかも食べると肉が軟らかい！」

　屈託のない笑みと共にシャルネの口から綺き麗れいな八重歯が覗のぞく。豹人族は妙に可愛らしい所と、ゾクリとさせられる残酷さが同居している。

「可愛いのに食べちゃうんですかっ！」

「別に毎日食べているわけではない！　子羊は結婚や出産の祝い事の際に特別に出てくるものじゃ」

　結婚や出産と口にしてから照れくさくなったのかシャルネは頰を染め、その意味をメルもなんとなく察した。

「そういえば僕達って結婚するんですよね……」

「何を今さらなことを言っておる。私が何のために花嫁修業などという面倒なことをやっていると思っておるのだ」

　恨みがましい目をしているシャルネの顔から目線を逸らすと、その先には針傷だらけのシャルネの手があった。

　自分のためのものだと思うと、余計に照れくさい気分にさせられる。しかし、シャルネとの結婚生活は現実離れしていて想像もつかない。

　一つだけ確実に解っているのは尻に敷かれそうだということだけだ。

　困ったようにメルが頰を搔かくと、シャルネも不満そうにこちらを見上げる。

「なんじゃ、メルはこんなに可愛い嫁の何が不満なのだ」

「いえ、不満とかではなくて、その可愛い嫁と僕なんかとじゃ釣り合わない気がして」

　元が流民であるメルと、純粋な王族であるシャルネでは天と地ほどの違いがある。

「か、可愛いなどと軽々しく口にするな！」

「シャルネ姫が自分で言ったんですよ！」

「自分で言うのはいいのじゃ！　それに釣り合わんと言うなら、釣り合うようになれば良いだけではないか」

　顔はそっぽを向きながらも、尻尾しつぽは人懐っこくメルの腕に絡み付いて来る。

「シャルネ姫の方は僕との結婚、その、嫌じゃないんですか？」

「べ、別に嫌ではない。メルならば、まあ、認めてやらんこともない。それに…………どうしても嫌ならとっくに料理を投げつけておる」

　シャルネの言葉に噓偽りはなく、スッとメルの心に滑り込んで来る。

　はにかみながらメルも笑みを零こぼし、シャルネはその顔をじっくりと覗き込みながら無言で尻尾を使ってメルの体を引き寄せ、メルの眼下に頭を差し出した。

「メル！　私の頭を撫なでよ。耳に触ってもよい」

　いきなりのことにメルは戸惑い、全身が強こわ張ばる。

「えっ、でも…………」

　メルは一度自分の手に視線を落とす。

　肉刺まめだらけで潰つぶれた肉刺の中にさらに小さな肉刺が出来ている状態で、皮が剝むけて血が滲にじむような手で綺麗な銀色の髪に触れていいのか迷う。

「傷だらけでも、肉刺だらけでも、血が付いても構わん。それがメルの手じゃ。それに私はメルの嫁じゃ！」

　面と向かって嫁だと宣言され、もうこれ以上言わせるなとメルの手元に頭をグリグリと突き出される。

「じゃあ、失礼します」

　髪に触れるとゴロゴロと気持ち良さそうに喉のどが鳴り、擽くすぐったいのを我慢するように尻尾が躍る。そのまま猫耳に軽く触れると、シャルネから驚いたような声が漏れた。

「にゃっ！　メル、もう少し優しく触らんか！　耳は豹人族にとって繊細な部分なんじゃぞ」

「す、すみません」

　文句を言いつつも距離を取るどころか、さらに距離を詰めてきた。

「何をしておる。続けよ」

「あ、はい！　これ、何の意味があるんですか？」

「………………秘密じゃ。それとも嫌か？」

「いえ、手触りとかすごく良いです。なんか安心します」

「そ、そうか………………」

　深い沈黙の後にシャルネの顔が徐々に紅潮していく。

「も、もう無理じゃ、もう限界じゃ！」

「何がですか？」

　乱暴に立ち上がり、シャルネは逃げる様に馬に飛び乗る。

「よいか！　このことはキリンには内緒じゃからな！　絶対誰にも言ってはならんぞ！」

　メルは壊れた人形のように首を上下に動かし、シャルネの言葉に頷うなずきながら、のぼせた頭の熱を冷ますのにかなりの時間を要した。




　月明かりの下でメルは今日あったことを思い起こしながら弓を引く。

　エルフ弓は遠くへ飛ばす助けにはなるが、連射は豹人族の弓よりも劣る。それを補うために動きの無駄をなくし、時間内に一本でも多く矢を放つ。

「少しは様になったようですね」

　師匠と同じく足音も気配もなく、いつの間にか隣に佇たたずんでいたキリンと目が合うとギョッとして体が硬くなる。
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「ここに野良猫は来ませんでしたか？」

「いえ、今晩は来てません」

「今晩は、ですか」

　不用意な言葉尻を捕らえられ、キリンから疑惑の目線が向けられる。たまに夜中にシャルネが天幕を抜け出して来ていたことを知られてしまった。

「貴方あなたに一つお聞きしたいことがあるのですが、宜よろしいですか」

　肯定するようにメルが頷くと、黒々としたキリンの瞳ひとみがメルを見据える。

「今日、野良猫が妙にそわそわと落ち着かない様子で、顔まで赤らめて帰ってきましたが、何か心当たりはございませんか」

「あっ！」

　動揺で矢があらぬ方向へと飛んで闇夜に消える。

「心当たりがあるようですね。ではどのような不ふ埒らちな行為に及んだのかをじっくりとお聞かせ頂けますでしょうか。場合によっては……」

　キリンの手が剣の柄に触れ、金属の擦れる音が妙に鮮明にメルの脳内で響く。

「別に変わったことはしてない、です…………しいて言えばシャルネ姫が頭を撫でてもいいと」

　キリンの圧力が増し、大きく一歩メルの方へと踏み込んで来て、鼻先が触れ合うくらいの距離にキリンの顔が急接近した。

「撫でたのですか」

「は、はい！」

「耳にも触れたのですか！　触れたのですね！」

「えっ！　何か不味まずかったですか？」

「本当にあの野良猫は仕方のない子です。夫婦の作法として教育したにすぎないのに、しかも、そういった行為は正式に妻となるまで慎むようにとあれほど教えたのに」

　まったく仕方のない野良猫です、とキリンがお決まりの台詞せりふを溜ため息いきと共に吐き出す。

　言葉の刺とげ々とげしさとは裏腹にキリンは柔らかで満足げな表情を浮かべていた。しかし、それも一瞬で泡のように消え、メルへ真剣な顔つきで向き直った。

「いいですか、豹人族にとってその象徴たる耳や尻尾に触れさせる行為は特別な意味を持ちます。相手に全てを捧ささげると誓う、婚姻の時に行われる耳合わせの儀式です」

　しっかりと記憶に刻みつける様なキリンの重々しい言葉が、その重要さをありありと物語っている。

「でも、僕達の場合は最初から命が懸かっているわけですし」

「捧げるのは命以上のものです。野良猫が命を投げてでも守ろうとしたもの、誇りと心を貴方に捧げるということです。私の剣の錆さびになりたくなければ、そのこと努ゆめ々ゆめお忘れなきよう」

　キリンのちょっと凶暴な母性の象徴と共にメルはその言葉を心に留める。

　感情的になった心を落ち着けるように、一つ咳せき払ばらいをして間を取ってから遠回しにキリンは本来の目的を切り出した。

「しかし、こんな夜中にこっそり自主練とはご苦労なことです」

「同じ練習量じゃ僕は多分、豹人族に到底追いつけないですから」

「でしょうね。ルルーシャに師事し、最適な道具を用いたとしても、弓を握って生まれてくると言われる豹人族の試練に貧弱な人間が挑むのですから血の滲むような努力は必要でしょう。そこまでして野良猫を嫁に欲しいのですか？　物好きもいたものです」

「正直、結婚とか嫁とかはあんまりピンと来てなかったんです。でも、今はシャルネ姫の隣に立っても釣り合いが取れるようになりたいです。凡庸で非才なので、時間はかかるかもしれませんけど」

　言い終えるとキリンは無言で貝殻のようなものをメルの眼前に突き出してきた。

「手の傷に効く薬です。試練前に化か膿のうして死なれては困りますから」

　今ならメルにもキリンの言葉の真意が、厳しい言葉の後ろに隠れた優しさが感じ取れた。

「ありがとうございます。大事に使わせてもらいます」

　言葉を返すとキリンの厳しい表情が月明かりの加減か、僅わずかに緩んだ。キリンはそのままゆっくりと膝ひざを抱えメルの隣に腰を下ろした。そして暫しばしの沈黙を挟んで意を決したように言葉を紡ぐ。

「それから、まだ貴方にちゃんとお礼を言っていませんでした」

「お礼、ですか？」

「野良猫を助けてくれたことについてです」

「いや、あれは僕が助けたわけじゃありませんし、そもそも、まだ助かったわけでもないといいますか」

　どう答えていいか解らずにメルは曖あい昧まいに頰を搔かく。

「だとしても、私だけではあの野良猫はとっくに首を刎はねられていました。結局、私は百人斬り伏せることは出来ても、たった一人すら守れなかった。ですから感謝はしています…………もし私に出来ることなら何かの形でお礼を……」

　こういう状況に不慣れなのか、言葉も何処かたどたどしい。

「なら、キリンさんはもう少し笑った方がいいと思います」

　予想していなかったメルの回答に面食らったのか、僅かに眉まゆを寄せつつも、精一杯の笑顔を形成しようと悪戦苦闘している姿にメルの方が先に笑みを零してしまった。

「…………もしかして、からかっていますか」

　真顔に戻ると、キリンは綺き麗れいな分だけ冷淡さが際立ってしまう。

「違います、違います！　今のシャルネ姫があるのはキリンさんのお陰で、側でずっと自分を大切にして愛してくれる人がいたから、シャルネ姫は誰よりも真っ直ぐに育ったんだと思います。キリンさんもシャルネ姫のことになるとよく笑いますし、怒りますし、でもそれ以外には基本無表情ですから、言動も行動も不器用で解り難にくいんです。本当は誰よりも優しいのに」

　嫌われることすら甘受して、相手のために尽くす深い愛情。

　向けられる厳しさも全て愛情の裏返しだとシャルネは知っている。本当の意味で相手が自分を嫌うことはないという絶対的な信頼が二人の根底にはある。でも、それは二人の間でだけ通じる暗号のようなものでキリンの優しさはほとんどの人に伝わらない。それがキリンの優しさを知る者にとってどうしようもなく歯は痒がゆい。

　一歩分だけ踏み込んで、近くで本当のキリンを見て欲しい。

「キリンさんは折角、女性に生まれて美人なんですから、それを武器に使ってもいいと思います。キリンさんなら服装や、髪に飾りを一つ着けたりするだけでも、きっと印象も変わりますし、それに男は美人の頼み事には弱い生き物ですから」
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「…………少しだけ、考えておきます」

　キリンとシャルネのように言葉なしにも通じ合える関係、いつか自分達もその領域に達することが出来るだろうかと遠い未来に思いを馳はせ、メルは夜空を見上げる。

　見上げた空には切れ長の三日月が浮かび、それが満ちる頃、メルとシャルネの運命が決まる。




　　　　＊




　人事を尽くし、後は天命を待つのみの状態でメルは運命の日を迎えた。

　当日はシャルネと同年代か、少し上くらいの男子達が各部族から集まり、一様に緊張した面持ちで試練に臨んでいる。

　豹人族の実力を目の当たりにするごとに自信が揺らぐ。しかも、物珍しげな好奇の視線と嘲ちよう笑しようが入り混じった声が遠慮なく飛んでくる。

　その奥からは失敗した場合、この場で直ぐ首を刎ねるためなのか、処刑人がメルを血走った目で睨にらみつけながら、馬を捌さばくための大きめの刃物をこれ見よがしに研いでいる音さえも鮮明に耳まで届く。

「なんじゃ、メル。今更になって緊張しておるのか」

　ある程度の重圧は覚悟していたつもりだったが、目の前の光景は明らかにメルの想定を超えていた。

「あんな殺意の塊みたいなもの見せつけられて、落ち着けって方が無理ですよ！」

「私を嫁にするのなら自信を持て、見事、私を射とめてみせよ！」

　自分の台詞で恥ずかしくなったのか、僅かに頰を染めたシャルネにお尻しりを蹴けっ飛ばされてようやく覚悟が決まった。

「シャルネ姫、行ってきます！」

　メルの順番となり定められた開始位置に立ち、二、三度軽く地面を踏みしめて足場を確認してから標的を見定める。

　百遠里以上の距離に配置された第一の試練の遠射の的は、メルが立っている場所からは豆粒のような点にしか見えない。

　丁寧に足場を均ならし、地に根を張るようにずっしりと構え、地面と一体になる。

　正面に誤差なく構え、引き手で矢をつがえ、一連の動作で弓を引く。

　木と皮と筋より作られた弓が変形し、元に戻ろうとする反発力を溜ため込んで軋きしむ音色が耳に届く。今のメルなら音だけでもどれだけの反発力を溜め込んだのかが解る。

　呼吸を整え、反発力を指先に感じながら弓を空へと向ける。

　最大の飛距離が出る仰角に矢先を定める。そこから風向きなどを考慮して矢が的へと至る道筋を逆算する。

　導き出された理に従い、微調整を加えて矢を放ち終わった後の残心まで含め全ての動作を脳内に想像出来た所で、息を半分だけ吸って、一瞬呼吸を止める。

　体が自然と脱力し、滑らかに矢を送り出す。

　イメージした通りの動きで溜め込んでいた反発力が一気に解放され、風切り音と弓から伝わる弦の振動だけを残して矢が空へと消えていく。

　僅かな間を置いて、判定者の旗が力強く揚がった。

「メル、的中じゃ！　しかも真ん中じゃ！」

「ちょっとシャルネ姫！　まだ試練中ですから入って来たら駄目ですから」

「見ろ。周りも人間が一矢で的を射い貫ぬいたことに驚いておるぞ」

　シャルネの言葉で周囲も我に返ったのか、遅れて拍手で祝福してくれた。その音が時間と共に大きくなり、歓声を伴った賞賛へと変わる。

『あの人間族、ルルーシャの弟子と言うのは本当か？』『ルルーシャはもう弟子を取らんと言っていなかったか』『しかし、あの距離を一撃で仕留めてみせたのは伊達だてや酔狂ではないぞ』『まあ、人間族にしてはそれなりだが、まだ解らん。弓は上手うまくとも馬と連射こそ豹人族の伝統、人間族に一朝一夕に真似できるものではない』

　ざわざわと騒がしい雰囲気の中、ルルーシャがゆっくりと馬を引いて現れる。

　ルルーシャの姿を見み咎とがめると周りの喧けん騒そうも一気に静まり、独特の緊張感が戻ってくる。

『では次の試練に移る。各々馬に乗れ！　そしてあそこに並ぶ的を出来るだけ多く射よ！』

　広大な土地で馬を友として育ち、戦場では馬を自分の足のように自在に操る機動力を活いかして、相手の矢すら届かない距離を保ちながら延々と馬上から昼夜を問わず矢を浴びせ続ける豹人族の伝統戦術。

　馬と矢という豹人族の特徴を最大限活用した戦術は平地で無敵を誇り、あらゆる大国を打ち倒してきた豹人族の誇りそのものだ。

　その体現こそ、次の試練内容。

　野には三十を超える的が用意され、そこを馬で自由に駆け回りながら矢を射ていく。

　近付けば的に当たり易くなるものの、それだと次の的へと移動する際に遠くなってしまう配置になっている。

　当てた数、外した数、残り時間などが採点基準であり、審査する名手達が受験者の一挙手一投足を注意深く観察する中、馬に乗ったまま開始位置に着く。

『それではメル・アルカート。準備はよいな。スタート位置について一連射の間にこの場所へと戻って来るのだ。時間内に戻らん場合はどれだけ的を射ても失格とする』

　説明を了解すると開始のドラが盛大に打ち鳴らされ、馬と共に勢いよく最初の的を目指して大草原に駆け出す。

　精度は遠射ほど求められない代わりに、数を撃ち、尚且つ当てなければならない。

　一番大切なのは馬と自分の呼吸が合った瞬間に矢を放つこと。

　馬が速度を上げ、空を飛ぶように地面から飛び上がる一瞬、伝わる振動がなくなり、まるで宙に浮いて止まっているかのような時間がある。

　その刹せつ那なを見逃さずに矢を放ち、終わると素早く背中に手をやり、次の矢を考えるより早くつがえる。

　一つ目の矢が的の中心を射貫くのを視界の端に捉とらえてから、次への的へ向かって進路を変え、馬が加速するのを待って今度は矢継ぎ早に四つの的を駆け抜け様に矢で仕留めて行く。

　連射は一度調子を崩すと総崩れになる。ペースを乱さずに規則正しく一定間隔で撃ち続けることが何より肝要だ。

　五番目の的へ射た矢が僅わずかに逸れ、的を掠かすめただけで終わる。その動揺は胸の内にだけ仕舞い込んで六つ目の的は真ん中を撃ち抜いた。

　そのまま二十を超える標的を射て、次の矢をつがえようと伸ばした手を急激に止め、シャルネ達が待つ開始地点を全速力で駆け抜けた。

「時間、間に合いましたか」

　にっこりと柔和な笑みを浮かべたシャルネの顔を目撃し、メルは極限の緊張から解き放たれ、ようやく胸を撫なで下ろす。

『それでは試練の結果を言い渡す。的中二十九、失敗四。最後の二本は撃たず残し、よくぞ教えを守った』

　ルルーシャに結果を告げられ、メルはようやく試練を突破したのだという実感が持てた。

『師範のお陰です』

　まだ試練中にも拘かかわらず、いつもの癖で深々と頭を下げて礼をするメルの姿に周囲からも笑いが漏れる。

『まだ終わりではない。最後の試練がある。気を引き締めよ』

　毎回最後の試練だけはその瞬間まで内容が伏せられているらしく、誰一人として知らされていない。

『最後の試練は心射だ！』

　説明された試練の内容は非常に単純明快。

　大切な人が心臓の位置で持っている的を撃ち抜かせることで心の強さを試し、相手からその者への信頼を問う心射。

　普通ならば親や兄弟がその役を果たす。しかし、当然ここにはメルの家族はいない。

　説明が終わると、周囲の豹人族からもメルへの同情の視線が一挙に集まり、一部からは非難の声も上がる。それらの声をルルーシャが一喝して静める。

　暫しばし、重苦しい沈黙が下りたが、直後にその沈黙をシャルネが破った。

「メルの的は私が持つ」

「この野良猫、馬鹿なこと言わないで下さい。万が一、顔に傷でも残ったら誰がどう責任を取るんですか」

「メルが全責任を取れば問題なかろう。そもそも的を持つ相手は矢を射る者にとって特別な者でなければいかん。ならば当然、嫁である私がメルの前に立つのが道理であろう」

　メルの意志を問うようにシャルネから視線が投げかけられる。

「僕はシャルネ姫に的を持って欲しいです。豹人族の姫でも、人間族の王妃でもなく、僕の家族として。お願いできますか」

「うむ！」

　最高の笑顔で応じたシャルネは胸の前に的を持ち、十遠里ほどの位置に仁王立ちする。

　豹人族の姫がわざわざ矢面に立ったことで、事態を知らない周囲の者達にも緊張が走る。

　この距離ならば落ち着いて放てば的を外すことはない。しかし、何事にも万が一という可能性があり、それを想像するとメルの全身にじっとりと汗が滲にじむ。

　手汗をしつこいくらいに服で拭ふき取ろうとするが、メルの不安と動揺は何度拭いても拭ぬぐい去ることが出来ない。

「私はメルが懸命に訓練する所をずっと見て来た。その私が断言する、メルは外さん」

　シャルネは言い終えると静かに目を閉じ、ベタ足で避ける気配すらも微み塵じんも見せない。その勇気に思わず観衆の方が息を吞のみ、自然とその場に沈黙が生まれる。

　確信に満ちた言葉に導かれ、ようやくメルの震えが止まり、心が決まった。

「行きます！」

「うむ、何時でも来い！」

　矢が離れる最後の一瞬まで全神経を集中し、メルの全てを込めて放たれた矢は見事にシャルネの心を射貫いた。

　合格を示す旗が揚がると同時にシャルネはメルの胸に飛び込み、メルも感極まって力一杯シャルネを抱きしめた。

「…………メル……その、そろそろ放してもよいのだぞ」

　林りん檎ごのように赤い顔と火のように熱いシャルネの体を慌てて解放し、恥ずかしい行為を猛省しながら、ルルーシャから鷹たかの羽、エルフの神木、そして白銀に輝く矢尻を備えた一人前の証あかしである飾り矢を恭しく受け取る。

『メル・アルカート。今日より我が部族の誇り高き戦士の一員として、その証である銀の飾り矢を授ける』

『ありがたく頂ちよう戴だいいたします』

　何も持っていなかった両の手にメルは人生で初めて何かを得た気がした。

　今ならばもしかしたら自分は何者なのかという問いに、アルカートの一人として、名を汚さない人物として、自信を持って答えられるかもしれない。

　そんな一時の感傷に水を差す様に、ランタンへ使いに出されていた豹人族の兵が鬼気迫る表情のまま早馬で試練場に無遠慮に乗り込んで来た。

　そしてメルの姿を見咎めると目の前で馬を急停止させた。

『メル・アルカート様、至急ランタンへお戻り下さい。ランタン王が倒れました』

　簡潔に淡々と告げた伝令の声色が、事態の深刻さを如実に表していた。
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　王が倒れたとの一報を受けてからシャルネとメルは馬に飛び乗り並走し、再びランタンに舞い戻った。

　情勢に敏感な行商人の間で戦の噂は飛び交っているものの、それに反して不思議なほどランタンはいつも通りの平穏を保っている。

　それはたった一人の人間が一国を今まで守り抜いたことを示していた。

「戻ったぞ！　生きておるか！」

　扉を蹴け破やぶらんばかりの勢いで王の寝室の扉を押し開け、シャルネの声が王城内に反響する。

　メルも王の寝室まで息を切らしながら全力疾走し、ヒリヒリする喉のどを唾つばで潤し、息を整えてから王の眼前に膝ひざを突く。

「メル・アルカート、ただいま戻りました！」

　病床の王は死を前にしても穏やかで地平線の果てまで広がる雄大な草原のような面持ちだった。

「シャルネ姫、そんな大声を出されては死者でも目を覚まします」

　冗談を交えながら自分がまだ健在であることを示したが、その顔は白く生気が感じられなかった。

「メル君、君も少し見ない間に顔つきが変わったな。最初に会った時は見るからに頼りなかったが、まるで別人だ」

　一言発するだけで残された王の命が目減りする。それでも王は残り少ない命を削ってでも言葉を紡ぎ続ける。

「君達にはまず謝らないといけないな。婚姻の破は綻たんも、これから起こるバツとの戦争も全ては私の謀はかりごとだ」

　衝撃の告白に二人の目が大きく見開かれる。

「なぜそんなことを？」

「簡単なことだよ。いずれ必ず起こったであろうランタンとバツの戦争を出来るだけ有利な状態で開戦に持ち込むためだよ」

　それから王はゆっくりと口を開き、全ての顚てん末まつを語り出した。

　バツ宰相アーデルハイドは戦時物資をランタン側の平地に備蓄し、戦争を仕掛けるように見せかけて脅しをかけ、軍備に資金を使わせた。

　資金を減らして貿易都市としてのランタンの機能を低下させた所で、さらに白影を使い、豹ひよう人じん族を抜く周辺国にランタンとの貿易を減らす様に密約を交わした。

　小国のランタンと大国のバツならば、どちらの提案に乗る方が得かは自明の理だ。

　エルフ族がなかなか山から下りて来なくなったとシャルネが話していた真相こそがバツの宰相の計略であり、ランタンへ繫つながる資金と物資の流れの遮断である。

　これにより数年でランタンは衰え、バツは戦争の準備が万全の状態に整う。ランタン王は三年以内にランタンは戦争する力を失い、戦わずして負けると予測していた。

　活路を切り開くにはその前に戦争を始めることが絶対条件だった。しかし資金力、単純な兵力差もあり、攻めるとなればランタンに勝ち目はない。

　よってランタンに余力がありバツの準備が整う前に、バツから進んで、守りに長たけた城じよう塞さい都市ランタンに攻めて来てもらう必要があった。

　そのために破綻が目に見えていた縁談を持ちかけ、バツ王の怒りを買い、その怒りの対象であるシャルネをランタンが匿かくまうという形で上記の条件を全て満たした。さらに豹人族の最低限の協力まで取り付けた。

　その上でシャルネに好かれ、素直で噓のつけない都合のいい王様が必要だったのだと告げられた。

　王や宰相、国と国の騙だまし合いを含む目に見えない戦争を目の当たりにし、メルは自分がとんでもない世界に足を踏み入れたのだと改めて思い知る。

　大まかな事情を話し終えると王は目を閉じ、まるで必要のなくなった機能を一つずつ切り捨てて、残った命の全てを言葉へと変換しているようだった。

「メル君、王というのは孤独な生き物だ。人はたった一人の孤独に耐えられるようには出来ていない。いかなる名君も暴君も、私とて同じだ」

　王は床からゆっくりと体を起こし、枕元にあった二つに割れた王冠を手に取り、メルとシャルネの頭に一つずつ載せた。

「王はメルではないのか？」

「ランタンの王はメル・アルカートだ。しかし、女王を決めてはいけないという法はランタンにはない。ランタンは亜人の国でも人間の国でもない。男の国でも女の国でもない。ここはランタンだ。どちらが支配する国家となってもそれは私の求めた国家ではない。ランタンの王としてこの形こそが相応ふさわしい。私は幸運だったのかもしれん、最後の最後に五十年間、夢の中でさえ追い求めた葡ぶ萄どう主しゆの器を見つけ出したのだから」

　王の意志をこれほど強く感じたのは初めてだった。

　ずっと抱えていた肩の荷が下りたのか王は僅わずかに脱力し、そして最後の力を振り絞って立ち上がった。倒れそうになった体を慌ててメルとシャルネで支える。

　その体は大人のものとは思えない程軽く、死んでいないのが不思議な程だった。

「すまない。悪いがこのまま王の間に連れて行ってくれ。王として最後の役目を全うしに行かねばならん」

　何千、何万回と歩いた廊下を通り、自らの足跡を刻みつけるように絨じゆう毯たんを踏みしめる。その背後にはランタンの歴史そのものがあった。

　メルの不安を見て取って王は優しく微笑みかけた。

「メル君、何も心配することなどない。君は一人ではない、知恵も力も借りてくればいい。むしろ借りて来るのが王の最も重要な仕事だ。誰かの力を借りることは恥ではない、むしろ、こうして支えてもらえることは私の最大の誉れだ。だから君は人に支えてもらえる王となれ」

　目頭が熱くなり、メルは泣き声が漏れないように静かに一度頷うなずいた。

　王は次にシャルネへ優しげな眼まな差ざしを向け、今後の戦のことで難しい顔をして考え込んでいたシャルネに豪快な笑みを作って語り掛ける。

「シャルネ姫、君に難しい顔は似合わんな。小難しい顔が出来る者など掃いて捨てる程いる。だが、人を惹ひきつける笑みは本当に一握りの者しか出来ん。そして君にはそれが出来る。それに何の勝算もなくバツに戦を仕掛けさせたわけではない。しかし、君がそんな様子では私の計算が狂ってしまうな」

　言葉を受けてシャルネは涙を払い、八重歯を覗のぞかせて快活な笑みを作ってみせた。

　王はそれに対して満足そうに笑みを返し、一歩、一歩、堅実な足取りで二人に支えられながらやっとの思いで辿たどり着いた扉の前で一度足を止めた。

「最後に、君達には私が生涯を懸けて築き上げた宝を継承してもらう」

　一瞬だけ王の顔に生気が戻り、自らの手で扉を押し開けた。

　王の間には全ての種族が集い、皆一様に膝を突き、頭こうべを垂れながら玉座への花道を形成していた。

「面を上げよ！」

　王の一声で全員の顔が一斉に上がり、瞬まばたきすら忘れてしまったかのように王の最後の双そう眸ぼうを瞳ひとみに映し取る。

　王の最後の言葉を決して聞き逃さないよう、室内は完全な静寂が支配し、花道を歩む王の足音だけが耳まで届く。

　王は人の間を歩み、一人一人の名を呼び、今まで支えてくれた者へ労ねぎらいの言葉を贈る。それに対して臣下から王へ感謝の言葉が返され、その後に王は自分の宝物を自慢するかのようにメル達に彼らを紹介してくれた。

「この者は女癖が悪過ぎて浮うわ気き相手の女達から逃げるために戦に参加していたような奴だ」

　その紹介に本人は苦笑いを浮かべ、周囲からは笑いが漏れる。

「だが、戦場で安心して背中を預けることが出来る国一番の剣士だ。この者がいなければこの場に私は既に居なかったであろう」

　続いた王の言葉に照れたように頰を搔かき、それを誤魔化すように頭を下げる。

「この者は唯一私が一軍を安心して任せられる将だ。命令しなければ追撃もしない、縦のものを横にもしない堅物だが受けた命を全う出来なかったことは一度としてない。私の自慢の右腕だ」

　一言も発することなく両りよう膝ひざをついて角の生えた頭を深々と下げ、自らの主へ一礼する。

「そして二人はこの者のことはもう知っているだろう」

　眼下のギンは軽薄そうな笑みを浮かべ、メルとシャルネを見返した。

「普段は噓ばかり口にする上、通常業務は面倒がる問題児だが、稀き代たいの軍師であり、私がずっと懐にしまったまま温存し続けてきた隠し玉だ。多少性格に難はあるが、上手に使いなさい」

　全ての人の紹介が終わると王は最後にメルとシャルネを並べて宣言した。

「この二人を新たなランタンの王とする」

　ランタン王は最後の役目を終えると共にランタンを築き上げてきた宝に囲まれながら、ゆっくりと瞳を閉じ、その瞳が再び開かれることはなく、永遠の夢の世界へと旅立った。




　翌日、王の葬儀はしめやかに執り行われ、まるで予定されていたかのようにギンが全てを取り仕切り、その日のうちに肉体は灰となり、王の意向通りランタンの中心部にその象徴として埋められた。

　墓はこじんまりとしていたが、その周囲は人と花で満たされ、花を添える者達の行列は途切れることがなかった。

　王を思いこの地に残る者、別れを告げ去って行く者、死を悼みランタンに駆けつける者。その全てが王の影響力を示すものだった。

　メルも花を添え、感謝と共に墓前でランタンを守り抜く誓いを立てた。

　その思いを胸に抱えたまま王宮へと取って返すと門の所でギンが壁にもたれかかりながら、出会った頃と同様に冗談交じりに、

「最後の挨あい拶さつは済ませたか、ランタン王！」

　ギンに話し掛けられ、一瞬遅れて自分のことだと自覚する。

「ギンさんにそう呼ばれるのは慣れませんね。今まで通りメルでお願いします」

　自分が王などと呼ばれることに違和感があり、未いまだに王だということには慣れない。

「僕なんかよりギンさんの方が頭もいいですし、ずっと王様に向いていると思うんです」

「俺は王様とか柄じゃない。性格に難もあるしな」

　おどけたようにギンが自じ嘲ちよう気味な笑みを返す。

「でも、僕なんかが王になってよく誰も反対しなかったですね？」

「反対する奴らはいた。でも、王の病を知り、バツとの戦の状況が不利と見るやそういう方々は一斉にいなくなった。その時点で、言こと葉ば渡わたしとして王に随伴する都合上王の特別な側近扱いだったメルが役職的には次の王様候補の筆頭だ」

「じょ、冗談ですよね…………」

「本当だよ。それに王や俺だけじゃなく他の有力者もこぞってお前を推挙したから、むしろ不自然どころか正規な手続きで誰の反対もなく順当に決まった王様なんだよ」

　実態を伴わないが、形だけは王に次ぐ地位の者が満場一致で王様になった順当過ぎるくらい順当な結果なのだという。

「あの、何で皆、王様をやろうとせずに僕みたいな若造を推挙するんですか？」

「王様なんて言うと聞こえはいいが、これから大国と戦争する亡国一歩手前の小国の王なんて、王様って名前の捨て駒扱いで、賢い方々は責任を全部メルに押し付けてランタンを攻め滅ぼし新たに統治する者に手土産を携えて、取り入る算段を立てるのに忙しいんだよ。吞のん気きに王様なんてしているほど暇じゃないんだ。ついでにいえば経験の浅い、頼りない若造なら責任を押し付け易く、まともな抵抗も出来ず、とっとと負けて滅んでくれた方が、後々都合がいい」

「つまり、僕って満場一致で無能だから王に祭り上げられたんですか！」

「そういうことになるな。巻き込まれたメルにとっては災難だったな」

　慰める様に肩を軽く叩たたかれた。

「他に王から何か言われなかったか？」

「ランタンを任せるって感じのことと、最期に葡萄主の器を見つけたとか、なんとか…………」

「王がそう言ったのか！」

　落ち着き払っていたギンの表情が崩れ、薄笑いを浮かべて歩き出し、思考の速度と共に徐々に早足になっていく。その後を慌ててメルが追いかける。

「葡萄主の器は不可能だったり、絶対にあり得ないことの象徴だ。つまり不可能を可能にする方法を見つけたってことだ。それに俺が知る限りあの王は一度として勝てない戦を始めたことはない。まずは籠ろう城じよう戦の準備からだな」

「籠城ですか？」

「この兵力差で普通に打って出たら間違いなく負ける。それにこのランタンは大戦中も一度として陥落しなかった籠城するために造られた難攻不落の城だ。これが本来のランタンの使い方なんだよ」

　聳そびえ立つ高い外壁と、城壁に物資を運びやすいように整備された要よう塞さい。

「でも、食料とかの蓄えが…………あっ！　あああぁぁぁぁぁ～」

「ようやく気付いたか。あるんだよ、蓄え。俺達がせっせと運び込ませただろ。これでしばらく立て籠こもれる。周辺の町から積極的に買い漁あさっておいたから、敵は現地調達も難しくなったし一石二鳥だ」

「あれって、籠城用だったんですか！」

「だから王はタヌキだって言っただろ。ニコニコ笑顔で応対しながら、最初から戦争する気満々だったんだよ！　そのために差し当たり必要なことは…………」

　不意にギンの足が止まり、メルと向かい合うように振り返る。

「一応、儀礼的にも軍の規律的な意味でもやっておいた方がいいよな」

　気だるげに一度呟つぶやいてから、一瞬の沈黙を挟んで今までの軽薄な態度の全てが噓だったかのように表情から雰囲気まで一変させ、ギンは宮中の誰よりも美しい所作で片かた膝ひざをつき、

「軍師としてランタン王に進言致します。今こそ国家存亡の時なれば、私を信じ兵と民の命を預けて頂けませんでしょうか。必ずや最上の結果をお約束致します」

　歌い上げる様に滑らかな口上を述べた。

　その一連の動作は間違っても昨日、今日の付け焼き刃で出来るものではなく、メルにとっての言語のように、体に染み付いた自然なものだった。

「メル、呆ほうけてないで、なんか答えてくれないと終わらないぞ」

　聞き慣れたギンの声色に促され、メルも戸惑った表情のまま命令ではなく、お願いしますと言って頭を下げた。それに対してギンは苦笑しつつ立ち上がり、顔にも見慣れた軽薄な笑みが戻っていた。

「久しぶりに慣れないことやったら肩凝った。とっとと戦の準備始めるぞ！　それと俺に全権を与えたからには王であっても一つの駒として動いてもらうからな」

「は、はい！」

　忙しげに自然と早足になるギンの背を追って、メルは王としての初仕事に取り掛かった。




　　　　＊




　ランタン王が逝去されたという事実はあっという間に国中に広がり、その余波は周辺国にも一気に伝でん播ぱし、懸念していたことが的中した。

　国が乱れたこの機を逃すまいとバツは四万を超える兵をランタンへと差し向けた。

　メルは戦に巻き込まれぬよう避難する民衆の混乱を避けるため、城壁に上がって避難誘導を呼びかける。

　その中には民間人や商人に加えて、ランタンの文官だった者達まで交ざっている。

「メル、よく見ておけ。これが一人の王の力だ」

　人が列を成し、大河の如く流れる人の群れ。

「これだけの人が王を信じてたんですね」

「そして亡くなると、我先にいなくなると」

　こそこそと逃げ出す文官に鋭い視線を投げながらギンが愚痴を零こぼす。

「仕方ないですよ。前王を信じて集まったんですから、僕みたいな若造を信じて残れと言う方が無茶な話です。でも、文官も名のある武将も、宮中の人達も出て行ってしまったら人が足りないですよね」

　困ったような顔をしていると、城壁の下から野太い男の声が鼓膜を揺さぶる。

「おい！　そこの城壁の奴ら、もうお偉いさん方は皆逃げたぞ！　あんた達もそんな所でのんびり避難誘導なんてしてると逃げ遅れるぞ！」

　メルが城壁の下を覗のぞき込むと、衰え知らずの屈強な肉体とたっぷりの口ひげを蓄えた初老の男性が両手一杯に荷物を抱え、こちらをじっと見上げていた。

「まあ、こんな状況なら逃げる奴の方が断然賢い。あんた達もそうだろ」

　ギンの返答に男も一度頷うなずく。

「そうだ！　もうここには仕事はない。雇い主もいない」

　メルもこうやって戦の度にいくつも国を追われた。どう頑張ってもこればかりは個人の力の及ばぬことだ。

「あの！　避難する際に荷物が多くて馬車が必要ならギンさんが必要最低限は借りられるよう手配してくれましたから、あそこに行って必要な台数を申告すれば借りられると思いますよ」

　驚いたように男の眉まゆが上がる。

「兄ちゃん、こんな時に他人の心配か。それより自分達が逃げるための準備でもしておいた方がいいんじゃないか」

「僕達は逃げません。まだランタンでやることがありますから」

　男の動きがメルの言葉でピタリと縫い付けられたように止まる。

「あんたら、もしかして前王の関係者か」

「そうです。と言っても僕はまだ半年くらいですけど」

「そうか………………あの王には世話になった」

　男はその場で天に召された王を見送るように、一度大きく天を仰いだ。

　目を閉じて一拍置いて、男はお人ひと好よしで頼りなさそうな優男と、捻ひねくれていて悪知恵だけは働きそうな小生意気な若造を見やる。そしてそこに前王の残り香を感じた。

　男は無言で後に続く部下達の元へ振り返った。

「お前ら、全員荷物を置け！」

「親方！　何言ってるんですか。早く逃げないと門が閉じます」

「そうです。前王には世話になりましたが、もうここには仕事だってありません！」

「いいから置け！　受けた恩も返さない恩知らずにはなりたくねーだろ。なあ、兄ちゃん達、今のこの国で一番偉い奴は誰だ」

　ドスの利いた声と眼力にたじろぎつつ、メルが遠慮がちに挙手する。

「えっと、一応、名目上は僕……ですけど」

　そう告げてからの沈黙は体感的にかなり長かった。

「なら、あんたに一つ頼みがある。腕のいい技工士を五十人ばかり雇ってくれねーか。先に言っておくが俺達の腕は高くつくぞ」

「すみません。今、お金はあんまり…………」

　現状の財政状況が恵まれているとはお世辞にもいえない。

「後払いで構わないぜ。報酬は立派な墓を建てられる仕事と金だ」

　言葉の意味が解り、ちらりとギンへと目配せする。

「それは随分と高くつくな」

　城壁からギンが身を乗り出して楽しげにニヤニヤと笑う。

「それであんた達は俺達の腕を買うのか、買わないのか」

「えっと……成功報酬でいいなら」

　メルがおずおずとそう答える。

「よし、言質は取った！　しかも王様のお墨付きだ！　野郎ども仕事の準備だ！」

　辺りに活気が戻り、周囲の人も顔を上げ、その場で足を止めて目を丸くしていた。

「メル、去る者を嘆いても仕方ない。戦う意志のない余計な荷物を切り離せただけで上出来だ。それよりこんな絶望的な状況でも残ってくれた者にこそランタンの未来を賭かける価値がある」

　城壁の外ではなく、ギンは城壁内に残った人達を見渡した。

「まあ、こんな国に残る奴らはよっぽどの馬鹿だけどな」

　小馬鹿にするような発言なのに、怒るどころかメルは可笑おかしくなってしまった。

「何笑ってんだよ、メル」

「ギンさんだって何時でも逃げ出せたのに今もランタンに残ってるじゃないですか」

「なら、俺は相当馬鹿なんだろうな」

　城壁の縁に頰ほお杖づえを突きながら、吹っ切れたような痛快な笑みと涙が一滴、ギンの頰を伝った。

「見よ、メル！　約束通り豹人族から兵を借り、キリンが戻ってきたぞ！」

　遠くから聞こえるシャルネの快活な声がしんみりした空気を吹き飛ばし、嬉うれしそうに全速力で駆けてくるシャルネの後ろからキリンも姿を現す。

　慌てて城壁の下を覗き込むと、膨大な数の豹人族の一団が大量の矢や食料などの物資を運び込んでいるのが目に飛び込んで来る。

「よかったですね、シャルネ姫。キリンさんが戻って来てくれて」

　元気よくシャルネは一度頷いてしまってから、慌ててそれを否定する。

「ちっ、違う！　別にキリンが居なくて寂しかったわけではない。ちゃんと兵を借りられたことを喜んだだけのこと！」

　そんな二人の様子を横目に眺めながら、ギンが薄く笑う。

「まあ、何にしてもキリンさんが豹人族を連れて来てくれたお陰で、首の皮一枚だけランタンの寿命が繫つながったな」

「ほれ、ギンもこう言っておる！　後は戦をして勝つだけのこと」

「野良猫は戦場を甘く見すぎです！」

　頰を摘つままれ、まともに喋しやべれず口をもごもごと動かし言葉になっていない反論を返すだけのシャルネにキリンのお説教が始まった。

「お前らは、本当に何も変わらなくてなんか安心する」

　ギンがそう呟き、メルもこんな時なのに、もしくはこんな時だからこそ、ありふれた日常の光景に懐かしさが込み上げてきた。




　八割方の避難が完了し、残った者達も休む間もなく籠ろう城じよう戦の準備に駆り出された。

　ランタンの城壁の外周部の土を掘り、その土を麻袋に詰めて土ど囊のうを量産する。

　慣れている農民でも、短期でのこれだけの集中的な労働には流石に体が悲鳴を上げ、額から滴る汗を拭ふきつつ、城壁の上で仁王立ちしている人物を下から見上げて愚痴を漏らす。

「あれがランタンの新しい王か、小柄だとは聞いていたがまだ子供じゃないか」

「でも、なんというか、両腕を組んで城壁に仁王立ちしていると、何処となく雰囲気あるよな」

「あの場所に立っていれば誰だって、そう見える」

「なあ、ランタン王って銀髪だったか？　というかそもそも長髪だったか？」

「いや、もっといかにも庶民って感じの、そういえば聞いていたよりも一回りか二回りくらい小さいような」

「そもそもあんな所でサボってないで、こっちの作業を手伝えってんだ。こっちは猫の手も借りたいって時に」

「まあ、王様なんてそんなもんだ。いくら元が庶民といっても偉くなれば高い所から俺達を見下すもんだ」

　新たなランタン王への皮肉交じりの言葉が現場に飛び交う。

「あの、この土囊は何処に集めればいいですか？」

「そっちに頼む」

「解りました」

「おおっ！　兄ちゃん、朝から頑張るな。ちょっとこっち来て休めや。兄ちゃんも王様の命令でこんな仕事押し付けられて大変だよな。こっちの苦労も知らずに王様はいい気なもんだぜ」

「…………なんか、その、すみません」

　あまりの申し訳なさに思わず顔を伏せる。

「おいおい、兄ちゃんが謝ることなんてねーよ。悪いのは身勝手な王様だ」

「誰じゃ！　メルのことを悪く言っておるのは！」

　城壁の上からシャルネの声が降って来て、周りの人達もギョッとして目を剝むき、城壁を食い入るように見つめる。

「あれ、女じゃないか」

「確かによく見ると女だ！」

「誰がよく見ると女じゃ！　誰がどう見ても女であろう！」

「しかも、猫耳が生えてるってことは豹人族じゃねーか」

「お嬢ちゃん、これからここは戦場になるから、早くパパとママと一緒に国に帰った方がいいぞ」

　冗談半分の言葉にドッとその場が沸く。

「豹人族は女も戦う。それにメルの嫁である私がランタンを守るために戦うのは道理であろう」

「メルって誰だ？」

　民衆の一人が首を傾げ、隣の奴に問いかける。

「確か、新しい王様の名前がそんなだった気が……」

「じゃあ、あの小娘が次期王妃か」

　全員の微妙に冷めた視線がシャルネに集中する。その意に反して視線を一身に浴びて得意げに大きく胸を反らしてみせるシャルネ。

「…………王様に選択の自由はないんだな」

「俺、ちょっと同情しちまった。まあ、結婚とかは基本同盟のためだし。こんな弱小国に選択肢なんてないよな」

「前王が未婚だったのって、まさか、あれから逃げてたからか」

「あり得なくはないな」

「おい！　貴様ら全部聞こえておるぞ！」

　シャルネの大声が辺りに響き渡る。

「流石豹人族、地獄耳だな」

「いや、顔だけは可愛いんだ。今回の王様が少女趣味という可能性もある」

「ああ、貴族は色々と一般人には理解出来ない趣味もあるし、そういう変な趣味を持っていても不思議じゃない」

　ますます肩身が狭くなり、もういっそ消えてなくなってしまいたいと思いながら、俯うつむきがちにメルは城壁に背を向ける。

「そんなに理由が気になるのなら、メルに直接聞けばよいではないか！」

「直接聞くって、お嬢ちゃん、王様は今頃、王宮に」

　せせら笑う声を切り裂くようにシャルネの声が通る。

「お前達こそ何を言っておるのだ。メルならさっきからお前達の隣にいるではないか」

　多くが顔を見合わせて、再び笑いが巻き起こる。

「馬鹿言っちゃいけねー、こんな小汚い所に王様が居るわけねーよ」

「お姫様、噓はもっと上手うまくつくもんだ！」

「メル！　とっとと名乗り出んとメルの恥ずかしい話を暴露するぞ！」

「だから王様なんてこんな薄汚ねー、掃き溜だめにはいな…………」

　そう言いかけた人の横で、もう申し訳なくなって気配すら消しておずおずと手を挙げた。

　全員が一斉にこちらを目視して尚なお、半信半疑という感じだ。シャルネに担がれている方を疑っている。

　沈黙に痺しびれを切らして一際大柄な髭ひげの男が一歩前に出て、全員の言葉を代弁するように質問を投げかけて来た。

「あんた…………本当にランタン王なのか？」

「一応……そうみたいです」

　今度はさっきとは違う沈黙が辺りに降りて、周りの人達の顔から血の気が引いて行くのが手に取るように解った。

「まずい、俺、さっきあいつに馴なれ馴れしく話しかけたぞ」

「俺なんて新入りの若造だから丁度いいと思って、面倒な仕事押し付けちまったよ」

「俺は王妃様を貧乳だとか、罰ゲームだとか言っちまった」

「やばい、さっきまでの王様への愚痴も全部聞かれちまった。最悪、首が飛ぶ、どうか、どうかご容赦を！」

　その場は阿あ鼻び叫きよう喚かんの嵐となった。

「静かにせんか！　大の大人がみっともない！」

　腹の底から響くような、圧倒的に声量の豊かな声が大地を揺るがし、反対に周囲がシンと静まり返る。

「メルはその程度のことを気にする程、器の小さい男ではない！」

「僕はどちらかといえば王様として傅かしずかれるより、そっちの扱いの方が慣れ親しんだ感じで落ち着くんですけど……」

「メルもメルじゃ！　王なら少しは王様らしい威厳と貫かん禄ろくを出さんか。そもそも何処にもいないと思って捜しておれば、何故そんな所におるのだ！」

　威厳や貫禄が出そうと思って出るのなら、誰も苦労しない。

「人手が足りてないって昨日ギンさんも嘆いてましたし、頭脳労働は正直、ギンさん一人で十分ですし、指示を出すにしても長年ランタンで官吏をやってた人の方が経験も人脈も持ってますから、僕は人手が足りてない所を手伝おうかなって」

「ならなぜ嫁である私に声をかけんのだ」

「でも、砂すな塗まみれになりますよ」

「それがどうかしたのか？　部屋に閉じ込められて勉強ばかりさせられるより余程いい」

「…………もしかして、シャルネ姫も手伝ってくれるんですか？」

「さっきからそう言っているであろう。ここはもう私の城じゃ、その城を守るのは当然のこと。何を遠慮する必要がある」

　縄を城壁に結ぶと制止する間もなくシャルネは城壁から飛び降り、手で縄を摑つかみ、足で城壁を擦りながら落下速度を殺して下りてきた。

　豹人族の身体能力からすれば当たり前のことも、目撃した人々にとって姫とは思えない軽い身のこなしと、大胆で豪快な行動力に圧倒され、開いた口が塞ふさがらない様子だ。

　ちなみにシャルネの豹人族としての絶大な身体能力は、肉体労働では周りから一目置かれるほど大活躍した。

「ほれ、お前達もキリキリ土囊を運ばんか、給金を減らすぞ！」

　一瞬、呆あつ気けにとられて動きが止まってしまっていた人達が、我に返ってやっと作業を再開する。

「お前ら、あんな豹人族の小娘より仕事してねー奴はマジで給金減らすからな」

「そりゃないですよ～親方」

「うるせー、口じゃなく手を動かせ！」

　相手が豹人族とはいえ、流石に大の男が少女に後れを取るわけにはいかないとプライドに火が点ついたのか、その後、作業速度の劇的な向上をもたらした。

「メル！　穴を掘ったり、土囊を積んだり、人間族は戦の前に何故こんなに面倒なことをするんじゃ」

　太陽が頂点から傾き始めた頃、シャルネはこの単純作業に飽きつつあり、暇ひま潰つぶしにメルに話しかけてくる。

「詳しいことはギンさんしか知らないですけど、多少は有利に戦えるんだと思います」

　メルは単純作業を特に苦にしないどころか、牛の歩みであっても完成に着実に近付いて行く感覚が好ましく、手を止めずにシャルネの質問に返答する。

「もっとガーと攻めて、バーと敵を全滅させるのではいかんのか？」

　それは圧倒的な強者にのみ許された戦い方だ。

「それで戦に勝てるのは豹人族だけです。ほとんどの種族は無策で特攻したら、味方が先に全滅します。豹人族は戦の前にする準備とかないんですか？」

「準備ならある！　まず肉を喰くって力を得る。そして戦に勝利したら褒美として肉を喰う」

　野生の獣の論理にそっくりだった。でも、理には適かなっているのかもしれない。人間も結局、知恵のある獣なのだから。

「後、人間族が食べている……こう、砂糖とかいう甘味を油で揚げたものじゃ。あれは悪くない。戦が終わったらメルも一緒に食べよう」

　偶然会話を耳にした周囲からも、和やかな笑いが漏れる。

「お主ら、なぜ笑っておる？」

「いやいや、姫様。生きるか死ぬかって時に甘味の話ですか。それにまだ始まってもいないのに、もう勝った時の話なんてしていればそりゃ、鬼も笑いますよ」

　周りからも、能天気な笑みがシャルネに集まる。

「戦は勝つためにする、それに私がいれば負けることなどあり得ん！　大船に乗ったつもりで付いて来るがいい！」

　これを噓でも偽りでもなく本心から言える王族に、というよりもシャルネに素直に感心させられた。

　少なくともメル自身は噓でも同じ台詞せりふを口にするだけの自信はない。

「そうだな。勝つためにこんな過酷な労働させられてんだし、勝った時の楽しみくらい考えても罰は当たらないか」

「なら、俺は酒だな。勝ったら浴びるくらい飲んでみてー」

「俺は久しぶりに女房を抱きてー」

「抱いてどうするのじゃ？」

　シャルネの純粋な好奇心を剝むき出しにした視線に晒さらされ、周囲の人が無言で目配せして一斉に円を描く様に一か所に集まる。

「…………ちょっと皆集まれ。これは言うべきか？」

「十三歳、微妙だな」

「いや、あんななりだが、豹人族ならもう成人じゃないか」

　ちらりとシャルネを一いち瞥べつしてからひそひそ話に戻る。

「一応姫なんだから、知っておいた方がいいんじゃないか」

「でも、勝手に変なこと吹き込んだら姫様の護衛の人にぶっ殺されるぞ」

「ああ…………キリン様か…………キリン様にお仕置きですね、と笑顔で肩を叩たたかれた時、俺は生まれて初めて死を覚悟した」

　この世の終わりのような深い溜ため息いきと共に、極自然にキリンは様付けされていた。

「キリン様の下で作業させられてる北門の奴らの中には、戦場より過酷だって本気で号泣しながら一日も早く戦が始まることを祈ってる奴までいたからな」

「馬鹿っ！　本当にやばいのはその後だ。号泣して愚痴を垂れていた奴らが次の日には生まれ変わったような顔で、心身の限界を超える快感と過密労働はやっぱり最高だな、とか言い始めるらしい」

「その間に、人格が変わる程の何があったんだよ！」

　げんなりしたように下がった男達の顔が上がることはなかった。

「キリン様って綺き麗れいだけど怖いよな。戦の直前だから仕方ないけど、もう少し癒いやしになる可愛い女子は残ってくれんもんかな」

「なんじゃ、可愛い女子ならここにおるではないか！」

　聞き耳を立てていたシャルネが一歩前に踏み出して、堂々と胸を叩いて宣言する。

「いや、姫様はちょっと…………」

「姫様は子供だから違うよ」

「姫様、貧乳だし」

　各々に微妙そうな顔をされたシャルネの眉まゆがピクリと反応する。

「メル、こいつらを全員キリン送りにしてよいぞ！」

「キリンさんをそんな流刑地みたいに…………」

「王様っ！　今の倍働きますから、どうか、どうかキリン様送りだけは勘弁して下さい！」

「もう手は抜きませんから！」

　腰にがっちりとしがみ付いて懇願され、困惑を隠しきれない。

「今まで手を抜いておったのかっ！」

「ひっ！　すみません。心を入れ替えて誠心誠意やらせて頂きますので、なにとぞ寛大な措置を」

「あ、頭上げて下さい！　キリンさんの所に送ったりしませんから」

　人生でこれほど感謝されたことはない。同時にキリンが仕切っている北門の状況が想像を絶する地獄のようで恐ろしくもあった。

　日も完全に傾き、今までの成果を眺めていると達成感がある。

「これなら、あの陰険軍師も文句はあるまい！」

　人数がいると出来ることの規模が違う。人の身長ほども掘り下げた溝と人の背ほど積み上げた土の壁にメルも満足感を示す。

　壁外での作業がおおよそ終了し、後は門を閉じてランタン内の防備を固めるだけという段になって、キリンが仕切っている北門付近でキリンの怒声が響き渡った。

「貴方あなた達のような下等種族と共になど戦えません。とっとと荷物をまとめてランタンを去りなさい！」

　キリンの冷たい声色が辺りに響き、それを耳にした者の目にも失望の色が浮かび上がる。

「善意で加勢してくれるって言ってるエルフ達に、あそこまで酷ひどいこと言うことないだろうに」

「そりゃ、キリン様に比べれば、俺達なんていないも同然だけどよ」

「この頃は、少しは優しくなって見直してたのに、幻滅したよ」

「所しよ詮せん、元から強い奴らに下等種族の気持ちなんて解らないんだろうな」

　銘々に愚痴を零こぼしながら、一人また一人とキリンの下から荷物をまとめて去っていく。黙してそれ以上何も語らないキリンの髪には普段は身に着けない髪飾りが輝き、少しだけ華やかな服装を身に纏まとっている。

　まだ一歩に満たない。半歩分、それでも歩み寄ろうとした確かな証あかし。しかし、共に戦わせて欲しいと願い出たエルフ達だけはその場を頑として動こうとせず、居座り続けた。

「貴方達も早く行きなさい」

　その態度に痺しびれを切らしたキリンが厳しい目付きで突き放しても、エルフの一団は言葉など聞こえていないかのように一歩も動こうとしない。

「急がないと門が閉じますよ！」

　キリンの方が焦ったような声を発し、今にも泣き出しそうな必死の形相でエルフを睨にらみつけている。

　彼女の優しさは誰かを守る度に自分を傷つける諸もろ刃はの剣だ。でも、きっと彼女はこれ以外の方法を知らない。

　この中にキリンの言葉の真意を理解してくれる者などいない。だからこそメルは居ても立ってもいられずにキリンの下を去って行く人波に逆行し、キリンの肩を叩いた。

「キリンさん、無駄です。エルフに噓は通じません。他種族が見逃してしまうような変化も敏感に感知することでエルフはほぼ確実に噓を見抜きます。勿もち論ろん、考えていることが一字一句解るような便利なものではないですけど、その相手の言葉が善意からくるのか悪意からくるのかくらいは一目で解ります。だから、キリンさんが不器用なのも、優しいのもエルフには全部お見通しなんです」

　諦あきらめたようにキリンは肩を落とし、その後をメルが引き継いだ。

「キリンさんは人間族の言葉が得意ではないようなので、僕が言葉渡しをします。キリンさんは皆さんのことが大好きだと、共に戦いたいと申し出てくれたことが何より嬉うれしいと、だからこそ死地となるランタンには残って欲しくないと」

　周囲が一瞬静まり返り、門へと向かっていた人々の足が止まる。その中でメルは言葉を続ける。

「今苦労した分だけ後の悲劇を減らせます。今流している汗の分だけ戦で流す血の量は少なくなります。甘やかせば人に好かれることは出来ます。でも、たとえ怖がられても嫌われても、誰も死なせたくないから、一人でも多く生き残って欲しいと願うのなら愛情の裏返しでその人はきっと厳しくします」

　全てを言い終えると、あまりの気まずさに耐えきれず逃げようとするキリンに、周囲の視線が集中した。

「なっ！　何を勝手なことを言っているのですか。私は別に……こんな連中、多少しか好きじゃありません！」

「おい、今キリン様が好きって言ったのか、極度の疲労による幻聴じゃないよな」

「いや、俺も確かに聞いた」

「厳しさが愛情の裏返しなら……常に厳しく当たられてる俺とかもう愛されてるな」

「いや、俺なんて惚ほれられていると言っても過言じゃない」

「あれ？　キリン様が可愛らしく見えてきた。疲れ目かな」

「いや、いつもよりもこうなんて言うか、可愛らしい気がする。服も違うし、髪飾り着けました？」

「癒しになる可愛らしい女子がいないと毎日のように愚痴を零していたので、仕方なく、仕方なくしているだけです！」

　結局、ほとんどの者がニヤニヤとだらしない笑みを貼り付けながらキリンの周囲に舞い戻って来てしまった。

「ああっ！　もう知りません！　とにかく、陰険軍師が戦争の戦略と役割について作戦会議をするそうです。もし本気で戦う気があるのなら集まって下さい」

「俺達も参加していいんですかい？」

「当たり前です。貴方達も大切な仲間なのですから」

　この時、既に北からは戦の始まりを告げる大軍の熱気を帯びた風がランタンにまで届いていた。
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　バツの軍隊四万の進軍は地を揺らし、熱気を帯びたけたたましい足音が宰相アーデルハイドの鼓膜を痛いくらいに震わせる。

　足音に交じって、始まる前から勝ったかのような吞のん気きな笑い声もあちこちから漏れてくる。これだけの戦力差なら無理もないが、大軍の有利は誰の目にも解り易いが大軍の不利は想像すらしない。

　仮にこれが千や二千程度の兵数であれば、文官であるアーデルハイドでさえ声を張れば全員に指示が伝わるが、四万の大軍ともなれば足音に搔かき消され、叫んだとしても声が届くのは精々が百人程度、それしか直接的に情報を伝達出来ない。

　名将に必要な素養は武と知と声である、などと言う格言もあるが、戦場においてよく通る声はそれだけで得難い人材だ。

　その声を持つ将にアーデルハイドは視線だけで指示を送る。

「よし！　進軍止め！　ここにバツの本陣を張る。それぞれ速やかに準備にかかれ！」

　進軍の地鳴りのような轟ごう音おんも兵士の笑い声も、雷鳴の如く骨にまで響く重低音の一声が全てを搔き消す。

　一言で緩んでいた空気が張り詰め、噓のように兵が機敏に動き出す。

　陣の設営に兵が取りかかると、タイミングよく周辺調査に放っておいた白影が次々にアーデルハイドの元に戻って来る。

「ご報告します。周囲三百遠里を探索しましたが、現状伏兵は見当たりませんでした。野営の痕こん跡せきや、人や馬の足跡なども同様です」

　報告を終えると、礼儀など歯し牙がにもかけず監視の任に直ぐ様舞い戻る白影をアーデルハイドは咎とがめることもなく、次に到着した一人だけ赤い旗を掲げた白影と向かい合う。

　情報の重要度や、火急の対応の必要性に応じて旗を色分けし、大切な案件を最優先に処理する仕組みを取っている。

　赤い旗は現状最優先に処理すべき案件を示す。

「アーデルハイド様、重要なご報告が二つあります。一つ目は敵陣地付近に防御のためと思われる溝や、杭くい、その他にも色々な侵攻を妨害するための工作が施されています。正確な情報は別の白影が現在調査中で後に詳細な報告が届くと思われますが、溝の深さは人の胸ほどに達する所もあります」

　速度重視の一報と、その後の緻ち密みつな報告を分けるのもアーデルハイドの提案であり、戦闘は出来ないが現場で何を報告すべきか、重要度と速度の高度な判断が下せる白影を育て上げるまでには骨が折れた。

　情報は重要だ。何が恐ろしいのか解っていれば対処出来る。何が恐ろしいのかも解らないことこそ最も恐怖すべきことだ。

　几き帳ちよう面めんな性格故に、アーデルハイドは机上でも戦場でも潔癖なほど報告の正確さに拘こだわり、数字に病的な執着を持ち、何よりも不確実性を嫌った。

「その妨害工作は昨日、今日、構築出来るようなものではありません。もっとずっと前から周到に準備をしていたのでしょう。この戦、思ったよりも簡単なものにはならないかもしれませんね」

　油断せぬようにと自分で自分に言い聞かせる。

「では、もう一つの重要案件です。敵はランタンから民間人を避難させ、こちらにも避難が完全に完了するまで開戦を待って欲しいとの事です。避難民には当然、商業などで訪れたバツの民も含まれております」

　避難と称して、永遠に時間稼ぎをされ、これ以上防御を固められたら敵かなわない。

「それに関しては期限を切りましょう。今日中は待ちます。それ以降に城壁内にいるものは敵とみなして攻撃を開始すると通達して下さい。十分に避難出来る期間です。この条件が吞のめない場合はそちらに非があり、こちらは礼を尽くしたとそう伝えて下さい」

　戦は勝たなければいけないが、ただ勝てばいいというものではない。なぜなら人の口に戸は立てられない。

　噂というものがどれだけの力を持つのか、今まで白影を使って逆に噂を操作して来たアーデルハイドが一番それをよく理解していた。

「では、そのように」

　下がろうとした白影を呼び止め、一番重要な指示を送る。

「避難民の中に女や子供、老人、商人ではなく戦士が紛れ込む可能性があります。避難に積極的に協力しながら武器を持っている者が居ないか探って下さい。避難民の支援であれば相手も嫌とは言えないはずですし、こちらの陣営は避難に協力したという確かな証も残ります」

　白影達は静かに目配せし、アーデルハイドの慎重さと注意深さに短く感嘆し、剣を交えずとも既に戦いは始まっているのだという実感を得た。

　陣を設置し終え、兵の視線が戦の全権代理者であるアーデルハイドへ自然と集中する。一瞬の静寂を見計らい、アーデルハイドは全軍に最初の指示を告げた。

「最低限の兵を残して皆さん武器は置いて、麻袋に土を詰めておいて下さい」

「武器を置いて、麻袋に土……ですか？」

　一人の将がオウム返しのように聞き返し、啞あ然ぜんとした様子で立ち尽くしている。

「はい。明日は戦いません」

　アーデルハイドの不戦宣言に周囲は二度驚くことになった。
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　ランタンの北方城壁からメルとギンは三百遠里ほど離れた位置に布陣したバツ軍を見下ろす。

「冷静になって改めて見てみると、大軍ですね」

　距離が離れているため今は蠢うごめく黒い虫の群れのように見えるが、地鳴りのような足音はこの城壁まで届いていた。

「あの一つの塊で千だから、おおよそ四万くらいか。直接戦闘をしない部隊、俺達を踏み潰つぶすのを見物にきた無能な王の護衛、予備兵なんかの攻城戦に直接投入しない戦力を抜いて少なく見積もっても三万五千か」

　人数が増し、遠征するほど補給やそれに関わる非戦闘員の数も比例して増える。その点、少数精鋭での本拠地籠ろう城じようは純粋な戦闘員以外の兵をそれ程必要としない。

　ギンは目を細めて壁外のバツの軍勢と、壁内の豹ひよう人じん族の戦士達とその豹人族から弓の扱いを習っているランタンの志願兵の姿を冷静に見比べる。

「自軍は四千くらいか。ざっと十倍の兵力だ。城に立て籠こもれる状況を考慮しても不利は変わらずか」

　避難のために要求した約束の日は既に過ぎ、緩やかにバツの軍勢は進軍を開始しているのだが、ランタンに直接向かって来るわけでもなく、防御用に掘った溝の位置から前進して来ない。

　こちらも飛距離を伸ばすために矢や尻じりを付けず、先端を鋭く尖とがらせただけの特別な矢を断続的に敵の頭上に降らせているが、この距離ではそもそも上から打ち下ろす形になり、怪我はさせられるが致命傷は与えられない。

「バツの兵達、攻めて来ませんね？」

「攻めては来てるよ。しかも、俺が想定した中で最悪の方法で」

　面白くなさそうにギンが愚痴る。そんなギンを尻目にメルは眼下で展開されている事態に対し、黙々と弓を引きながら静観する。

「麻袋と歩兵を騎兵の後ろに乗せて、戦場を行ったり来たりしてますけど、あれ、何をやってるんですか？」

「本陣からの移動にかかる時間を大幅に短縮してる。兵の疲労を減らせば作業を効率化出来る。農業経験がある農民の志願兵に麻袋に土を詰めさせたり、その土で溝を埋めさせたりして地面を均ならしてるんだ。正規兵は馬や志願兵の護衛のために大きめの盾のみ装備。それぞれの特徴を活いかした初めての共同作業だ。しかも、防御用の工作が邪魔でこっちから打って出られないから優雅なもんだ。そして疲労が溜たまったとみるや、次の部隊が作業を引き継いで疲労した部隊は後方へ下がる。これで最大効率を維持し続けながら、しっかり休めて怪我をしても治療してもらえるという安心感で作業が捗はかどる。アーデルハイドって奴は大軍の指揮方法をよく心得てる。数の有利は労力の優位ってね」

　城壁の縁に頰ほお杖づえを突きながらギンが感嘆の溜ため息いきを漏らす。

「守る側にとってこの状態だと出来ること少ないですね」

「しかも、あれは兵の訓練も兼ねてる。新兵は勿もち論ろん、先の大戦で人間側の名将はほとんど死んじまったから一軍を指揮できる実力を備えた将は何処でも不足してる」

「指揮官達が指示を出す訓練もさせてるってことですか？」

「そういうこと。いきなり生きるか死ぬかの極限状態じゃなく、少々危険程度の所で命令をきちんと伝達し、実行する練習。命令に従った成果が一目で解り、命令に従う方が快適だと頭じゃなく体に教え込む。なにしろ俺だったら戦場から下がって休む命令になら喜んで従っちゃうね」

　命懸けで戦えという指示より、遥はるかに実行する抵抗が少なく、命令に従う癖をつけるためには最適の訓練方法なのかもしれない。

「兵士がちまちまやって一日半は稼げると踏んでいたが、当てが外れたな。ありゃ、もしかすると今日中に外周部は埋められる。大国バツで宰相まで上り詰めただけある。この程度は専門外でも朝飯前か」

　そんな知恵者を相手にすると想像するだけで眉まゆ尻じりが情けなく下がりかけ、慌てて周囲から見られていることを意識してメルは表情を作り直す。

　メルとは正反対にギンは口角を上げ、童が遊戯に興じるような笑みを浮かべ、まるで強敵との知恵比べを楽しんでいるようですらあった。

「……勝てますかね」

　壁を挟んだ両軍の兵数の差に怯ひるみ、つい不安が口を衝ついて出る。

「そんなもん解らん！　でも、だから戦は面白い！」

　驚くほどあっさりした口調でギンは言い放った。

　予測が付き、危険を事前に回避するだけの知恵を持つギンにとって日常は退屈そのものなのかもしれない。ギンにとって面倒であっても、危険であっても、唯一退屈しない場所こそ選ばれた傑物が命懸けで知恵と力を競い合う戦場だけなのかもしれない。

「バツの宰相は頭が回る。だから自国の欠点、ここをやられれば不味まずいという急所を理解し、必要な対策を即座に導き出して欠点を補う。宰相としては神様みたいな能力だ。でも軍師としては真面目で素直過ぎる。軍師なんて性格が歪ゆがんでるくらいで丁度いいんだよ」

　二人の駆け引きはメルにとって雲の上の攻防を眺めるに等しかった。

「なにしろ騙だまし合いが常の戦場では最適解が最善手とは限らない。なまじ頭の回転が速いから、欠点に必ず合理的な対策がなされてる。つまり裏を返せばどんな欠点を抱えているかを全部教えてくれるってこった。だから、内政の専門家がわざわざ戦場に出張って来たこと、子飼いの白影まで連れて来たこと、そこに必ずバツ側の致命的な欠点が隠れてる」

　メルにはいくら考えてもその欠点は見当たらず、そもそも見つけても対策も浮かばない。しかし、ギンは開戦前から既に欠点を見抜いていたのかもしれない。

「このままバツの奴らにやられっぱなしは性に合わねーし、せめて一矢報いておくか」

「でも、この距離からじゃ矢以外は何も届きませんよ」

「いや、もう一つだけ敵まで届く武器がある。メル、シャルネ姫呼んで来てくれるか」

　悪戯いたずら好きな子供のようなギンの笑みに、何故か味方なのに寒気を感じた。

「何する気なんですか？」

「そんなもん勿論、い・や・が・ら・せ！」

　まるで生き甲が斐いであるかのように、ギンは今日一番の生き生きとした表情を浮かべた。

　連れて来たシャルネはギンと二、三の会話を交わすと、城壁の縁に飛び乗り、腕を組んで仁王立ちする。

「私は豹人族の姫シャルネである。大食以外取り柄のないバツの豚王、聞こえておるか！」

　人間ではあり得ない圧倒的な声量と、天を衝くようなシャルネ個人の美声が戦場の喧けん騒そうを貫き、三百遠里も離れたバツ本陣で作業する敵は何事かと手を止め、味方は耳を塞ふさぎながらも、もっとやれとばかりにシャルネの口上を煽あおり立てる。

　一いつ旦たん言葉を区切ったシャルネに、メルは腕を摑つかまれ、城壁に引きずり上げられた。

「ランタン王は逃げも隠れもせずここにおる！　お主は怖くて戦場に顔も見せられんか、なんと肝っ玉の小さい男か！」

　暫しばらくするとシャルネの声に反応して、必死に止めようとする近この衛え兵を乱暴に振り切ってバツ王は本陣から出て、矢が届いてしまいそうな距離に姿を現した。

「蛮族の姫ごときが！　高貴なる生まれの私を愚ぐ弄ろうするなど万死に値する！」

「ほう、臆おく病びよう者でないのなら、自らの手でそれを証明したらどうじゃ！　小娘を恐れぬというのなら私と正々堂々と決闘せよ！」

　戦場全域にシャルネのよく通る澄んだ声が木霊こだます。

　反対にバツ王は言葉に詰まり、怒りに体を震わせるばかりで、ようやく発した弱々しい反論もランタンまで届かない。

　状況は何一つ変わっていない。依然としてバツは大軍であり、ランタンは劣勢だ。しかし、兵の顔つきには明確な差が現れ始めた。

　シャルネの声はバツ王の声を圧倒し、戦場を支配した。それだけにとどまらずこの場に居る全員に一瞬でもランタンが優位である印象すら植え付けた。

「あっははははは、見ろ見ろメル、あの豚の顔を！　のこのこ戦場に出て来やがったぞ！　しかも顔真っ赤にしてこっち睨にらんでやがる。ああっ！　笑いすぎて腹が痛てー」

　隣ではその全てを台無しにしかねない勢いでギンがお腹を抱えて笑い転げている。

「正直、上手うまくいったら儲もうけもの程度だったけど、ここまで愉快に踊ってくれると笑えてくる。あれのために命懸けで戦えとか命令される敵兵には同情するぜ！」
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　ようやく笑いが収まってきて、なんとか笑いを堪こらえつつギンは目め尻じりの涙を払う。

「完全な嫌がらせですね」

　バツ王をアーデルハイドが説得して本陣へと戻し、日も暮れてきたこともあり、そのまま兵も本陣まで速やかに退ひかせた。

「よし！　初戦は我々の大勝利じゃ！」

　反転して城壁内へ向き直り、シャルネが高らかに敵軍にまで響き渡る大声で勝利宣言をするとランタンが沸く。

「これ、勝ったことになるんですか？」

　僅わずかに困惑気味にメルはシャルネに問い返す。

「こっちは走って転んだ間抜け以外に負傷者はおらん。あっちは矢を受けた者達がいて、しかも顔を真っ赤にして本陣まで引き上げおった。これが勝利でなくてなんなのか！」

　シャルネの豪快さが勝利という形のない物をその小さな手に握り込み、大勢が雄お叫たけびと共に拳こぶしを天高く突き上げる。

「まるで戦そのものに勝ったみたいな騒ぎですね」

　メル自身も場の雰囲気に吞のみ込まれそうになりながら、一人だけその空気の外で嬉うれしい誤算とでも言いたげな顔でシャルネを冷静に眺めているギンを目で追った。

「シャルネ姫は既に将の器だな。初戦の勝ち負けなんて曖あい昧まいなものを決定付けるのは空気だ。今、この瞬間、シャルネ姫はランタンを勝利させた。戦略的にはバツの宰相にしてやられたが、これで一矢くらいは報いただろ」

　視線だけで本陣まで退いて行くバツ軍を追い駆ける。

　ほとんどが振り返らず本陣を目指す一団の中でバツの宰相だけが、こちらを見上げてシャルネを明確な脅威として認識していた。




　バツの本陣で怒りに任せて貴重な食料を喰くい散らかす王の眼前に跪ひざまずき、アーデルハイドはその姿勢のまま延々と愚痴を聞かされる羽目になった。

「この無能がっ！」

　ついには言葉だけでなく酒を飲んでいた杯を投げつけられ、運悪く杯はアーデルハイドの額に当たり、僅かに血が流れる。

「貴様、なぜあの程度の城がさっさと落とせんのだ！　武器も持たせず、土いじりなど一日中させおって、戦に勝つ気があるのか！」

「お言葉ですが、あの地形では攻城兵器を運べません。移動が遅れ、動きが制限されればそれこそ矢の的です。攻城兵器なしでの城攻めは徒いたずらに犠牲を増やすばかりで、高く堅けん牢ろうな外壁に囲まれた城じよう塞さい都市ランタンは落ちません！」

「き、貴様…………私の命令が聞けぬと申すか！」

　ここが最初の分ぶん水すい嶺れいだとアーデルハイドは直感的に感じ取った。

「もしも無策に攻めればこの戦、必ず負けます」

　確信を伴うはっきりとした口調で警告し、アーデルハイドがバツ王を見据える。

　普段は温厚なアーデルハイドの鋭い目付きに僅かに王の目も恐怖に歪み、先ほどまでの怒気が鳴りを潜めた。

　バツが参加しない戦であってもアーデルハイドが勝つと言えば勝ち、負けると言えば負けた。そんな現実を散々目にしてきたバツ王だからこそ、アーデルハイドの必ず負けるという言葉の重みだけは理解出来た。

「貴様、そこまで言うなら策はあるのだろうな！」

　吐き捨てる様に言葉を投げつけながら、バツ王は最低限の冷静さを取り戻し、渋々椅子に腰を下ろした。

「はい。戦は私にお任せいただいて王はゆるりとお休みください。王がずっしりと構えて戦場を静観しているだけで、兵は安心することでしょう」

　あの姫のように上手く活用すれば王は何百、何千の兵と同等の力を発揮する。しかし、それを知りながらアーデルハイドは王を戦場から遠ざける判断を下した。

　王の影響力は良い影響も与えるが、悪い影響も与える。

　その結果、勝てる戦も落としかねないという懸念のためだ。それだけの欠点をバツ王は内包していた。

　ランタンの軍師は欠点を効果的に叩たたいてきた。

　何より問題なのは仕えている王の差を見せつけられたことだ。これは今後の兵の士気を大きく左右する。

「アーデルハイド、王に意見したのだ。当然、負ければ責任を取ってもらうぞ」

「元より、そのつもりです」

　最後に一度深々と頭を下げ、アーデルハイドは王の天幕を後にした。

「アーデルハイド様、お怪我を！　す、直ぐに治療を！」

　天幕の外で控えていた白影から慌てたような声が上がる。

「この程度、怪我のうちにも入りません」

「駄目です。アーデルハイド様が血を流していると兵が動揺いたします」

　白影の一人が自らの服の一部を裂いて、竹筒の清らかな水で濡ぬらし手渡してくれた。流石にそこまでされてはアーデルハイドも断れなかった。

「では、お借りします」

　布で綺き麗れいに血を拭ふき取ると、額に押し付けられた冷たさが脳内まですっきりさせる。

「戦場で何より貴重な時を無駄にしてしまいました。明日の戦略について話します」

　王に無理難題を押し付けられたのではないかと不安がる白影に、アーデルハイドは優しく微笑みかけ安心感を与える。

「基本は今まで通りです。変更はありません」

　長年白影として仕えてきた者には、アーデルハイドの苦労が手に取るように解り、王を説き伏せて最良の結果を得たのだと確信した。

　指揮所に戻り負傷者の数などに目を通し、明日の補充と編制について話し始めた直後、白影の報告よりも早く角笛の音がランタンの方角から響いてきた。

「アーデルハイド様、ご報告します。豹人族の姫が角笛を鳴らし、おそらく豹人族の言語と思われる言語で何ごとか叫んでおります」

　報告を受けてアーデルハイドも目下の問題へと思考を切り替える。

「単なる嫌がらせか、そう見せかけた伏兵か密偵への指示でしょうね。豹人族の言語が解る者がいないか探して何を叫んでいるのか出来れば特定して下さい」

「承知しました」

　出て行った者と入れ替わるように別の白影が天幕に入って来る。

「敵が城壁上で松明たいまつを持って不自然な動きをしております。なんらかの暗号を伝達していると思われます」

「どのような動きですか」

　規則性がある一定のパターンで、それはアーデルハイドの知識の範はん疇ちゆうに存在していた。

「大戦時に使われた待機の指示パターンですね。普通は隠れている伏兵などに、計画の中止とそのまま待機を伝えるメッセージです」

　ランタン側の意図にアーデルハイドが僅かに首を傾けていると、先程の白影が天幕に慌てた様子で舞い戻って来た。

「豹人族の言葉が解る者がおりました！　その者によればあの姫が叫んでいた内容は、今宵の計画は中止し、明日以降の好機に備えよ。成功せしめた暁には報酬はバツの十倍を約束すると」

　一つの報告で天幕内に動揺が走った。

「おい！　それはどういう意味だ。報酬はバツの十倍と言っておるぞ。それはつまり……」

「我々の中に裏切り者がいると」

「しかし、志願兵は元々お金で雇った者達、より好条件を事前に提示されていればあり得ない話ではありません。それにランタンは東南貿易の要かなめ。金額的には十分に用意が可能な額です」

　周りが取り乱す様子を冷静に観察し、アーデルハイドは現状を分析する。

「皆さん落ち着いて下さい。まず、これは敵の言葉です。信じるに値しません」

　冴さえ冴えとした感情の籠こもらないアーデルハイドの声が、論争が過熱しそうだった場の熱に冷や水を浴びせかけた。

「しかしアーデルハイド様、万が一ということも」

「敵の言葉と寝食を共にし、同じように血と汗を流して戦った仲間、どちらを信じるべきかなど明白です。高確率で我々を動揺させ結束を削そぐための罠わなです。もしも取り乱して過剰な反応をすれば相手の思う壺つぼです」

　冷静に状況判断をすれば、このタイミングでこの指示は合理的でない。

　いくら人間族の言語でなくとも、隣国の豹人族の言語を伝達手段とするのも明らかに不用意に映る。

　九割は噓だと思いながらも、誰もが完全には捨てきれない一割の可能性をアーデルハイドはきっぱりした言葉で切り捨てた。

　何よりも迷いを残しておく状態が最悪だと判断したために、可能性の低いことを部下の考慮から外した。

　この事案はトップ数人が頭に入れておけばそれでいい。

　──今頃、ランタンの軍師は城壁からこの慌ただしい様子を高笑いしながら眺めているのでしょうね。




　同時刻、ランタン北城壁ではギンが悪の大魔王のような高笑いをしていた。

「昼間は散々やられたからな。借りはきっちり倍返し！　それにしても敵陣を搔かきまわしてやるのは何度やっても気分爽そう快かいだな！」

　子供のような純粋な笑みとは真逆のエグイ内容。

「メル、こやつは悪の総帥ではないか？」

　シャルネと顔を見合わせて苦笑いを浮かべる。

「僕もたまにそう思うことがあります……完全に悪役ですよね」

「そんなだから兵からも性悪軍師などと呼ばれるのだ！」

　シャルネが呆あきれ半分の顔になり、味方でなければ蹴けりの一発くらいお見舞いしそうな目を向ける。

「ほんと、こういう時だけは生き生きしてますよね」

　味方なのに一抹の不安を覚えながらメルは頰を搔く。

　軍師としての適性なのかもしれないけど、天才は何処か人として破は綻たんしている気がしてならない。

「いいんだよ。策士なんて百個手を打って一つか二つの策が当たれば、まるで全てお見通しですって、高笑いするのが仕事みたいなもんだ」

「そもそも松明を動かしたり、旗を振ったり、呼びかけたり、これに意味があるのか」

　最初は楽しそうに旗を振っていたシャルネも飽きてしまったのか、面倒になったのか、げんなりした表情を覗のぞかせてギンに疑いの目を向け始める。

「ん？　意味ならあるぞ」

「どうせ、相手を不眠症にでもしようという狡こすっ辛い作戦じゃろう！」

「確かに不眠症で明日、目の下に隈くまとかあったら大成功だな！」

「ほれ、見ろ！　やはり新種の嫌がらせなのではないか」

「いやいや、これは単なる挨あい拶さつだ。本気で一戦交える前のちょっとした余興みたいなもんだ。本気の嫌がらせはここからが本番だ！」

「そんなことに付き合わされる敵に同情したくなるわ！　もっと武人らしく正々堂々と戦わんか！」

「この戦力差で正々堂々戦ったら負けるだろうが！」

　一触即発の状況でメルが間に入って、二人の距離を離す。

　この二人はまるで水と油だ。

「でも、ギンさん、こんな露骨な行動、相手だって直ぐに虚言だと気が付くんじゃないですか？」

「そりゃ、気付くだろうな」

　それすらも織り込み済みで、まだ何か悪巧みをしているようでニヤリと嫌らしくギンの口角が上がる。

　ギンが敵でなくてよかったと心底思う裏で、敵を殺す最適の方法を冷徹に画策する思考回路が恐ろしく、メルのある懸念を浮き彫りにした。

「明日、バツ軍が進軍すれば通常の矢の有効射程に入りますよね」

「ああ、明日には間違いなく入るだろうな」

　単なる事実として、それに付随することを知りながらもギンの瞳ひとみに揺らぎは見られない。

「明日は矢や尻じりの付いた矢で敵を射るんですよね」

　手の中には殺傷力を上げ、刺されば抜けないように返しまで付いた矢が握られている。

「そりゃ、当然届く距離なら使うのが定石だ。それがどうかしたのか？」

「いえ、正規兵は国のために戦うのが仕事ですけど、お金がなかったりして、仕方なく戦争に参加してきた志願兵もいるんですよね」

　どうしてもメルは自分の境遇と重ねてしまう。どん底の人間が生きるために最後に行き着くのは山賊か、戦争だ。

「そういう人も殺さないといけないんですか？」

　ギンにとってあまりにも当たり前のことを聞かれて面食らったのか、鳩が豆鉄砲を食ったような顔で暫しばらく動かなかった。

「それはメル自身が流民だったからか」

「かもしれません。別に好きで戦場に行くわけじゃないんです。でも、確実に雇ってくれて、食べるのに困らない場所は戦場以外にはそうそうないです。戦争で国を追われて、その戦争に自分が参加するなんて冗談みたいな話ですけど」

「だとしても、そいつらは俺達を殺しに来るぞ。その時はどうする？」

「その時は………………」

　返答に困っていると、仕方ないというように頭を搔いてギンの方があっさり折れた。

「まあ、いきなり人殺しにはなれねーよな。躊ちゆう躇ちよして矢の精度が落ちるくらいなら、矢尻の付いてない例の特別な矢で肩や足を狙え。殺さなくても戦闘不能にすればそれでいい」

「…………ギンさんも、そんな優しいこと言うんですね」

　嬉うれしくなって一歩、ギンへと歩み寄る。

「こればかりは武人でない人間には解らん世界だからな。でも、殺さない代わりに死ぬ気で役目は果たしてもらうからな」

「はい！」

「よし！　まともな鎧よろいもない志願兵なら矢尻がなくても足止めには十分だ。矢尻を付けると飛距離も微妙だし、人間族は例の矢で敵の志願兵を、豹人族は矢尻の付いた通常の矢で鎧を貫いて正規兵を狙ってもらう。それぞれの指示はメルとシャルネ姫に一任する」

　指示を出し終えてから、一瞬だけ憂いを帯びたギンの横顔が覗いた気がした。




　　　　＊




　本格的な矢の交換が二日目に突入し、両者共に消耗戦の様相を呈してきた。足元が覚束ない者も日増しに増えている印象だ。

　二日間、弓を引き続けたメルの腕には疲労がたっぷりと溜たまっている。

　先が尖とがっているだけの矢は良く飛び、刺さるが致命傷にはならない。自然な動作で新たな矢をつがえて放つ。

　お返しとばかりに隣の弓兵の肩に敵の矢が刺さり、苦く悶もんの表情を浮かべてその場に蹲うずくまる。

　その光景をメルは横目に見ながら、口だけで救護を求めつつ眼下の敵に向けて矢を射る手は止めない。

　シュパッと空気を切り裂く音が耳じ朶だを震わせ、射た矢は敵兵の足に突き刺さった。

　射られた者は足を押さえ、その場に倒れ込み、地面を這はうようにして味方に踏まれないよう戦外の方へと逃げて行く。

　戦闘不能にして戦場から排除すればいい、何度もメルは自分に言い訳を繰り返しながら感情を殺して機械的に矢を放つ。

　断続的に運ばれてくる補給の矢を含めて一日で何百本の矢を撃ったか解らない。指先の感覚がなくなり、矢が触れる部分は擦り剝むけ血が滲にじんでいる。

　ほとんどの防御用障害は撤去され、両軍共に疲労と負傷者を抱えながら飛び交う矢の数も減っている。メルが次の矢に手をかけた所でバツは撤退を開始した。

　ようやく一息ついて、メルの目にも生気が戻る。一足遅れて今日はこれで終わりだという安あん堵どが胸に込み上げる。

　矢筒を降ろすと最後に自分が手にしていた矢はあれほど射るなと厳命されていた最後の二本の矢の内の一本だと気付き、戦場で冷静さを保つことの難しさを感じ、同時に自分が無感情に矢を射るだけの存在になっていた事実にぞっとした。

　人は単なる戦う道具ではない。いくら感情を殺しても限界はある。

　戦場は人を狂わせる場所であり、肉体だけでなく心を殺す場所なのだと負傷者に見向きもせず本陣へ逃げ帰るバツの軍勢を見下ろし実感した。

　完全撤退に入ったのか敵からの矢は止んでおり、味方の矢音だけが鼓膜を揺らす。最近はこの音が寝ても覚めても耳から離れない。

「なんじゃ、メル！　泣きそうな顔をしておるな！」

　戦場に感傷的な視線を送っていると、いつの間にかシャルネが目と鼻の先に立っていた。

「すみません。本当は先頭に立って追い打ちを仕掛けないといけないんですけど……」

「人の死なぬ戦など存在せん！　殺しに来る者は殺される覚悟くらいするのは戦士として当然じゃ。それでも、どうしても嫌ならばメルが自らの手で戦そのものを失くす他ない！」

「戦、そのものを失くす…………」

　あまりに突飛であり得ない発想に思考が追い付かない。

「戦を好まぬ者がこの大陸の全てを統治すれば、おのずと大きな戦は終わる。そして今やメルは一国の王じゃ、世界を望む通りに作り替えることが出来るうちの一人じゃ！」

「……ぼ、僕にそんな力はありませんよ」

　情けなく俯うつむきかけたメルの顔をシャルネが両手で無理矢理持ち上げ、顔が吐息を感じるほどの距離に寄る。

「メル！　人は王として生まれるわけではない。自らの意志と力を行動で示し、人に愛された者が王となるのだ！」

　傷付き戦場に取り残された者達の失望に満ちた瞳を一いち瞥べつし、真剣な顔でシャルネを真っ直ぐ見据える。

「シャルネ姫に一つお願いがあります」

「何でも申せ！　私はメルの嫁なのじゃから、情けなく立ち止まったら何度でも後ろから尻を蹴っ飛ばしてやる！」

　願いを告げるとシャルネは大きく頷うなずいてから、戦場全体に動くなという号令を飛ばす。

「我はランタン王、メル・アルカートの嫁にして、豹人族の姫シャルネ・ブランである。バツの者共よく聞け！　我々は撤退が終わるまで攻撃を仕掛けない。傷を負った者、勇敢に戦って果てた友の亡なき骸がらを引き上げることを王の名を以て認め、その嫁であるシャルネの名を以て許す」

　突然のことに兵士達も頭の中が真っ白になったようで、ポカンと口を開けたまま立ち尽くしている。

「助けに行ったら矢で射殺す気だ！」「敵の甘言になど惑わされるな！」「豹人族は逃げる相手にも徹底的に追い打ちを仕掛けた蛮族だぞ」「貴様らが裏切らないという証拠が何処にある！」

　口々にバツ側から出てきた反論をシャルネが一いつ蹴しゆうする。

「証拠はない！　しかし、誠意を示すことなら出来る！」

　そう告げると同時にメルとシャルネは丸腰のまま、城壁の縁に二人揃って並び立った。

「我々は武器も持っておらん！　もしも噓だったなら我ら二人を矢で射ればよい。まさか、この人数、この距離で矢を当てる自信がないなどとは言うまい！」

「それは…………」

　バツの兵が言い淀よどむ中、淡々とシャルネは言葉を重ねる。

「敵も味方も相手を射殺すならば、まず私達を撃ってからにせよ。歴史に刻まれる卑ひ怯きよう者の称号が欲しい者だけ武器を持て！」

　守備兵達は次々に弓矢をその場に置き、両手を掲げて何も持っていないことを見せつけた。それでも敵兵は疑心暗鬼で動けない。

「どうした！　まさか人間族は戦で失った友を嘆き、弔うこともせんのか。その上、傷付いた同胞を助けることもせんのか、兵士は使い捨ての駒か！」

「俺達は野蛮な豹人族とは違う！」

「なら、ぼさっとせずさっさと同族を助けんか！」

　シャルネに一喝され敵兵の肩が跳ねる。

　まるで母親に叱られた童のような顔で、力が抜けたように武器を取り落とし、そのまま一歩前に歩み出て矢の射程に踏み込んで来た。その数人が友の亡骸や、負傷者に素早く駆け寄るのを確認してから、後続の将達からやっと正式な号令がかかった。

「負傷者が先だ。その後、亡骸を回収する！　気力の残っている者は運ぶのを手伝え、騎兵は負傷者を乗せて本陣まで往復しろ、迅速に行え！　我々の統率力を奴らに見せつけてやろうぞ！」

　メルとシャルネが味方に矢を射ないようにと厳命してから、城壁の縁にふてぶてしく胡坐あぐらをかいて座り込んだ。

「なんじゃ、人間族もやれば出来るのではないか」

「シャルネ姫は僕なんかより、ずっと王様っぽいですよね」

　演説するシャルネにはメルに足りない威厳や風格が伴っていた。

「メルが王として威圧感が足りんのだ。もっとこう、相手が逃げ出すような怖い顔をしてじゃな」

「シャルネ姫、ちょっと、顔をひっはらにゃいへ…………」

「何を言っているか解らん。でも、怒った顔のメルは何か違う。何がどうとは言えんが、メルらしくない気がする」

　シャルネが手を放すと元の情けない顔に戻ってしまう。

「お前らって、政略結婚なのに割と仲いいよな」

　ひょっこりとギンが城壁に隠れながら顔だけ出した。

「私はメルの嫁じゃ。既に決まったことに今さら文句をいうほど子供ではない」

「まあ、本人達が嫌じゃないならいいのか、姫様もメルに惚ほれて……」

「うるさい！　陰険軍師もそんな所にこそこそ隠れとらんで、軍師ならばもっと堂々と腹を決めて先陣に立たんか！」

　照れ隠しにシャルネがギンの襟を摑つかむ。

「誰が好き好んで矢面に立つか、そもそも戦略的に王と王妃を敵の眼下に晒さらす方が異常なんだよ！　メルも今回はいいけど、これから危ないことする時は真っ先に俺に一声かけろ。もっと効果的な方法を教えてやる！」

　ギンはこのことに関して責めたり、止めさせようとは一切せず、不気味なほどただ流れるに任せて事の成り行きを見守っていた。

　それどころか、心なしか頰まで楽しげに緩んでいる気さえする。

「陰険軍師、また顔が悪人顔になっておるぞ」

「おっと、いけない！　こんな顔を周りに見られたら不味まずいから俺は大人しく隠れているかな」

　気が抜けるような二人の平和な言い合いを微笑ましく眺めていると、戦場を飛び交っていた号令と馬の足音が止み、一頭の馬の足音だけがこちらへと近付いて来る。

「バツの将として一本の矢も撃たず、黙って見守ってくれたこと、兵を代表して感謝する」

　最後に残った騎兵が胸に手を当て、深々と頭を下げた。

「だが、明日よりはまた敵同士だ。手心を加える気は一切ない！」

「望むところじゃ！　何度来ようと撥はね返してくれる」

　敵将は不敵に笑うと、後ろから矢を撃たれることなど微み塵じんも憂慮せず、馬で颯さつ爽そうと駆けていった。




「アーデルハイド様、本日の被害報告が出揃いました」

　食事を与える際に残存兵数を数える。この時ばかりはどんな兵でも綺き麗れいに並び、熱心になる。その中でアーデルハイドが注視している箇所があった。

「今日も負傷者が多いですね。特に志願兵の」

「地じ均ならしの作業をする志願兵が狙われているようです。そしてそのほとんどが負傷者で、死者は少数です」

　殺すより負傷させ、味方の足を引っ張らせるのが得策だ。理には適かなっているが何か別の違和感がアーデルハイドに警鐘を鳴らしている。

「それと死者に関してですが、正規兵の主に百人長、千人長などの部隊を率いる者が狙い撃ちにされております。これに副官を含めると十三名の犠牲が出ています」

　その報告には流石のアーデルハイドの表情も強こわ張ばり、戦場では動揺が伝わらないように努めて冷静な態度を崩さないアーデルハイドからもこの時ばかりは緊迫感が漏れ、それが兵にも伝わってしまった。

「やはり問題でしょうか」

「そうですね。部隊を指揮する者がいなくなった隊は戦場では消えてしまいます。平地での掃討戦ならば、具体的な指示がなくとも行動できますが、攻城戦のような状況で何をすればいいのか解らないというのは致命的です。闇雲に動くと味方の邪魔になってしまいますし、とにかく明日からは指揮官を失った部隊は大人しく後方に下がり、再編制するまで戦場に再び送り出さないように」

「狙われている隊長達のことはどういたしますか？」

「狙われているということを伝えて警戒を呼びかけ、事前の打ち合わせを厳密にして戦場で声を上げるのは必要最小限に、それから目印になりそうな物は外すか背中に着け、指揮官自身が旗などを持ったりしないようにお願いします。それと緊急時に自分の代わりに指示を出す者、最低でも後方へ下がる指示だけでも出せる人を決めておいてください」

　アーデルハイドは一連の出来事と手元にある部隊ごとの負傷者や死傷者の損耗率を表す数字を見比べながら、違和感の正体を顕在化させるためにあえて言葉にする。

「それと、敵は逃げる我が軍に追い打ちしないどころか、負傷者の救助と屍しかばねを持ち帰って埋葬することをランタンの王と王妃が矢面に立って許したとありますが」

　これはおそらく軍師の策ではない。しかし、不思議なのは無意味な上に危険な一手を軍師が容認した事実の方だ。

　常識的に考えれば王の独断行動と考えるのが自然だが、アーデルハイドの頭の隅にその事実が小さな棘とげとして残り続けている。

「はい！　敵はその間、一本の矢も我らに射かけることはありませんでした！」

　将の目からは敵への尊敬の念に近いものが見て取れた。しかし、同時に尊敬すべき敵だからこそ全力をもって討つという武人の決意も覗のぞいている。

　これほどの歴戦の兵ならば、このような割り切りも可能だ。しかし、他の兵はここまで割り切れるか。

　特に王の温情のお陰で助かった負傷者は、仮に怪我が癒いえたとしても恩を受けた相手に弓を引けるかは怪しい。

　兵士の義務など説いた所で、その手からは力が失われ、放たれた矢は善意という壁に阻まれ敵まで届かない。

　指揮官潰つぶしに加えて、見捨てて逃げようとした味方、慈悲を与えた敵の構図は軍隊の士気を致命的に低下させかねない。

　そもそも大した大義もなく始めた戦であることをほとんどの兵が知っており、あちらは少数ではあるものの稀き代たいの名君が一代で築いた城を命懸けで守り抜く覚悟のある集団だ。

　最初から士気には天と地の差がある。

　その上で、豹人族の姫が放った敵を見逃せ、などという言葉の何よりも恐ろしい所は噓偽りではなかったことだ。

　歴戦の猛将ですら王と姫に一目置き、その言葉に価値を見み出いだした。

　味方を意のままに動かせる王はいくらでもいる。しかし、敵の心すらも摑んで、一時でも動かせる王は限られる。

　王の器とは抱える民の数であり、種族や国の境なく何処までを自らが守るべき民であると認識しているか。

　もしランタン王がこの世界の全ての〝人〟を大切な民だと考えているのだとしたら、あの王の元でする仕事は世界という器に美酒を注ぐ、さぞ楽しいものになるだろう。

　ふと敵の軍師を羨うらやましく思ってしまった弱気な思考を否定する。

「仮に王と姫の心根が真っ直ぐで噓偽りがなくとも、軍師までそうとは限りません。何か裏があるはずです。心理的効果か、死者を運ぶ兵の疲労もありますが、それ以外の決定的な何か」

　アーデルハイドが納得出来ないことがあるとまず真っ先に縋すがるのは、事実と数字という自らを宰相まで押し上げた絶対的な存在だ。

　明らかに作為的と思われる正規兵と志願兵の死者の数の不自然な偏り、追撃をせずに救助を許した行動、そして数日前の嫌がらせの意味がアーデルハイドの中で一つの線になって繫つながった。

　椅子が倒れるほど急に立ち上がったことで、周囲もアーデルハイドを注視した。

「どうされましたか、アーデルハイド様？」

「やられました！　もっと早く気付いて対処するべきでした。私の失策です。今からでも緘かん口こう令れいを布しいて下さい！　彼らの本当の狙いは私達の軍の分断です」

　周りが啞あ然ぜんとしているうちに、アーデルハイドは自分の指示が遅すぎた決定的な報告を天幕に血相を変えて駆け込んで来た白影から聞くことになった。

「アーデルハイド様、兵同士が揉もめ事を起こし始めています」

　諦あきらめたように椅子に腰を下ろし、最悪の想像が当たっていないことを祈りつつアーデルハイドは報告に神経を尖とがらせる。

「兵の中に、特に志願兵の中に間者が紛れ込んでいるのではないかという噂が立っております。敵は正規兵のみを矢や尻じりのついた矢で豹人族が射たと、志願兵には矢尻のない特別な矢を人間族が射たという証言が複数挙がり、その上で数日前の晩の、相手の間者への指示と思われるものが噂の元としてゆっくり広がり、本日の負傷者の大半である志願兵を助けろという敵側の発言で、正規兵と志願兵が疑心暗鬼に陥っています」

　志願兵の自分達を見捨てて逃げた正規兵への不満と敵への感謝の念、明らかに被害を抑えてもらっている志願兵への正規兵の間者への疑念。

　天幕の外の音に耳を澄ませば、至る所で志願兵と正規兵が言い合いをする怒号が指揮所にまで響いている。

　軍師同士の知恵比べのように錯覚させられていた。この戦を大本から見誤っていた。これは国同士の戦争だ。

　そしてランタンはさしずめ敵の信用に足るだけの純真無む垢くな心と、同時に敵を欺き操るだけの悪あく辣らつな思考を併せ持つ怪物の赤子だ。

　ランタンという国を放置すれば将来必ず手の付けられない怪物へ成長すると悟り、勿もつ体たいない人材だと心の片隅で惜しみながらも、アーデルハイドはここでランタンの息の根を止める覚悟を決めた。

　赤子とはいえ怪物、ランタンを陥落させるには死力を尽くさなければならない。そのためにアーデルハイドは志願兵と正規兵の仲裁に自らが赴いた。

　士気が落ちてしまった志願兵は疑念を晴らすという名目で、必然的に奮戦を要求される最前線へ配置させ、志願兵達には全権代理者のアーデルハイド自身が奮戦した後は治療と快復に専念するために本陣で休ませると確約することで、なんとか双方に矛を収めさせた。

　これが現状の最善手である自信はあるが、これは明確に打たされた一手だ。この一手が敗着へと繫がる致命的な一手にならないことをアーデルハイドは神に祈った。







[image: 五章　決戦の日]




　本格的な籠ろう城じよう戦の前夜のランタンは不気味な程静まり返り、虫の羽音すら鮮明にメルの耳に届く。

　メルは決戦に備えて東門の城壁を各種族の代表達と共に見て回り、明日の作戦について話し合う予定だったのだが、各種族が協力し、連係して守り抜こうと主張するメルの意見は受けいれられなかった。

「多種族の混成軍で精鋭とも言い難い、その上一番軍事的な才覚の乏しい者が指揮するこの東門は本格的な攻城戦になれば必ず狙われます。だから、皆で協力して……」

　人間は一番数が多く集団として戦う場合には最も大きな力を発揮するはずだ。豹ひよう人じん族は数こそ少ないが局地戦では無類の強さを誇る。最弱最知と言われるエルフの身体能力は人間にも劣る代わりに数百年の時を生きることで知識の量は人間や豹人族の比ではなく、複数言語を習得している者も多い。

　よって、エルフを指揮系統に据えて、豹人族を敵の殲せん滅めつに使い、人間で相手の侵攻を遅らせるような行動が理想であり、この態勢が構築出来るのなら妙案とまで言えずともメルにも策はあった。

「そんなことは言われずとも解っている！」

　しかし、メルの言葉を遮るように豹人族の代表が言葉を放ち、それに他の種族の代表も沈黙を以もつて肯定した。

「なら、どうして…………」

「お前が言っていることは種族も言語も文化も全く違う、名も知らぬような者達を信じて命を預け合って戦えという暴論だ！　確かに理屈の上では実行出来る。しかし、実際には不可能だ！　その目で現実を見よ！」

　向けられた視線を追って、城壁上から目にした光景でようやく言葉の真意を理解した。

　眼下では明日に備えて全員たらふく食って、ぐっすり眠るようにと指示された兵達が決戦前のささやかな宴うたげの準備に取り掛かっていた。種族ごと別々に。

　ギンは元々、同一種族、同一言語の人間の集団をわざわざ分断するために策を用いた。でも、ランタンにはその必要すらない。最初からバラバラなのだ。

「拙つたない連係など混乱を招くだけだ。表面上の信頼など最初から他者を頼りにしない分だけ無い方がよい。そして何よりもメル・アルカートという個人は百歩譲って人として信用してやってもいい。だが、部下の命を預かる者として残念だが指揮官としての君を信用することは出来ない。話は終わりだ」

　それが全ての種族の代表の総意だった。

　メルは反論の言葉を失い、その場に膝ひざを突いた。結局、各種族で自分達の持ち場を守るということで話は打ち切られた。

　アルカートで暮らしたメルだけが、それが可能だと知っている。でも、彼らを説き伏せるだけのものが自分にはない。

　豹人族にとってメルは実戦経験もない素人しろうとであり、エルフ族にとっては百年も生きていない若輩、人間族にとっても所しよ詮せんは捨て駒だ。

　シャルネのように声一つで戦局を変える力はないし、ギンのような誰もが舌を巻く戦略を生み出す頭脳もない。

　メル自身は英雄でも天才でもない。

　そう諦めかけた次の瞬間、不意にランタン王の言葉を思い出した。




「君は何者で、何が出来る？」




　王の問いに対する自らの返答を小さく口ずさみ、メルは立ち上がり、目前にある現状と向き合う。

　人間族は端の方で臆おく病びような羊のように群れを作っているし、豹人族は獅し子しのように中央に居座っている。そしてエルフ族は山羊やぎのようにその周囲をうろうろと歩き回っている。

　でも、その様子をよくよく観察してみると、豹人族は人間族が食べている美味うまそうな料理を凝視している。人間族はエルフ族の見目麗しさに目を奪われている。エルフ族は普段は凶暴で近寄れない豹人族の生態に興味津々だった。

　そこにメルは僅わずかな光明を見出した。

　直ぐにメルは城壁から駆け下り、宴が始まる寸前の兵達の中に飛び込んだ。そして豹人族の集団から珍しい料理を選んで少しずつ分けてもらう。

　次に皿を持ったままエルフ族の集団へ移動し、周囲に聞こえる様に声を上げる。

「豹人族のこの料理、すごく美味おいしいですよ」

　その一言が呼び水となって、好奇心旺おう盛せいなエルフの女性達が集まり、皿の上の料理をメルが差し出すと、あっという間に皿は空になった。

　料理に興味を持ち、製法や原材料について議論を始めたエルフを前にして、

「広域に渡る大平原を移動している豹人族の国にはもっと珍しい食べ物とかもありましたよ」

　メルが放った一言はエルフ達の何か、点火してはいけない本能に火を点つけた気がした。

　この世は学習の場であり、知りたい、というエルフの渇望は実際並大抵のものではなく、世界の真理を解き明かせずに死ぬことが最大の後悔などと語る種族だ。

　未知の文化、食べ物、学問、それに対する好奇心はメルが狂気すら感じる水準のものだ。数人のエルフ達は僅かな言葉を交わした後、荷物の中から装飾品として着脱可能な猫耳と尻尾しつぽを取り出した。

「なんですか？　それ？」

「動物の皮と毛で作った猫耳と尻尾であります！」

　エルフの一人が猫耳と尻尾を装備しながら、元気よく答えてくれた。

「なんで、そんなもの持ってるんですか」

「エルフは全種族でほぼ最弱であります。故に盗賊避けとして使用するであります。遠目にこれを目撃した盗賊達は真っ青な顔をして一目散に逃げ散って行くであります」

　盗賊は宝箱である。そんな言葉を豹人族内で耳にしたのをメルは今更思い出す。

　盗賊の集めた金品を奪っても文句を言われず、襲われた故の自衛だと言い訳も出来る。ついでに夜盗のアジトごと潰つぶしてしまっても自衛のためである。

　猫耳と尻尾を装備したエルフの一人が先陣を切って空白地帯を横切り、豹人族の集団へと歩みを進める。

『我々は仲間でありますにゃ～、よって食べ物を少し交換して欲しいのにゃ～』

『いや、交換するのはいいけど、エルフは肉食わないだろ』

　間の抜けたエルフの第一声に対して、数瞬遅れで我に返ったのか常識的な返答が豹人族から返される。

『エルフは雑食でありますにゃ～、生き物の死し骸がいを不浄として食べないのは一部の神官様達だけでありますにゃ～』

　あまり知られていないが、普通のエルフは何事もなく肉も食べる。

『それと、その語尾は止めてくれ。百年以上前の方言で、今はもう使われてない』

　エルフはがっくりと肩を落とし、その場に頽くずおれた。

『ま、まさか、このような美しい響きの言葉が失われるとは人類の損失であります……』

『まあ、その……なんだ、エルフの姉ちゃん、とりあえず食え、食って人類がどうこうは忘れちまえ』

　慰めるような声に、エルフの顔がガバッと勢いよく上がり、知識欲の塊のような目に流石の豹人族もたじろいだ。そしてそれが合図となってエルフ達が自分達の料理を持って豹人族の集団に押し掛けた。

『これは何の肉か？』『隠し味に何を入れているか？』『なぜ、野菜を喰くわずに生きて行けるのか？』『この験担ぎはどういう意味があるのか？』

　質問攻めにしながら、珍しいものを見て、聞いて、触ってみて、匂いを嗅かいでから舌で味わう。

　困惑しながら、身振り手振りで調理法の説明をしていた豹人族が限界を感じたのかメルを呼んで言こと葉ば渡わたしとしての仕事を頼んだ。

　好奇心に衝き動かされてエルフが動いたことで、安全を確認しつつ人間族もエルフの美女達の尻しりを追いかけるように、大義名分としての料理を携えて後から輪の中に加わった。

『人間族の食物は美味いっ！　これ、もっとくれ！』

　夢中で料理に食らいつき、骨まで舐なめる勢いの豹人族もいる。

「綺き麗れいなお姉さんに注いでもらう酒はあらゆる美酒に勝る！」

　美人のエルフにお酌をしてもらって舞い上がっている人間族もいる。

「ふむふむ、豹人族は働き者で常に動き回っていて、弓を引く邪魔にもならない慎ましい貧乳こそ至高で巨乳など働かずに食ってばかりいる堕落の象徴故に貧乳派であると、そして人間族は巨乳こそ富や包容力の象徴、そして丈夫な子を産むために大きな胸こそ神が与えた最上のもので、故に巨乳派だと、勉強になるであります」

　各種族の様子を熱心に観察してメモするエルフもいる。

　すごく控えめに言ってカオスだった。でも、そこにはほんの一瞬だけ、失くしたはずの故郷があった。

　異なる衣服を着て、異なる物を食べ、異なる言語を話す。でも、違うからこそ全てがあった。メルは生まれて初めて自分の業を目の当たりにした。

　全ての色を無理矢理混ぜてくすんだ色にしてしまうのではない、世界で一番綺麗な色で全てを塗りつぶしてしまうのでは物足りない。この葡ぶ萄どうの大陸にある鮮やかな全ての色が欲しかった。

　地獄のその先で見つけたアルカートという楽園の姿。

　気付いた時には全ての種族が一つの大きな食卓を囲むような格好になり、そして各種族の間には多言語を習得しているエルフが自然と入り、その中心には言葉渡しとしてメルがいた。実現は不可能だと断じられた形がそこにあった。

　その光景を前にして目を丸くし、口をポカンと開けている先程不可能だと言い放った張本人と目が合った。

　直ぐにメルの方が歩み寄り、矢筒から一本の矢を素早く引き抜いた。

　それを敵対行動だと思ったのか、周囲の豹人族は武器を構え、メルへと鋭い視線を送る。それに反してメルは次の瞬間には膝を突き、頭こうべを垂れ、手にした豹人族の戦士の証あかしとして授かった銀の飾り矢を両手で掲げて目の前の相手に差し出した。

　これは豹人族の戦士同士が誓いを立てる時の行いで、差し出された銀の飾り矢を手に取れば戦場での約定が成立する。

『ランタンの王ではなく、同じ豹人族の戦士として、ルルーシャの弟子、メル・アルカートとしてお願い致します。生き残るために知恵と力を貸して下さい』

　時が止まったような静寂の中、相手は差し出された矢を受け取ってくれた。

『勘違いするな。人間族の美味い飯への礼と天弓のルルーシャ殿の顔を立てただけのこと。それに我々は同じ銀の飾り矢を受けし、豹人族の戦士を助けるだけだ。それでよいな！』

『はい！　よろしくお願いします』

　メルが具体的な策を話すと驚きと呆あきれが半々ずつ混じった反応をされたが、賛否両論ありつつもメルの拙い策に全員が耳を傾け、不足分に対して知恵を出し合って補い、侃かん々かん諤がく々がくの議論の末に明日の防衛戦略が決定された。




　話し合いと一通りの準備を終わらせ、疲れ切った頭と体に鞭むちを打って寝台を目指した。

　一応王様なので、緊急時に居場所が解らないと困るという理由で王の寝室でメルは眠ることになったのだが、どうしても不安が眠気に勝ってしまう。

　それに王の寝室などという大それた場所に足を踏み入れること自体メルは気後れしてしまう。悶もん々もんとそんなことに悩みながら扉の前で行ったり来たりを繰り返している内に月が輝く時間帯になってしまった。

　意を決して寝室に入り、窓から差し込む月明かりだけを頼りに寝台まで辿たどり着き、寝床へ伸ばした手が生暖かく柔らかい何かに触れ、驚いて体ごと仰のけ反った。

　明らかに夜具とは異なるフニャッとした手触りを警戒し、夜具から距離を置く。

「ふぅ…………みゃう～」

　同時に寝ぼけたような声が漏れ、規則正しく夜具の中身が上下する。

　不意に夜具がもぞもぞと動いた次の瞬間、見覚えのある銀色の尻尾が布団から生え、上機嫌にその尾がピンと立つ。

「める～」

　妙に気の抜けた声で名を呼ばれ、耳慣れた声に反応してゆっくりと夜具を見下ろせる位置まで近付き、そっと捲まくると、

「シャルネ姫、驚かさないで下さ…………」

　シャルネの寝顔を目にして安心したのも束の間、下着のような薄い寝着からは白い肌が大胆に覗のぞき、慌てて夜具を元に戻した。

　メルの動揺など露知らずシャルネは気持ちよさそうに熟睡し、時折、もごもごと口を動かしながら寝息を立てている。

　思い返してみれば一日中、ほとんどシャルネは動きっぱなしだった。疲れていないはずなどない。まして十三歳の少女だ。

「でも、なんで僕の寝台に？　シャルネ姫もキリンさんがいなくて寂しかったのかな」

　シャルネの無防備な寝顔をそっと観察する。

「でも、一晩中一緒の部屋に居たなんてキリンさんに知られたら…………」

　お仕置きですね、と笑顔で死刑宣告される未来が容易に想像出来てしまった。

　額に浮かんだ無数の冷や汗を拭ふいているとシャルネにもう一度名を呼ばれ、メルの肩が跳ねる。

「める～、よめの……てりょうり…………が……できたぞぅ～」

　夢の中で手料理を振る舞われているらしい。ちなみに現実ではまだ他人に食べさせる段階ではないらしい。
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「花嫁修業、頑張ってましたもんね」

　満足そうなシャルネの表情を覗き込むと、なんともこそばゆい気分になる。

　心臓は煩うるさいくらいに鳴っているのに、心は不思議と落ち着く。予測不能なのに謎の安心感がある。シャルネと一緒に居るとよくこういう気持ちになる。

「める～、こども……が………できたぞぉー」

　唐突なシャルネの寝言にドキリとして、さらに心拍数が跳ね上がる。

「……シャルネ姫、子供は流石にまだ早いですよ」

　優しく髪を撫なで、そのまま立ち去ろうとしたメルの手にシャルネの尻尾しつぽが絡み付いてきた。

　無理に振り解くのも躊躇ためらわれたので、メルは仕方なく隣に横になって片かた肘ひじを枕にしてシャルネの寝顔を暫しばらく眺めていたら、いつの間にか添い寝するように安らかな眠りの世界に落ちて行った。




　　　　＊




　朝、日が昇ると珍しく早起きしていたギンが北壁からバツ軍を見下ろしていた。

「ギンさん、おはようございま、そっ！　その腕の怪我、どうしたんですか？」

　ギンの腕には昨日はなかった血で赤く染まった布が巻かれていた。

「ああ、これか、これは他人に死地へ行って来いって命じる俺なりの覚悟みたいなもんだ。それと今日は俺も前線で指揮を執る」

　城壁に次々とランタンの旗が掲げられる。兵数を少しでも多く見せかける涙ぐましい努力と味方の士気高揚が狙いらしい。

「普通、新しい王様になったら旗も替えるんだが、メルはどうする？」

「旗はこのままにしましょう。ランタンに残った人は前王のために実利を捨ててまで残ってくれたんですから」

「そうだな。金も時間もないからな」

　素っ気ない言葉を返しながらも何処か憑つき物が落ちたような顔でギンは旗を見上げてから、敵陣に視線を戻す。

　風で舞い上がった砂煙ですら隠れることのないバツの大軍が、綺麗に隊列を組み進軍の時を静かに待っている。

　隊列の前方は雲うん梯ていなどの城壁を登るための攻城兵器を装備した志願兵を配置し、その周りを正規兵が囲むようにしている。その後方では城門を突き破るための破城鎚ついが予備を含めて数台、最奥には城壁と同等の高さがある巨大な攻城塔が控えている。

「ようやく本命の攻城兵器のお出ましだ！　泥を塗ったり水で湿らせた布で火矢対策されてるから、攻城兵器は運ぶ人間の方を狙えよ。取りつかせなければ高壁堅門に守られた城じよう塞さい都市ランタンは落ちない」

　敵軍の配置にギンが目を光らせ、小さくほくそ笑む。

「メル、この戦は勝つぞ。四万の敵を退ければ誰も文句は言えない。メルを正真正銘のランタン王にしてやる」

　力強い台詞せりふがメルの心配事を吹き飛ばし、勝利を一歩確信へと近付けてくれる。

　相手もそれに呼応するようにバツの騎馬が一斉に勇ましい声を上げ、わざと大仰に足を踏み鳴らし味方を鼓舞する。

　何万という人間の一糸乱れぬ足踏みや気合いは、城壁の上でさえ地面ごと揺らす。

「メル。これが戦場の、命のやり取りをする場の熱気だ」

「まるで業火ですね」

　今からあの炎の中に身を投じて、どちらが先に燃え尽きるかを競い合う。

「雰囲気に吞のまれるなよ。あそこに居るのは四万の可愛い羊の群れだとでも思え」

　ギンに尻しりを叩たたかれ、言われた通りに四万の羊がのんびりと草を食はみながらメエーと鳴き声をあげる所を想像すると、なんだか微笑ましくて吹き出してしまう。

「これから本格的な戦が始まるのにメルは何を笑っておるのだ？」

　後方から仲間外れにされて拗すねたようなシャルネの声がした。

「すみません、戦の前なのに」

「いや、まあ、なんじゃ…………別にかまわん。我が豹人族には戦の前に総大将が笑っている軍は必ず勝利するという伝承があって、縁起のよいことじゃ！」

「でも、それって普通、戦局が有利で戦力に余裕があるからなんじゃ…………」

　現在のランタンはその対極に位置する。

　戦力は敵の十分の一、豹人族を抜かせば寄せ集めで精強とはお世辞にも言えない兵士に、成り立ての頼りない王様。

　勝つ理由を探す方が難しい。

「笑って未来を語る者の所を矢は避けて通る、豹人族の言い伝えじゃ」

「盾がいらなくて便利そうですね」

　冗談を返すとシャルネが一歩詰め寄って来る。

「メル！　噓だと思っておるな。なら、その力を実証して見せる！」

　言葉を切って息を大きく吸い込み、シャルネは城壁内の兵に向かって声を張る。

「皆の者！　顔を上げ、笑顔を装備せよ！　さすれば敵の剣も槍やりも矢も届かぬ。全てその笑みを避けて通る！」

　気合いが入ったのとも違うが、兵の多くは冗談だと思ったのか、緊張で強こわ張ばっていた表情が少しだけ緩んだ。

「シャルネ姫、さっきは矢だけだったのに当たらない物、増えてませんか？」

「けち臭いことを言うな！　増える分には問題ないであろう！　ほれ、メルももっと笑わんか、それでは敵の矢が当たってしまうぞ」

　メルの顔を引っ張りながら、シャルネは満足そうに笑みを零こぼす。

　これから戦が始まるとは思えない朗らかな空気の中、控えめな笑い声が兵の間をゆっくりと広がって行く。

　言語の違いも文化の違いも、笑顔という共通の言語の前には形無しだ。

　シャルネとメルが仲良くじゃれている光景を目の当たりにした豹人族と人間族は、若い二人に自分達の子や孫を重ね、命を懸けて戦う仲間の元へと歩み寄り、がっちりと手を結んだ。

　その瞬間を見計らったようにギンがシャルネの肩を叩き、シャルネが開戦を告げる。

「今日この一戦こそが、歴史に刻まれる決戦の日である。四万もの大軍を退けたという華々しい戦果として子は勿もち論ろん、孫の代まで語り継がれることになる。そこに臆おく病びよう者として刻まれるか、それとも英雄として刻まれるか、好きな方を選べ！」

　各々が武器を掲げ、恐怖を全て吐き出す様に腹の底から野太い声を絞り出す。

　戦争経験も乏しい素人しろうと交じりの軍隊がシャルネの一声で勝利を疑わぬ、英雄達の面構えへと変わっていく。

「バツの最終兵器が攻城兵器なら、俺達の最終兵器はお前の嫁だな」

　ギンからの耳打ちにメルも激しく同意する。

「あんな嫁は望んでも、そうそうもらえませんね」

　照れ隠しにメルは頰を搔かき、生命力に溢あふれたシャルネの姿に暫しばし見み惚とれた。




　士気が最高潮に達した状態で兵達はそれぞれの持ち場へと散っていく。

　城壁の西側はシャルネと豹人族を中心にして、バツの大軍を正面から受け止める北側はギンが直接指示を出し、東側城壁の指揮はメルに任された。

　最後にポンと軽く肩を叩いてくるギンとすれ違う。

「メル、死ぬなよ」

　極限まで無駄を省いた一言は心の奥に確かな重量感を残した。

「はい！　東側城壁、必ず死守します」

　メルから最後にその言葉を引き出すと、安心したようにギンが後ろ手に手を振りながら最も危険な北壁へと向かって行く。

　総力戦の構えで両軍配置に着き、戦場の張り詰めた緊張の糸は敵参謀の開戦の合図を引き金に切って落とされた。

　雄お叫たけびと地鳴りを響かせながら圧倒的な数の人が群れを成して、ランタンに猛烈な速度で迫ってくる。

「人間族は僕の指示でまず矢の雨で敵の足を止めて下さい！　豹人族は矢の雨で隊が乱れたら、立て直そうと指示を出す人物を狙い澄まして積極的に狙って下さい！」

　数で足を止め、高威力で高精度の豹人族の矢で要所を叩く。城壁に取り付かれるまではこの基本戦術を愚直に繰り返す。

「まだ引き付けて、第一射構え！　放て[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！」

　戦場の騒乱に負けないようメルはあらん限りの声を張り上げる。

　一本ならば心地の良い音を響かせる弓も、これだけ集まれば土砂降りの雨のように鼓膜を乱暴に揺さぶる。

　続いて豹人族の音からして違う弓の軋きしみから放たれた矢は正確に百人長、千人長に襲い掛かる。

　鎧よろいを貫く威力で急所を強襲され、馬上から転げ落ちて何名もの指揮者が即死する。指揮者を失い副官などに役割が引き継がれるより先にメルは素早く号令を発した。

「第二射構え！　放て[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！」

　精度よりも混乱目的の連射で指揮の回復を遅らせる。

　この繰り返しで敵を減らし、城壁に取り付かれるのを少しでも先延ばしにする。それでも圧倒的な数の力の前では所しよ詮せん時間稼ぎに過ぎない。

「城壁に取り付かれ、雲梯などで敵が城壁を登り始めました」

　兵の報告で来るべき時がきたのだと、メルの心臓が強く脈打つ。

「では事前の作戦通りにお願いします」

　神に祈るような気持ちでメルは指示を飛ばす。その指示が行き渡ったのを確認してから勝つためではなく、皆で生き残るための戦いを開始した。

　バツの大軍を数と力を頼りに受け止めようとすれば、ここに居る全員が連係して協力しても粉砕される可能性が高いことは種族間でも共通認識だった。

　でも、個々が勝手に動くのではなく、統一行動が取れるようになったことであることが出来るようになった。

　雲梯を登って来るのを阻止するために、釜かまの湯をかけ、矢を放ち、石を投げる。何処にでもある手て垢あかの付いた防御方法だ。

　煮えたぎっているはずの湯を頭から被っても火傷やけど一つなく、投げ付けられる石が小さく、そして矢尻の先が潰つぶしてあって刺さらないこと以外は。

　矢を受けても、湯を被っても、傷一つないことを不思議に思いながらも怪我がないことを確認してから、志願兵達はこれ幸いとさらに速度を増して駆け上って来る。そこにもう一度、矢が放たれ、石が投げられ、湯がかけられる。

　メルは自分達が訴えていることが相手に伝わることを心の中で何度も祈った。

　その願いは三度目の攻撃でようやく結実した。流石に三度も普通なら致命傷になってもおかしくない攻撃を受けて、無傷なことに対する違和感とそこに含まれる意志に気付き始めた。

　最前線に真っ先に投入され、自分はここで死ぬと半ば諦あきらめて自棄やけを起こしていた者達の顔が上がり、城壁上から天使の囁ささやきが降ってくる。

「俺達は志願兵を殺すつもりはない、味方の手前、必死に戦って苦戦している振りだけしろ。お前達だって殺したくないし、死にたくもないだろ。一緒にこの戦を生き残ろうぜ」

　奮戦を期待され、死を覚悟していた志願兵達にとってこれ以上ない救いの言葉だった。そして敵味方がこの一戦に限って反転した瞬間だった。

　敵がいなければ勝ちようもない、そして敵がいなければ負けようもない。

　志願兵は敵兵を殺しても、将の首でも挙げなければ得られるものはほとんどない。代わりに死の危険は跳ね上がる。

　元々、死ぬのが嫌だから生き残るために必死に戦っている者がほとんどだ。ランタンの守備兵にとってもバツの志願兵にとっても勝利とは生き残ることであり、戦の勝敗など二の次だ。

　生き残るために弱者が結束し、協調する。ある意味で一番人間らしく、またメル・アルカートらしい戦い方だった。

　その結果、敵も味方も死なない一進一退の乱戦により雲うん梯ていは渋滞し、戦そのものが緊張感を失い停滞した。

　城壁上の兵士は敵の死角にいるにも拘かかわらずわざわざ大声を上げ、初めて剣を手にしたかのような大振りを繰り返し、また、その一撃は誰でも片手で受けられるほど軽かった。

　真剣に戦おうとする者も極少数ながら居たが、そういう者達には遠慮なく豹人族が差し向けられた。

　こうして英雄も天才もいない、凡人達による世紀の凡戦が半日以上も繰り広げられた。

　期待以上の凡戦をして、今のところはなんとかメル達が守る東門は持ち堪こたえている。矢をつがえる動作の最中、チラリと他の城壁に視線を投げる。

　北門には当然のように敵兵が殺到し、北門の城壁を飛び交う矢の密度が明らかに違う。そんな中、破城鎚ついで北城門を叩たたく鈍い音と衝撃が東側城壁まで伝わってきた。

　門が破られるのではないか、援護に行くべきではないか、という考えが泡のように浮かんでは消えて行く。

　──駄目だ、東門にもこれからは正規兵が攻めてくる。戦力的にそんな余裕はない。

　自分の役割に集中し、メルが代えの矢筒を取りに戻る際に破城鎚とは比べものにならない轟ごう音おんが耳を劈つんざいた。

　門が破られたのかと慌てたメルの視界には無残に潰された破城鎚と、破壊に使われた大岩を太いロープで何十人もの豹人族が引き上げている姿があった。

　投石は有用だが有限だ。あれだけの大岩の予備はいくつもない。だからこそ太い縄で縛り何度も再利用する。

　シャルネのいる西門は遠くて様子までは解らないが、元気な声が届いているうちは耐え抜いているはずだ。

　これだけ攻めても攻め落とせないことに業を煮やしたのか、それとも半日戦い続けた疲労で東側城壁の抵抗が減ったと判断したのか。バツ軍は満を持して正規兵を一斉に送り出して来た。

　長期戦に突入すると投石の数が減り、負傷者数や戦い続けている兵の疲労もピークに達し、最も苦しい戦の正念場を迎えた。

「敵の攻城塔が城壁に取り付きました！」

　メルもそれに応じて、策が失敗した時、敵を押し返すためにずっと戦わずに残しておいた予備部隊をここで全て投入した。

「ここがこの戦の勝敗を決する分ぶん水すい嶺れいです！」

　耐え抜けば勝てる。そのくらい壮大な謳うたい文句を付けなければこの戦場は乗り切れない。

　城壁と同等の高さがある巨大な攻城塔の口が開き、攻城塔と城壁の間に橋が架かり、そこから敵兵が雪崩れ込んで来る。

　予備兵達はこの瞬間から戦が始まったかのように奮戦し前線を支えてくれたが、完全に勢いを止めることは出来ず、精鋭の豹人族の間を縫って何人かバツ兵が抜けてくる。

　抜けて来た兵へ矢先を向け、メルは味方に背後から斬りかかろうとする敵兵を射い貫ぬいた。

　数人を射貫くと敵兵の一人が脅威と判断してメルの眼前に躍り出て、一直線に向かって来る。

　勢いのままに突き出された槍やりをメルは体勢を崩しながらも後方へ飛び間一髪でかわしたものの、倒れたメルに無慈悲な二撃目が振り下ろされる。

　刃やいばが迫り、避けられないと死を覚悟した瞬間。

　鈍い金属音が響き、目前で火花が散った。

　横合いから飛び出した剣は槍を防ぎ、続く一太刀で敵を鮮やかに斬り伏せた。

　メルは自らの命を救ってくれた人物に見覚えがあり、そして混乱の中、一番印象深かった単語だけが口を衝ついて出た。

「国一番の……女たらしの人…………」

「エデル王のせいでやっぱり変な風に覚えられてる！　でも、メル王もこれで貸し一つです。この貸しのことはお忘れなく！」

　忘れようと思っても、死を前にして脳に恐怖と共に焼き付いた光景は忘れられるものではない。

　その後、戦線をギリギリの所で維持し、やっとの思いで戦局を押し戻した。

　すっかり日も落ち、豹人族相手に夜戦は不利と判断してバツの撤退が始まり、直後にシャルネの声がランタン全体に轟とどろいた。

「本日の戦はこれまでじゃ！　双方、矛を収め、武器を置き、負傷者の回収に全力を尽くせ！」

　先日のことで双方に相互理解があったためか、これだけ大規模な戦闘の後でも噓のように速やかに戦いは収束し、お互い負傷者を優先して回収を急いでいる。

　城壁を登って来た敵兵も本陣へと引き返して行く。撤退する兵と目が合うとお互いに何とも言えない空気が生まれ、視線だけを交わしてすれ違う。

　そんな人の流れに逆行するようにギンとシャルネがメルの元まで辿たどり着く。

「メル、よく防いだ！」

「何度か死にかけましたけど……」

「なんじゃと！　何処か怪我しておらんか、ほれ、確認するゆえ服を脱げ！」

　ギョッとした時には既にシャルネの手はメルの服にかかっていた。

「だ、大丈夫ですって、怪我してませんから、ほら、平気ですから。だから、だからシャルネ姫！　引っ張らないで下さい！」

「怪我をしていないなら、見られても平気ではないか！」

　シャルネの帯を引く手にさらに力が込められる。

「その理屈はおかしいですよ！」

　必死の抵抗も虚むなしく、豹人族の怪力で徐々にメルの形勢が悪くなる。

「見られても問題ない立派な体に豹人族と共に鍛えたであろう！」

「それとこれとは別の問題です！　ちょ、そこは本当に駄目ですって…………」

　嬉き々きとして脱がそうとするシャルネと必死の抵抗を見せるメルを眺め、クスクスと笑っているだけで止めに入る気配が皆無だったギンも、流石に下着まで脱がされそうになり涙目になっていると助け船を出してくれた。

「シャルネ姫、その辺にしとけよ。キリンさんに知られたらお仕置き確定だぞ！」

　シャルネはブルッと一度身震いすると渋々、手を離してくれた。

「メル、本当に、本当に……怪我はしておらんのだな…………」

　さっきまでとは一転し、しおらしく上目遣いに潤んだシャルネの宝石の瞳ひとみを向けられ、ドキリとして慌てて首を縦に力強く振る。

「…………ならば、よい」

　恥ずかしそうに紅潮した顔で、シャルネはそっぽを向いてしまった。

「シャルネ姫もすっかり嫁気分だな」

「気分ではない！　正真正銘私はメルの嫁なのだ！　それより陰険軍師、本当に追い打ちしなくて良かったのか。お主のことだからてっきり、あんなことを言わせておきながら、油断した敵に背後から全力で攻撃を仕掛けると思っておったぞ」

　猜さい疑ぎ心しんを押し固めたような目でシャルネはギンを胡う散さん臭くさそうに見やる。

「俺はどんな悪逆非道の大魔王だよ！」

「なんじゃ、違うのか？」

　逆に驚いたようにシャルネが目を見開く。

「俺達は戦をしてるんだよ。必ずしも殺し合いをする必要はない。時には殺さないことが有益なこともある」

　言葉の意味が解らないのかシャルネは小首を傾げる。

「メル、こやつは戦の熱で頭がおかしくなったのではないか？」

「きっと、僕達が考えもつかない悪巧みをしているんだと思います。でも、こんな苛か烈れつな攻撃何度も受けてたら耐えられません。今日だって正直ギリギリでした」

「まあ、なりふり構わず守って三日か、四日が限度だな。しかも、その頃にはこっちに反撃する余力はない。死に体だ」

　ギンの言葉には諦めなど微み塵じんもなく、むしろ期待に満ちた眼まな差ざしで宣言する。

「だから、そうなる前に勝負をつける。シャルネ姫が言うように男らしく戦う時が訪れたってことだ」

「陰険軍師にも一応、男としての気概があったのか！」

　シャルネは素直に感心していたが、ギンの今までの言動から考えて、正々堂々と騙だまし討ちを仕掛けそうだと思ってしまった。

「見ろ、メル。すっかり堀は埋められ、土豪も退かされ、杭くいは抜かれて、死体は片付けられて大型の攻城兵器を運び易いように整備されて綺き麗れいなもんだろ」

　メルの視線の先にも綺麗に均ならされ、何もない平地が広がっている。

「そのせいで悠々と攻城兵器を運ばれちゃいましたね」

「でも、敵が攻めやすいってことは、こっちも攻めやすいってことだ」

　その言葉の真意に気が付いたメルは身震いした。

　籠ろう城じようするために色々な守りを施し、守りが固い分だけ外に打って出られなかったが、今は門を開けば妨げる障害物は何もない。

　門を開ければ一直線に敵陣がある。

「敵が丁寧に舗装してくれた道、これが俺達にとっての王道になるか、ならないか、後はキリンさん次第だな」

「キリンならば何の問題もない！　キリンは出来る女。そう、結婚以外は何でも出来る女。だから安心するがよい」

　絶対の信頼を感じさせるシャルネの瞳はランタンから遥はるか遠方に向けられ、キリンに思いを馳はせているようだった。




　　　　＊




『くしゅん……野良猫がまた良からぬ噂話をしていますね。帰ったらお仕置きです』

　キリンはランタンから遠く離れた地から避難民に貸し出していた馬車の雌馬だけを回収し、ランタンへと取って返す最中だった。

『キリン様、避難民に紛れて上手く敵陣の後方まで回り込めましたが、真面まともな武器もなしに敵軍の防衛網を突破し、あまつさえ機動力のある敵騎兵の足まで止めろ、などとあの軍師は間違いなく正気ではありません！』

　陰険軍師の予想の通り、避難民の中でも武器の類たぐいを所持している者はバツの兵に拘束され、近隣の街から武器や傭よう兵へいを調達出来ないように手を回されていた。

　自分達が避難用に貸し出した馬くらいしか、そもそも最初から回収出来なかった。

『正気でなくとも、あれは天才です。嫌がらせのですけど』

　あの軍師は猛毒にも万能薬にもなり得る。どちらにしても使い方を誤れば使用者を簡単に死に至らしめるだけの才覚だ。

『そ、それはそうかもしれませんが…………』

　不安そうに副官が後方へと目線を投げるのに従って、キリンも自分が率いる部隊へと視線を向ける。

　キリン達の戦力は豹人族の女戦士百名と、その後ろに続く誰も騎乗していない空馬数百頭のみ。

　馬は集団生活する生き物で、群れから逸はぐれないために追随性があり、数人でも数百の馬を先導することは可能であり、まして豹人族は専門家だ。

『武器なら〝あれ〟を空馬が装備しているではないですか、最強の女の武器を』

　弱さを徹底的に排除したものが強さだと思っていた。そして自らを縛っていた女という鎖は弱さの象徴のようにさえ感じられた。

　綺麗だと褒められる度に、人の視線が女性的な部分へ向けられる度に、自分が女なんだという残酷な事実を突き付けられている気がした。

　でも、その弱さを強さに変換出来ることを知った。

　人間、人の間で生きる者。最初から奇妙な名前だと思っていた。でも、その意味がようやく解った気がする。

　百以上の部族を力で統合して来た豹人族とは根本的に違い、ランタンは強い者でも賢い者でもなく、人と人を繫つなぐ中心となる者が王となる。それが人間という種の正しい性能の発揮の仕方なのかもしれない。

　もしこれが世界という名の器で出来ればランタンという国は化けるかもしれない、そういう漠然とした期待感が無意識にキリンの頰を緩ませる。

『バツ軍が見えてきましたね。では、戦場は男の物だと勝手に思い込んでいる前時代的で頭の固い奴らに、思い知らせてあげましょうか、女という生き物が如何いかに恐ろしいかを』

　夜目の利く豹人ならば月明かりの乏しい闇の中でも敵兵の動きは丸見えだ。それに対して松明たいまつを焚たいてようやく狭い視界を確保している人間は未いまだにキリン達の接近にすら気が付いていない。

　敵で最初にキリン達の存在に気付いたのは彼らが乗っていた馬だった。

　馬達はキリン達の方向を向くと歯を剝むき出して笑うような仕草を取った。これは牡ぼ馬ばが性的に興奮した際に見せる表情で、〝あれ〟の効果の程を確認してからキリンを含む三十名ほどが馬の速度を上げ散開し、上に羽織っていた黒のボロ布を脱ぎ捨て白影の服装に化けると背に赤旗を立て敵へと一直線に加速する。

　馬よりも大分遅れて、バツの兵達はようやく絶望の足音を聞いた。

「馬の足音だ！　多いぞ！」

「白影の早馬が敵騎兵の大軍に追われております！」

　キリンはさらに馬に鞭むちを入れ、いかにも切羽詰まった必死の形相で流りゆう暢ちようなバツ訛なまりの言語を発した。

「豹人族の夜襲です。数は千を超えます。早くこのことをアーデルハイド様に」

　キリンが声を嗄からしながら叫んだ内容にバツの兵が息を吞のみ、震え上がるのが手に取るように解った。

　平野で夜戦、この条件では十倍の兵力差があっても豹人族とは戦うなというのが常識だ。

　震えるバツ兵を横目に赤旗を掲げると敵は面白いくらいあっさりと道を空けてくれた。

　敵兵の真ん中を堂々と駆け抜け、敵兵を後方に置き去りにしてからキリンは使い慣れた言語に戻った。

『何事も学んでおくものですね。それが敵の言葉であっても、他種族の知識であっても』

　キリンは後ろを振り返り〝あれ〟の、雄を興奮させるホルモンをたっぷりと含む雌馬の尿を染み込ませた布の効果をその目で確かめた。

　空馬の群れが接近しただけで敵騎兵の馬の大半が鼻息を荒くし、乗り手の意思を無視して狂ったように暴れ回り、雌馬を追い駆けて明後日あさつての方角へと駆けて行ってしまう馬もおり、兵は落馬したり、蹴けられたり、まさに阿あ鼻び叫きよう喚かんだった。

　軍用に長年訓練を重ねた馬ならまだしも、遠征のために慌てて搔かき集めた馬達にそこまでの自制心を求めるのは無理がある。

　どの生物でも女とは簡単に男を狂わせる魔性の者だ。

　キリンと同様に敵の包囲を抜けた仲間を引き連れてバツの本陣へ突入する。

　すると何故か不自然なほど白影が激しく往来しており、そのお陰でキリン達も違和感なく本陣内を自由に移動出来る。

　キリンはバツの本陣内で何かあったのだと敏感に空気を察し、これが陰険軍師の嫌がらせによるものだという所まで思い至って、この状況を最大限利用して戦の勝敗を左右する大仕事に取り掛かった。




　キリン達がバツ軍と遭遇する数刻前、白影の報告を待つ間にアーデルハイドは大まかな戦況分析を頭の中で終えていた。

　総攻撃で一当たりして、対応を観察したことで城壁内の情報が入手出来た。

　予備兵まで投入し、余力を残している様子もなかったことから城壁内の守兵は精々が三千から四千、豹人族と一部の兵を除いて練度もお世辞にも高いとは言えない。

　精鋭を守備の最も脆もろい所に集中して投入すれば数日中には陥落させられる。

　明日、総攻撃を仕掛けた時点で王手、それ以降はこちらが大きな過ちを犯さない限りバツの優位は覆らない。

　唯一の懸念は敵も当然、この状況を理解しているにもかかわらず攻撃を凌しのぐことに撤し、戦況を覆すような奥の手を打っていないこと。

「アーデルハイド様、被害報告、出揃いましてございます」

「ご苦労様です。指揮する者を失った部隊は兵を失って少なくなった部隊に回して軍を小規模に再編制し直して下さい。可能なら今夜中に」

「こ、今夜ですか？」

　報告した者の顔に僅わずかな困惑が浮かぶ。

　ランタンの活路はバツに対して先に王手をかけ、明日の総攻撃を前に勝負を決定付けてしまうこと。それ以外にない。

「ランタンが有効な反撃が可能なのは今夜までです。私達が無事に朝を迎えられればこの戦はほぼ終わりです。後は数の利を活いかし、詰めを誤らない限りは必ず押し切れます。志願兵は約束通りに安全な陣内で休息させ、正規兵には交代で本陣を囲むように布陣して夜襲に備えるよう伝えて下さい」

「仰せのままに！」

　戦の終わりを提示したことで気持ちが軽くなったのか、喜色を帯びた声が天幕内に木霊こだました。しかし、それと入れ替わるように凶報がもたらされた。

「申し上げます。まだ一報ですが、本陣後方に豹人族の物と思われる矢が複数撃ち込まれたという報告があります。ですが……不可思議なことに誰も弓の音を聞いた者はおらず、索敵の指令は既に白影に下してありますが、この暗さもあり捜索が難航しております」

　後に届いた詳細な情報を精査しても、解ったのは本陣に刺さっていた複数の矢はランタンが用いた特殊な矢であることくらい。

　この報告が全て事実だとすれば、矢が届く距離まで敵に侵入されたことになる。

　人間族は豹人族のように夜目が利かないとはいえ、一人の敵兵も見つけられないのは不自然極まりない。何よりもタイミングが良すぎる。

　最前線で奮戦してくれた志願兵達が陣内で寝静まった頃合いを計ったように襲撃されている。間違いなく何か裏がある。

　もっと正確で多くの情報が欲しい、そんな指揮官として当然の思考に悪魔が笑いかけ、首筋にひんやりとした死の香りが通り抜け、拭ぬぐいきれない悪寒がアーデルハイドを突き動かした。

「撃ち込まれた矢の場所まで案内して下さい。直接、現場を見たいです」

　焦燥感からアーデルハイドは天幕を飛び出し、現場へ向かうと豹人族特有の鷹たかの矢羽を有する矢を一本地面から引き抜く。

　矢羽を確認した後に矢の先端の土を払い、地面に埋まっていた部分を一目見た瞬間、一連の漠然とした違和感が確信へと変わる。

　血の気が引いて白くなっていくアーデルハイドの顔色を窺うかがいながら、白影が恐る恐る質問を投げてくる。

「アーデルハイド様、どうかなさいましたか？」

「…………血が付着しているんです。狙いが外れて地面に刺さったはずの矢の先端に血けつ痕こんがあるんです」

　アーデルハイドは他にも数本の矢を地面から引き抜き、炎に翳かざして確認するとどれにも時間が経過し、黒ずんだ血痕が付着していた。

　思考を研ぎ澄まし、頭の中で知性を躍らせ、あり得ない経路だけを次々と考慮から削そいで、最後の最後に残ったたった一つの答えだけを浮かび上がらせる。

　弓の音を誰も聞いていない。しかし、地面には血の付いた矢が刺さっている。

　この状況を再現する最も合理的な解答は、矢は弓で撃たれておらず、もっと別の物によってバツ本陣まで運ばれた。

　血は矢を運ぶ際に付着したものだ。敵の矢が刺さっている者を敵だと疑う者はいない。つまり人が体に刺した状態でバツ陣内まで持ち込み、矢が撃ち込まれたように偽装して地面に刺した。これなら道理は通る。

　矢のカラクリを暴いた所で、最悪の事実がアーデルハイドに提示される。ランタンの兵が既にバツの陣内に少数ながら潜んでいる。しかも周囲に聞き耳を立てると豹人族が大軍で夜襲を仕掛けてきたという流言まで飛び交っている。

「追い討ちを仕掛けない理由はこれですか、味方に矢を射る者はいませんからね」

　善意を隠れ蓑みのにして放たれたギンの矢の先端には、たっぷりの悪意という毒が塗り込まれていた。

　慌てて指揮所へと舞い戻ったアーデルハイドはその毒の正体に驚きよう愕がくした。ほんの少し天幕を離れただけで白影が報告のために長蛇の列を成して順番待ちをしている。

　全ての兵がアーデルハイドと同様に冷静であったなら、敵の罠わなの仕組みに気が付いただろう。しかし、本陣深くに撃ち込まれた矢という形を伴った現実を目の当たりにして、ほとんどの者は浮き足立った。

　そこに本陣後方より大量の馬群が接近しているという凶報が追い打ちをかけた。

　予測不能の事態に陥り、白影の往来が活発になり、アーデルハイドへの報告と指示を求めて指揮所に殺到してしまった。

　情報が欲しいならくれてやる、そう敵軍師がほくそ笑む姿が透けて見えた。これはアーデルハイドを狙い撃ちにした情報の飽和戦術だ。

　敵が陣内に侵入して噓をばら撒まき妨害工作をする状況下で、波のように押し寄せる真偽の判然としない情報から、敵の毒入りの情報は回避しながら真実だけを残らず拾い上げなければならない。それも即断即決が求められる戦場で千を超える情報の中、一つのミスも許されず。

　大軍における情報伝達の欠点を露呈してしまった。そしてそれを悔やむ時間すらアーデルハイドには与えられなかった。ここに集結した白影に指示を与えられるのはアーデルハイドただ一人なのだから。

「まとめて報告を受けます。赤旗を持った白影は十人同時に報告をして下さい」

　このくらいの無理を通さなければ時間を食いつぶされ、最後に聞く報告は戦に負けたという一報になるだろう。

「ランタンより伏兵への攻撃指示と思われるものが出ています」「本陣後方に現れた豹人族と思われる者達により守備に当たっていた騎兵が壊滅させられたと」「東方の白影より伏兵の攻撃にあっており、至急の救援を求めると」「ランタンの城門が開いて全軍出陣のドラの音が先ほどからずっと鳴り響いております」「志願兵の一部が反乱を起こしたと」「本陣西方の索敵をしていた白影と連絡が取れません」「敵の大軍が東方へ進軍中とのこと」「この本陣の直ぐ近くにも敵の矢が撃ち込まれた痕こん跡せきがあると」「不審な白影の姿を陣内で目撃したという報告が」「兵達が寝ている間に武器が消えたと騒いでおります」

　たった一人で十人の報告を受け、罠を回避し、十人に適切な指示を与えなければならない。この繰り返しはアーデルハイドを致命的に疲弊させた。

　報告と指示の度にアーデルハイドの首が絞まり、思考も徐々に鈍化して行く。

　縄でゆっくりと首を絞められ、命懸けの我慢比べをさせられている気分になる。こんな方法を思いつく敵軍師の発想にアーデルハイドは戦せん慄りつすら覚える。

　連日の疲労もあって頭がズキズキと痛み、思考が上手うまく回らない。

　奇策は相手に見抜かれる前に、次の奇策を重ねるのが戦の鉄則とはいえ、一夜にして色々なことが起こり過ぎて、解決しなければならない難問がアーデルハイドの思考の許容範囲から溢あふれつつあった。

　しかも、まだ何か決定的な見落としをしている。奇策に奇策を重ねてきた策士がまだ決定打は見せていない。

　ランタン全軍での総攻撃ならば決定打になりうるが、いくら夜目が利く豹人族が夜戦で有利であっても、既に引いて守りを固めるよう白影を通じて指示を飛ばした。この数で引いて守れば重要な部分は守り切れる。

　少なくない被害は出るが、それはあちらも同じこと。数で劣るランタンの方がむしろ深刻で明日の攻城戦で決着がつく。

　自分を安心させるような思考の後に、息が続かなくなったアーデルハイドは息継ぎをするように、思考を一いつ旦たん切って頭を休ませた。

　一瞬だけ思考に空白地帯が生まれる。

　その空白地帯に滑り込むように、新たな白影がアーデルハイドの元に現れる。

「西方、人の気配も伏兵の様子もありません。そのため本陣後方に援軍として移動、展開が間もなく完了します」

　極限の疲労であり得ない幻聴でも耳にしたように、真っ青な顔でアーデルハイドはその白影に厳しい視線を送った。

「待って下さい！　そのような指示を私は出していません！」

「しかし、確かに白影が、即座に全軍反転して本陣後方の敵が最終的に強襲する恐れのある食料庫を死守せよと、何があってもその場を離れてはならぬとの厳命までなされたはずです！」

「いいえ、私はそのような指示は出していません」

　もう一度力なくアーデルハイドが言葉を繰り返すと白影も事態の深刻さを把握したのか、まるで幽霊にでも出会ってしまったように顔が一気に青くなる。

「他の白影で、兵を動かすよう指示を受けた、移動する兵達を見た、聞いたという人はいませんか！」

　アーデルハイドの滅多にない取り乱した声に、天幕内がざわめく。

「東方外縁部、索敵範囲を広げよと命を受けました」

「後方の部隊は謎の五百の騎兵に対して半分を残して攻撃に転じる様にと」

「西方から、東方の索敵に参加するようにと」

　アーデルハイドは自ら出した指示とは決定的に食い違う指示の数々に戸惑いながらも、その傾向をまとめると意図的に西方を空け、他方の守りばかりを強化している。

　つまり、現在の西方には索敵する者すらおらず、守備に回していた兵も他方へ移動し、西方の守備はがら空き状態なのだ。しかも、夜の闇と出陣のドラの音で目も耳も満足に利かない状況下では敵も味方も何の隊が何処に居るのかなど把握出来ない。

　実質アーデルハイドの指示だけが頼みの綱であり、四万もの人間がアーデルハイドの思考と決断だけで動いている。

　それはある意味素晴らしく、同時に震え上がる程恐ろしいことだ。

　指揮官がアーデルハイド故にそんな無茶な方法がまかり通ってきた。しかし、ランタンという怪物を前にして、初めて孤独にたった一人で四万を指揮するという脆ぜい弱じやくさを思い知らされた。

　立場上アーデルハイド以外に独断で軍を動かせる可能性のある王は、アーデルハイド自身が既に戦場から排除してしまっていた。

　あの瞬間の最善手が、後の悪手に化ける。

　アーデルハイドは自らの手で、最後の細い可能性の糸すら手放してしまっていた。

「とにかく、今は一刻を争います。西の軍を定位置に呼び戻し、白影に偽者が紛れ込んでいることを全軍へ伝え……」

　アーデルハイドの指示を遮るように、一人の白影が馬から降りることもなく、騎乗したまま天幕へと転がり込んで来た。

「アーデルハイド様、今すぐお逃げください！」

　白影の悲鳴のような叫び声で、アーデルハイドはこの戦の行く末が決まってしまったことを悟った。

　白影はここにアーデルハイドの指示を受けに来るので勝手に指揮所は移せない。当然、アーデルハイドもここから動けない。

　ここを離れるということは白影という神経からアーデルハイドという唯一の頭脳を切り離すことに等しく、その間、四万という巨人がただの案山子かかしに成り下がる。

「私はここに残ります。それよりも先の伝令を早く各部隊へ。これ以後の報告や指示は王の天幕に……」

　アーデルハイドが言い終わるよりも早く、天幕内に馬ごと乗り込まれた。

　騎乗していた白影の顔には笑みが浮かび、天幕へ駆け込んだ際に頭ず巾きんが外れ、鮮やかな黒い髪が解き放たれ、豹人族特有の猫耳が姿を現す。

「やはり白影の後を追ってきて正解でしたね。バツ宰相、アーデルハイドですね。お目にかかるのは二度目でしたか」

　第一声として放たれた非常に流りゆう暢ちようなバツ訛なまりの言語を耳にして、彼女達がシャルネ姫の婚姻に備えて真剣に言葉を習っていた事実を見落とした自分の浅慮を悔いた。

「アーデルハイド様、お下がりください！」

　護衛の一人がアーデルハイドを守るためにキリンの前へと躍り出て、放った槍やりによる渾こん身しんの一突きはあっさりと空を切り、音もなく瞬まばたきする間に距離を詰められ、

「剣、お借りします」

　腰に差してあった剣の柄つかにキリンの手が伸びるのを視界の端に捉とらえた時には腹部に衝撃を受け、大男は宙を舞った。

　鞘さやごと男を蹴けり飛ばし抜剣した一連の動きを目の当たりにしていた兵達は本能に従って最大限の警戒態勢に入り、手て練だれの数人は既に一人で相手取ることを諦あきらめ、仲間に目配せしながらキリンを中心に三方向から囲い込む一豹三人の基本的な隊形を整え、そして三者三様に示し合わせたように同時に攻撃動作に入る。

　キリンは攻撃に時間差を作り出すために一方向に大きく踏み込みながら、一人目の剣けん戟げきを反り返って避け、続けざまに突き出された二人目の槍も不安定な姿勢のまま膂りよ力りよくだけで撥はね上げ、そして本命となる背後からの槍の一突きを長い尾で搦からめ捕とった。

「私でなければ仕留められたかもしれませんね」

　死者への賛辞としてキリンが率直な感想を述べた後、返す剣でバツの手練れ三人の内二人を斬り伏せると大勢は決した。

　その機を見計らい白影に紛れていた数名のキリンの部下達が隙を衝つくような形で指揮所の制圧に動き、刃向かう者が居なくなるまで斬り結んだ。

　指揮所を鎮圧すると、最後にキリンの剣の切っ先はアーデルハイドの首筋の皮一枚の所で静止した。
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「私を斬らなくていいのですか？」

　僅わずかな喉のどの動きでさえ刃やいばに触れ、血が首から一筋流れ落ちる。

　キリンの武芸は敵であり、それなりの腕自慢の剣舞を目にしてきたアーデルハイドでさえも目を奪われるほど美しく、抗あらがうことが馬鹿らしくなるほど圧倒的だった。

「貴方あなたを斬っても戦は終わりません。だから、貴方には戦を終わらせるための最後の仕事をしてもらいます」

　これ以上は無駄な犠牲を出すだけだと悟り、アーデルハイドは抵抗を放棄するよう全員に指示し、大人しく拘束された。

「貴方にランタンの陰険軍師から伝言があります。貴方の仕えるべき国はそこではない。降伏し、全権代理者である宰相アーデルハイドは我が国に投降せよと。さすればメル王はバツの敗走を黙認すると」

　淡々と伝言の内容だけを告げると、キリンは馬に飛び乗った。

「ランタンの軍師は意地の悪い方ですね」

　自じ嘲ちよう気味な笑みを漏らすアーデルハイドに、

「まったくもって同感です」

　キリンも全身で肯定するように深く頷うなずいた。




　豹人族が暗闇の中前方で隊列を組んで、人間族の騎馬がそれに追従する。

「メル、敵が勝手に私達を避けてゆくぞ。なんと言うか痛快じゃな！　敵が王の進む道を作っているようじゃ。まさに王道じゃ！」

「おい、シャルネ姫様！　あんたの声、無駄に通るんだから、ぎゃあぎゃあ騒ぐな！　松明たいまつ一つ灯ともさずに豹人族の夜目に頼って闇に紛れて行軍している意味がなくなるだろ」

　ギンが直ぐにシャルネの声を窘たしなめる。

「そこまで騒いでおらん！　お主の声の方が余程煩うるさいわ！　しかし、奴らはどうして道を空けておるのだ？」

「矢を体に刺して忍び込ませた兵で本物の白影をアーデルハイドの元に集めて渋滞させておいて、偽者の白影で噓の伝令を流したからな」

「あの、二人共戦場のど真ん中でも緊張とかしないんですか」

　敵陣の中を疾走する恐怖で足が震えるメルを尻しり目めに、二人は平常運転のままだ。

「俺は普通に姫様の声で不安になる程度にはしてるよ。本陣を強襲したら実は罠わなだったみたいなオチもあり得るし、キリンさんが敵の頭を押さえてくれたかも不安だし。不確定要素が多すぎる。こんな博打ばくちはもう二度と御免だ」

「キリンがしくじるなら、誰がやっても結果は同じじゃ。その時は潔く敵陣で斬り合って果てればよい！　ほれ、メル。敵の本陣が見えて来たぞ！」

　シャルネの表情は狩りを楽しむ野性味溢あふれるものだ。

「よし、武器と火の準備だ。準備だけでまだ点火するなよ。目的の場所まで辿たどり着いてからにしろ」

　陣内には松明がちらほらとあり、揺れる炎に照らされたバツ本陣の天幕の数々が夜闇に浮かび上がる。

「武器を持たない者、逃げる者、天幕から出て来ない者を斬る必要はない！　ただし、それ以外は容赦するな。豹人族の恐ろしさを骨の髄まで刻み込んでやれ！」

　言葉の持つ力はおぞましい。敵軍の本陣を血に染めながら夜の闇を駆けると、はっきりと敵の顔は見えずとも感じ取れる。恐怖というものの有り様が。

　武器を取れば殺される。

　そのシンプルな理屈を恐怖と共に敵の頭に刻み込む。そのために武器を持たぬ者には絶対に手を出さない。この徹底こそが逆に恐怖を生み出す。

　皆殺しならば戦う以外に生き残る道がない。だからこそ我先に武器を求めるが、もしも慌てて武器を手にした者だけが無残に斬られるならばズルをしたくなる者も出てくる。

　誰が誰とも知らぬ者同士であり、しかも暗闇という個人を隠す仮面まで着けている。

　活躍が賞賛されることもなければ、犬死にするリスクばかりある。そんな戦いに身を投じる者は少数派だ。

「さあ、ここからは噓っぱちの時間だ」

　ギンが小さく告げると、志願兵達が眠っている天幕の横で口を開く。

「二千はここで待機、もしも飛び出してくるようなら容赦なく矢で撃ち、剣で斬れ。残りの四千は俺に続け、本隊と合流する」

　平然と兵数を過剰宣告し、実際にはこの場に残す人数なんて百人程度であり、この部隊が本隊で数も半分に満たない。

　これは味方ではなく、敵に向かって警告している。出て来たら武装した二千が待ち受けているぞと、睨にらみを利かせるためだ。

「おい！　天幕から出るな、矢で撃たれるぞ！」

　そんな中でも天幕内から声が響き、飛び出してきた勇敢な兵が声に反応して既に弓を引いて待ち構えていた豹人族の矢を心臓に突き刺され、騎馬の剣で首を斬られ無残に絶命する。

　それからも天幕から飛び出す者達だけを矢と剣で無慈悲に処理して行く。

「大丈夫だ！　天幕内に居ればあいつら撃って来ないぞ！」

　暫しばらくすると天幕から出てくる人数は数える程に減り、口々に他の天幕内でもそういう声が広がり、メルの所まで声が漏れてくる。

「これもギンさんの策ですか？」

「策というほどのものでもねーよ。忍び込ませた兵に武器を持ったり、天幕から出ようとする奴がいたら、仲間に忠告する振りをして知らせる様に言ってあっただけだ。そういう勇敢な奴がいないなら、天幕内なら矢も飛んで来ないし、安全だという言葉で周囲を誘導して大人しくさせる。場合によっては無言で天幕の外に出て、矢で撃たれたかのように悲鳴を上げてみせる。こうやって戦う者は殺す、戦わない者は生かす。この単純明快な論理が敵兵に伝わればそれで十分」

　実際に言葉の真偽を確かめる手段はない。

　冷静に落ち着いて考えれば噓だと気付く。しかし、気が付くからこそ行動しない。

　この混乱した戦場で戦わない正当な言い訳を彼らは手にしている。

　志願兵は武器を持ってもいなければ、戦えと命令されてもいない。

　大軍ほど、自分くらい何もしなくても大勢に影響はなく、誰かが代わりにやってくれると思い込む。その他力本願な無責任が決定的な大軍の隙となる。

　敵兵の初動が大きく鈍った隙を見逃さず、目的の場所まで一気に馬を走らせる。

「目標地点だ。全員、点火開始！　攻城兵器と武器庫を残らず消し炭にするぞ。内部に好きなだけ火を放て！」

　近くで欠伸あくびを嚙かみ殺していた少数の兵を突進した勢いのまま薙なぎ払い、松明を掲げて次々に攻城兵器の内側に火を放って行く。

　あらかた火を点つけ終わり、矢などが保管されている武器庫からも次々に火の手が上がる。

「流石にこれだけの人数で火を内部に捻ねじ込めば、泥や水を染みこませた布があっても燃やせるな。あの規模の攻城兵器なら一度燃え上がれば火を消すのは不可能だ」

「実に景気よく燃えておる。壮観じゃ！」

　その様子を吞のん気きに観察している二人にメルは慌てて声をかける。

「二人とも、こんな目立つことして攻城兵器を盛大に焼いたので、敵も集まって来ましたし、早く逃げましょうよ！」

「いや、ここから撤収ついでに第二目標を攻撃する」

「ギンさん、まだ、やるんですかっ！」

「攻撃する時は徹底的に、敵が反撃など考えられなくなるまで殴る。それが古来よりの戦の鉄則だ」

「今まで散々やられた分、キリンを回収してもう一暴れしてからランタンへ凱がい旋せんする」

　シャルネの宣言通り、物資搬送用の馬などを繫つないである縄を切断し、馬を炎で追い立てながら本陣の中で散々に暴れ回らせた挙句。

　闇夜の中、敵も味方も解らず味方同士が同士討ちを始めた所でメル達はバツ本陣を脱出し、混乱の坩堝るつぼの中を突っ切ってランタンへ帰還し、狂乱の夜はようやく幕を閉じた。
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　明朝、口の布を取り除かれ、縄をほどかれようやくアーデルハイドが自由の身になった時にはほぼ完全に決着が付いてしまっていた。

「アーデルハイド様、ご無事でしたか」

「現状はどうなりました」

「混乱で負傷者は複数出ましたが、死者は百にも満たないと思われます。ただし、攻城兵器は残らず焼かれ、武器庫に火を点けられ、予備の矢と弓の半数ほどを失いました。馬は方々へと散り、暴れ回ったせいで怪我をし、まともに使える馬は三割に満たないかと」

　武器とそれを補充するための足まで奪われては打つ手がない。

「それからもう一つご報告があります。豹人族おおよそ一万が数日中にランタンへと到着するとのこと、目的は今の所は不明です」

　この状況下で城を落とすなど夢のまた夢。豹人族がもしも一万で攻撃を仕掛けてきた場合、今のバツは戦うことも、逃げることさえままならない。

　縛られている間に、あらゆる状況へ対処するための検証を済ませておいたアーデルハイドの決断は早かった。

「速やかに全軍に撤退指示を、物資は持てる分だけ、持てない分はこの場に放棄します。後のことは任せます」

「アーデルハイド様はどうなさるおつもりですか？」

「敵の降伏勧告を受け入れます。それで二日は逃げる時間が保証されます。ランタン王は誠実そうな人ですから、約束を違たがえたりはしないでしょう」

　投降しようとアーデルハイドが天幕から出ると、白影達が膝ひざを突いてその場に全員待機していた。

「我々白影もアーデルハイド様にお供いたします。元より我々はアーデルハイド様に生かされてきました。死ぬのならば場所を同じく致します」

　もしも自分がいなくなれば白影という組織自体も解体されることは明白だ。そして戦で夫や親を失くした身寄りのない女、子供で構成された白影に戻る場所などない。

「解りました。今度はこちらがランタン王の善意を信じてみましょうか」

　白旗を掲げたアーデルハイドと白影の一団がランタンの城門を潜り抜け、勝利に沸くランタンの街を通り、メル達が待つ王宮へと辿り着く。

　王の間へと通されると、そこは種族や男女の貴き賤せんなく人が溢れていた。

　バツの閑散とした王宮と比較し、アーデルハイドは今回の敗因の本質を理解する。そしてその中心にいる人物にアーデルハイドは敬意を表す様に頭こうべを垂れる。

「貴方あなたが新たなランタンの王であらせられますか」

　周囲から背を押され、その人物が一歩前へと進み出る。

　その姿からは〝言葉渡し〟として不安そうに右往左往していた面影は薄れ、既に未完成ながら王の顔付きを備えていた。

「はい！　僕がランタン王、メル・アルカートです」

　穏やかな微笑みと、落ち着いた口調で自らを王だと宣言する言葉に迷いはなかった。

「降伏勧告に応じて馳はせ参じました。この度の全責任は総指揮官である私がいかようにもお受けいたします」

　王の眼前で深く平伏すると、それに白影達も追随する。

「我々、白影一同もアーデルハイド様と同様の処罰をお願い致します」

　一瞬の沈黙の後にメルは言葉を発する。

「頭を上げて下さい」

　許しを得てアーデルハイドは頭を上げ、王の言葉をじっと待つ。

「僕は世界という一つの家族の中に敵などいないのだと示すために貴方達を許します。戦が終われば同じ葡ぶ萄どうの大陸に生きる仲間です」

　人の心が本来居るはずのない敵を作り出す。

「僕はこの世界で人と人の境を失くそうと考えています。種族の境を、国と国の境を、男女の境を、敵味方の境を。そのために人と人を隔てるものと戦おうと思います。だから、もし責任を取るのなら仲間として、命ではなく人生を捧ささげて僕の夢のために力を貸してくれませんか」

　勝利したはずのランタンの王が頼み込むようにアーデルハイドに頭を下げる。

　その行為に僅わずかに面食らい、しかし、アーデルハイドはそこに人生を捧げるに値する大仕事を見み出いだした。

「白影一同をお許し頂けるなら、微力ながらご協力させて頂きます」

　新たな王が産声を上げ、ランタンの歴史にメル・アルカートの名が刻まれた瞬間にアーデルハイドは立ち会った。
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　戦勝を祝う宴うたげがランタンで盛大に催され、それと同時にメルとシャルネの婚約が大々的に発表された。

　その熱気を窓越しに感じながら、華やかな花嫁衣装に身を包んだシャルネの髪にキリンが丁寧に櫛くしを入れる。

「キリン！　まだ、終わらんのか、宴が終わってしまうぞ！」

「貴方達が主役なのですから終わるどころか始まりません。そもそも野良猫が先程から落ち着きなく動き回るから終わらないのです！　身み綺ぎ麗れいにして花嫁として一番綺麗な姿をメル王に見て頂くのでしょう」

「う、うむ」

　一言でシャルネは噓のように大人しくなり、頰を淡い朱色に染めながら膝の上で手をもじもじさせ、恥ずかしさを誤魔化す様に自由気ままに動き回る尾を胸に抱いた。

「メルは喜んでくれるか、褒めてくれるか……」

「さあ、根本的には朴念仁ですから。でも、この姿を目にすれば女心など解らなくとも自然に口を衝ついて出るかもしれません」

　櫛を置き、美しさと可愛らしさが絶妙のバランスで融合したシャルネを満足そうに一度眺めてからキリンは優しくシャルネの背を押した。

「さあ、自由に好きな人の所に行きなさい」

　シャルネの顔に笑みが咲き、一度頷うなずくと一目散にメルのもとへ駆けて行く。後にはキリンの幸せそうな溜ため息いきだけが残された。

　廊下でじっと待機していたメルの前に扉を押し開け、誰が見ても立派な花嫁に生まれ変わったシャルネが姿を現す。

　メルは暫しばし言葉を忘れて見入ってしまい、シャルネも一言も発することなくメルの言葉を待った。

「シャルネ姫、綺麗です。それに、とてもよくお似合いです」

　メルの素直な感想と、そしてあの時言えなかった言葉が自然と口を衝いて出た。

「……う、うむ」

　照れたように俯うつむくシャルネの手をメルがしっかりと確かめる様に握り、

「皆待ってますから、行きましょうか、シャルネ姫」

　シャルネもその手を握り返すと野の薔ば薇らのような鮮やかな笑顔の花が咲き、いつもの調子を取り戻したシャルネがメルの手を引く。

「メル、この機会に盛大に式をあげるぞ！」

「シャルネ姫、僕達はまだ婚約中であって正式な結婚は無理なんです。そもそもシャルネ姫の年齢がまだどちらの国でも婚礼の年齢に達してないんです」

　困ったような、照れたような顔をしてメルは頰を搔かく。

「ならば、真似事でもよい！　主役としてこの宴に花を添えるのも王たる者の務め。それにあんなに口上を練習させられたのだ。今やらずに何時やるのだ！」

　路地裏を駆け抜け、広場に出るとシャルネの美しさに自然と視線が集まってくる。

　一応、戦の立役者である王と姫を囃はやし立てるような声が辺りに響き、その声に背を押される形で広場の中心部に二人は躍り出る。

　婚約の事実はとっくにランタン中に広まっており、二人の姿を見て取ると乾杯の合図を待つように全員が息を吞のみ、一瞬の静寂が下りる。

　二人は向かい合い、一瞬だけ見つめ合ってからシャルネは教えられた通り目を伏せたままの優雅な一礼をし、

「我が主あるじ、我が最愛なる者に全てを捧げ、その生涯を懸けて尽くすことをここに誓います」

　人間の作法と言葉で誓いの口上を述べ、それに対してメルもシャルネと目線の高さを合わせ、両手で優しくシャルネの耳に触れ、

『我が最愛なるものを妻とし、生涯を賭として愛することを誓います』

　豹ひよう人じん族の作法と言葉で誓いの口上を重ねた。

　数瞬の間をおいて爆発したような騒ぎとなり、杯を合わせる音がそこら中に響き、お淑しとやかな雰囲気など幻だったかのようにシャルネの顔が上がり、そのままメルの胸に飛び込んできた。
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　華やかな宴は終わり、人々が寝静まり静けさの戻った真夜中。

　ギンは王の墓参りに一人で訪れ、墓前に腰を下ろし、王が生前好きだった葡萄酒をそっと供える。

「今回の一番の功労者はあんただ。戦った兵も、使った金も全部あんたが築いた財産だ。そして最大の功績は神様すら匙さじを投げた葡萄主の器を探し当てたことだ」

　曰いわく、葡萄主は大陸を知り尽くした賢人でなくてはならない。

　曰く、葡萄主は世界中の民の声を聞くため、全言語を使いこなさなければならない。

　曰く、葡萄主は大陸で一番数が多い人間族こそが相応ふさわしい。

　曰く、葡萄主は貧弱な人間族よりも強きよう靭じんな肉体を持つ亜人こそが相応しい。

　曰く、誇りと威厳を持つ純血の王族こそ葡萄主たり得る。

　曰く、民の苦労を知る庶民こそ葡萄主となるべき器である。

　曰く、理性的で頼りになる男の方が世界を牽けん引いんすべきだ。

　曰く、傲ごう慢まんで乱暴な男よりも繊細で慈愛に満ちた女性こそ統治に優れている。

　男と女、凡庸と天才、庶民と王族、謙虚と傲慢、柔軟と頑固、甘さと厳しさ、臆おく病びようと勇敢、矛盾を孕はらんだ性質の全てを内包する不可能の象徴として世界を包み込む葡萄主の器。

　人類が誰も解答に辿たどり着けなかった葡萄主の器の謎かけに、世界で唯一前王だけが答えを出した。

　既存の概念を打ち壊し、土台から全てをひっくり返した先にある解答。

　不完全な人という生き物を完全たらしめるただ一つの冴さえた方法。

　並び立つ二人で一つの王の姿。

　メルとシャルネが城壁に並び立つ背中が鮮明に記憶に焼き付いている。今は小さく頼りない二人の背にギンは将来の大器を、葡萄主の器を見た。

　葡萄酒がなみなみと注がれた杯を天高く翳かざし、

「あんたが見つけ出し、俺がランタンの地で守り育てる。葡萄主の器が完成する瞬間を雲の上の特等席から、のんびり葡萄酒でも飲みながら見物してくれ」

　誓いの言葉を葡萄酒に染み込ませ、ギンは一息に飲み干した。








あとがき






　初めまして。第24回スニーカー大賞の金賞という身に余る賞を頂ちよう戴だいし、スニーカー文庫からデビューさせて頂きました一ひとツつ屋や　赤あか彦ひこと申します。

　初めてというのはそれだけで特別なことで、本を好きになるか、嫌いになるかは最初の一冊で決まったりします。

　私は幸運なことにもっと読みたいと思える最初の一冊に出会えた結果、筆を取りこの作品を書くに至りました。

　この作品が初めての本だという方はいないかもしれませんが、初めてのファンタジー作品、あるいは初めての戦記物だという方はいらっしゃるかもしれません。

　この作品を通じて未知なるファンタジー世界を冒険するワクワク感、戦記物らしく自らの知恵と力と言葉で運命を切り開くキャラクター達に興味を持ち、過去の名作やこれから出版される新作を手に取る切っ掛けとなれば幸いです。

　それでは無事に一冊の本となりましたこと、この場を借りて謝辞を述べさせて頂きます。

　まず、本作を選んで下さった水みず野の良りよう先生、谷たに川がわ流ながる先生、暁あかつきなつめ先生、選考に携わって頂いた全ての人に厚く御礼申し上げます。

　水野良先生は帯に推薦文までご寄稿いただきありがとうございます。

　頂いたお言葉のように、王道だが新しい！　本格だが読みやすい！　そんな作品を目指してこれからも精進いたします。

　私の予想を遥はるかに超える魅力的なイラストの数々で、キャラクターや物語の世界に形を与えて下さった紅べに緒お先生。改稿中、描いて頂いたイラストに何度癒されたか解りません。本当にありがとうございました。

　細かい所にまで目を配り、安心して読める文章になるようご指摘くださった校正様には頭が上がりません。

　そして、初めてのことばかりで右も左も解らなかった私を出版まで辿たどり着かせてくれた担当の斎さい藤とう様。その他、関わった全ての人達に感謝の心で一杯です。

　この人達の助けがなければ、この本は存在しなかったことでしょう。

　最後に、『葡ぶ萄どう大たい陸りく物もの語がたり　野の良ら猫ねこ姫ひめと言こと葉ば渡わたしの王おう』を手に取って下さった皆様、誠にありがとうございます。

　ここまで読んで下さった皆様の脳内でようやくこの作品は完成しました。作者として心より御礼申し上げます。

　それでは、またお会いしましょう。







電子書籍特典　書き下ろし短編

『キリン様の憂鬱』







　戦に備えてランタン北門外周部で陣頭に立ってキリンは陣地構築の指示を飛ばす。

　連日の作業も五日目に突入したことで、周囲の人々の顔には疲労の色が浮かび、声を潜めて呟かれる弱音や愚痴がキリンの耳にまで届くようになっていた。

「俺達って運がないよな。せめて北門以外の配置にして欲しかった」

「そうだよな。新しい王様は優しいらしいし、シャルネ姫様だって一応は姫だから、目の保養くらいにはなるけど、北門はキリン様だからな…………」

　そちらにキリンが視線を向けると目が合った者達は閉口し、無言で作業速度を上げる。

「何か不満はありますか」

　現状を憂いて純粋に意見を求める目的で投げかけたキリンの質問に対して、不意に話を振られた側は直立不動でキリンの方へと向き直り、何故か口を揃えてキリン様に対して不平不満など一切あるはずが御座いません、と模範的な回答をするのだが、それが本心でないことは火を見るより明らかだ。

「そうですか、なら問題はありませんね？」

　再度、問いかけたキリンの言葉にも期待するような回答は得られなかった。

「「はいっ！　何の問題も御座いません」」

　この示し合わせたような発言が示す通り、問題はある。

　キリンを恐れて誰も発言すら出来ない現状こそが最大の問題であり、抜本的な解決策が必要なことは明白だ。それでも今のところ、表向きは意欲的に取り組む姿勢を示している。

　しかし、キリンが視線を外すと同時に背後からは深い溜息と不満を吐き出すような会話が漏れ聞こえてくる。

「この仕事本当に終わるのかよ。なんか、永遠に終わらない気がしてきた」

「おい新入り！　キリン様に聞かれたら命がいくつあっても足りないぞ。素手で熊を殴り殺し、悪名高い夜盗を一人で壊滅させた化物だ。夜逃げしようにも豹ひよう人じん族だから馬の扱いにも長け、夜目も利く。俺達に出来るのは精々、機嫌を損ねないよう気をつけることくらいだ」

　そもそもキリンは熊を素手で倒したことはない。ちゃんと刃物を使用して仕留めた。

　夜盗に関してもお使い中に襲撃され、仕方なく指示を出している者を数人狙い撃ちにしたら撤退を始め、その中に夜盗の頭目らしき人物が含まれていたため、勝手に統率を失い、仲間割れの末に瓦解したに過ぎない。

　どちらも狼の群れを素手で撃退したことと混同され、誇張された噂話だというのに周囲はそれを疑うことすらなく、自然とキリンの印象は化物として定着してしまっていた。

「まったく心外です。人を何だと思っているのか」

　肩を落とし、自分の印象に落胆する。

　その後も解決策を見つけられぬまま時間だけが過ぎ、鐘が鳴り昼休憩の時間になってしまった。

　嫌われているとまでいかなくとも、恐れられたり、緊張させてしまったり、自分という存在があまり歓迎されていないことはキリンも察していた。

　だからこそ休息中に無用な気疲れの原因とならないため、出来るだけ距離を置き、ひっそりと昼食を済ませ、作業の進行度を確認する。

　今までの作業効率と残り作業量を見比べ、防御陣地構築までに要する期間を大雑把に算出するとキリンの表情が僅かに曇る。

「このままの速度でギリギリ。ここからは疲労が蓄積し、労働意欲が嫌でも低下することを鑑みると期限内に間に合うかは五分五分ですね」

　これ以上、無理に作業効率を上げようとすれば過労で倒れる者も現われる。そうでなくとも耐えられないと脱走する者も続出する。そうなれば結果的に全体効率は落ちる。

　だからといって手を抜けば想定した防御力は発揮されず。それを前提とした計画も当然破綻する。

　自ら率先して一番大変な仕事を引き受ける程度のことは既に実行しており、給金を上げるなど報酬を増やす方面での改善もキリンの一存では難しい。そうなると残された方法は極端に限定される。

　自らの意思で他人を変えることは難しい以上、自らの意思で今直ぐに変えることが可能な自分を変えるしか現状を打破する方法はない。

　人は人に従うのであって、決して純粋な力そのものに従うのではない。

　頭では理解していても、今まで一振りの剣として生きてきたキリンには自らがどう変わればいいのかは思い浮かばない。

　本日、何度目かの溜息を吐き、無意識に視線を彷徨わせた先にはランタンから非難するために安価で嵩かさ張ばる装飾品などを叩き売っている露店が目に入った。

　いつもなら装飾品などには目もくれないキリンが、露店の前で足を止めたのはある言葉を思い出したからだ。

「……男は美人の頼み事には弱い生き物、ですか」

　不意に口を衝いて出た言葉に驚きつつ、自らの姿を顧みる。

　土に塗れるのだから、汚れてもいい服装や動きやすい髪形が理に適っており、装飾品などは作業の邪魔でしかない。でも、それは裏を返せば華やかさを一切排除した無機質な印象を与える。

　キリンは露店の前で熟考した末に一歩を踏み出した。

「すみません。この髪飾りを下さい」

　あくまでも印象の改善と士気向上のためだと自分に言い聞かせつつ、髪飾りを手に取り、飾り気のない黒髪に彩りを加える。

「こんなもの一つで何かが変わるとは到底思えませんが、まあ、駄目で元々です」

　そうこうしている内に休憩時間は終了し、全員が重い腰を上げて作業へ戻っていく。

　作業を再開して間もなく、キリンは僅かな変化に気が付いた。

　言葉にはしないものの周囲の視線がキリンへ集まるようになり、何か言いたげな顔をして口を開きかける者も数人は見受けられる。

　その内の一人がキリンの顔をまじまじと眺めながら、

「今まで目を合わせると殺されると思って直視出来なかったけど、キリン様ってもしかして相当美人なんじゃないか？」

　そう口火を切ると、ここぞとばかりに周囲もそれに続く。

「確かに、よく考えれば戦闘力が屈強な男百人分なだけで、キリン様って美女なのでは！」

　いつの間にか周囲から恐怖で引き攣ったような表情は消え、気付いた時には笑顔が並んでいる。

　そんな光景を前にして、気を張っていたキリンの頰も僅かに緩んだ。

「キリン様、今、一瞬だけ笑いませんでしたか？」

「知りません。そんなことより時間がないので口ではなく、手を動かして下さい」

　その後、遅れていた分を取り戻し、作業は無事期日内に完了した。
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